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291 〈合法性〉と〈状況適合的擬似合法性〉の間

〈
合
法
性
〉
と
〈
状
況
適
合
的
擬
似
合
法
性
〉
の
間

――
「
パ
ー
ペ
ン
・
ク
ー
デ
タ
ー
」
事
件
か
ら
「
国
事
裁
判
」
へ
――）

1
（

髙　

橋　

愛　

子

1
．
問
題
の
所
在
・
本
稿
の
課
題

今
日
、
あ
た
か
も
「
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
い
う
政
治
的
正
当
化
を
調
達
す
る
単
一
の
価
値
が
存
在
す
る
か
に
み
な
さ
れ
が
ち

で
あ
る
が
、
周
知
の
通
り
、
歴
史
的
に
み
れ
ば
、
一
九
世
紀
的
政
治
原
理
と
し
て
の
自
由
主
義
に
対
峙
・
挑
戦
す
る
理
念
と
し
て
の
民
主
主

義
が
そ
の
明
証
性
を
獲
得
し
た
の
は
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
指
摘
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
自
由
主
義

的
な
一
九
世
紀
に
お
け
る
議
会
と
民
主
主
義
が
支
配
原
理
と
し
て
の
明
証
性
を
獲
得
し
た
二
〇
世
紀
に
お
け
る
議
会
と
は
、
大
き
な
質
的
転

換
に
よ
っ
て
隔
た
っ
て
い
る
）
2
（

。
民
主
主
義
こ
そ
が
政
治
的
権
力
の
正
当
性
を
調
達
す
る
原
理
と
し
て
の
理
念
的
明
証
性
を
独
占
的
に
獲
得
す

る
や
、「
民
意
」
と
称
す
る
か
「
世
論
」
と
呼
ぶ
か
は
別
と
し
て
、〈
議
会
〉
と
は
そ
れ
が
善
か
悪
か
、
真
理
か
否
か
を
さ
て
お
き
、
人
々
の

意
志
を
代
表
す
る
こ
と
を
通
し
て
権
力
の
行
使
に
民
主
主
義
的
正
当
性
を
調
達
す
る
唯
一
至
高
の
地
位
を
占
め
ざ
る
を
え
な
い
擬
制
の
も
と

に
お
か
れ
る
。
そ
の
際
、
権
力
行
使
に
正
当
性
を
付
与
す
る
道
筋
は
具
体
的
に
は
〈
議
会
〉
に
お
け
る
《
立
法
》
と
い
う
形
で
、
つ
ま
り
、

「
法
律
の
議
決
」
過
程
を
通
し
て
、
さ
ら
に
、
そ
の
「
法
律
」
の
枠
づ
け
に
即
し
た
（
象
徴
的
に
は
、「
行
政
命
令
」
に
即
し
て
で
は
な
く
、
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と
い
う
対
比
に
お
い
て
）
権
力
執
行
の
過
程
を
通
し
て
果
た
さ
れ
る
。
民
主
主
義
は
そ
の
内
実
を
「
法
治
国
家
」
の
貫
徹
と
い
う
過
程
の
中

に
否
応
な
く
依
存
す
る
宿
命
に
あ
る
。

今
日
の
民
主
国
家
は
「
法
治
国
家
」
と
し
て
の
み
存
立
可
能
で
あ
る
）
3
（

。
生
活
の
細
部
に
わ
た
っ
て
規
定
し
、
管
理
し
、
方
向
づ
け
る
「
法

律
」
の
も
と
に
服
し
て
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
「
民
主
的
な
社
会
」
と
い
え
る
の
は
、
わ
れ
わ
れ
を
管
理
し
方
向
づ
け
る
す
べ
て
の
「
法

律
」
は
、
わ
れ
わ
れ
の
「
意
志
」
を
代
表
す
る
わ
れ
わ
れ
の
代
表
者
た
ち
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
「
議
会
」
に
お
け
る
「
決
定
」、
す
な
わ

ち
、「
わ
れ
わ
れ
自
身
の
意
志
」
の
表
現
で
あ
る
と
い
う
「
前
提
」
に
依
拠
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
々
の
「
自
己
支
配
」
が
貫
徹
さ
れ
て
い

る
と
擬
制
的
に
み
な
す
が
ゆ
え
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
人
々
の
権
力
へ
の
服
従
を
正
当
化
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
、
政
治
権
力
の
行
使
を
正
当
化
す
る
原
理
は
〈
合
法
性
〉
で
あ
る
。

権
力
行
使
の
う
ち
、
合
法
的
で
な
い
権
力
行
使
に
対
し
て
は
、
服
従
は
正
当
で
な
く
不
当
で
あ
る
が
、
同
時
に
他
方
で
、〈
合
法
的
〉
な
権

力
行
使
に
お
い
て
も
、
不
当
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
服
従
の
正
当
性
／
服
従
の
義
務
を
認
め
え
な
い
も
の
が
あ
り
う
る
。
す
な
わ
ち
、

〈
合
法
性
〉
は
、
権
力
行
使
の
正
当
性
／
政
治
的
服
従
の
正
当
性
を
根
拠
づ
け
る
原
理
で
あ
る
が
、
同
時
に
、〈
合
法
性
〉
そ
れ
自
体
が
、
分

裂
し
、
並
存
し
、
衝
突
し
う
る
）
4
（

。

法
律
が
想
定
し
て
い
る
範
囲
を
は
る
か
に
超
え
て
、
あ
る
政
治
的
意
図
の
た
め
に
越
境
的
解
釈
の
も
と
に
権
力
が
行
使
さ
れ
る
場
合
、
す

な
わ
ち
、
権
力
行
使
の
正
当
化
原
理
と
し
て
の
役
割
の
限
界
を
越
え
て
お
り
な
が
ら
、
な
お
、〈
合
法
性
〉
を
偽
装
し
て
権
力
が
行
使
さ
れ

る
場
合
、
そ
れ
は
、〈
合
法
性
〉
に
よ
る
権
力
の
正
当
性
保
障
（
正
当
性
代
替
機
能
）
の
限
界
を
越
境
し
た
事
態
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、〈
法
〉

の
名
の
も
と
で
権
力
の
正
当
性
保
障
を
偽
装
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
特
定
の
現
存
勢
力
の
政
治
的
武
器
と
し
て
、
現
状
維
持
も
し
く
は
現
存

勢
力
拡
大
の
た
め
の
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
敵
を
排
除
、
あ
る
場
合
に
は
抹
消
す
る
た
め
の
口
実
を
与
え
る
論
理
へ
と
、
つ
ま
り
〈
擬
似
合
法

性
〉
へ
と
変
質
し
て
い
く
事
態
を
招
く
。

当
時
も
っ
と
も
民
主
的
と
い
わ
れ
た
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の
も
と
で
短
命
に
終
わ
っ
た
ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
の
崩
壊
過
程
は
、「
合
法
的
な
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死
」
と
指
摘
さ
れ
、
そ
れ
と
表
裏
を
な
す
よ
う
に
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
第
三
帝
国
は
「
合
法
的
な
方
途
」
に
よ
り
達
成
さ
れ
た
と
指
摘
さ
れ
る
。

ワ
イ
マ
ー
ル
末
期
に
見
ら
れ
た
、
以
上
の
よ
う
な
、〈
合
法
性
〉
に
よ
る
権
力
の
正
当
性
保
障
（
正
当
性
代
替
機
能
）
の
限
界
と
い
う
事
態

に
つ
い
て
カ
ー
ル
・
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
・
ブ
ラ
ッ
ハ
ー
（K

. D
. B

rach
e

r

）
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

合
法
性
の
擁
護
は
、
そ
れ
が
、
憲
法
の
権
威
的
・
全
体
主
義
的
対
立
者
に
よ
っ
て
、《
状
況
適
合
的
》
擬
似
合
法
性（“situ

atio
n

s-

g
e

m
äß

e
” P

se
u

d
o

le
g

alität

）
へ
と
変
質
す
る
際
に
、
限
界
を
も
つ
）
5
（

。

〈
法
律
〉
は
一
般
的
に
、
現
実
の
さ
ま
ざ
ま
の
事
例
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
個
々
具
体
的
な
〈
状
況
〉
の
な
か
で
の
権
力
執
行
を

正
当
化
す
る
よ
う
に
働
く
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
〈
合
法
性
〉
は
、
あ
る
程
度
ま
で
は
《
状
況
適
合
的
》
で
あ
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
で

は
、
何
ら
か
の
意
味
で
、
何
ら
か
の
程
度
に
は
《
状
況
適
合
的
》
で
あ
ら
ざ
る
を
え
な
い
〈
合
法
性
〉
が
、
そ
の
限
界
を
越
え
て
、
公
権
力

行
使
の
正
当
性
を
調
達
し
う
る
領
域
を
越
境
す
る
こ
と
に
よ
り
、〈
合
法
性
〉
の
偽
装
形
態
と
し
て
の
《
状
況
適
合
的
》
な
〈
擬
似
合
法
性
〉

へ
と
変
質
す
る
事
態
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
、
ど
の
よ
う
な
形
で
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
で
、
共
和
国
崩
壊
寸
前
の
一
九
三
二
年
七
月
二
〇
日
に
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
四
八
条
の
名
の

も
と
で
引
き
起
こ
さ
れ
た
「
パ
ー
ペ
ン
・
ク
ー
デ
タ
ー
」
事
件
に
お
け
る
ラ
イ
ヒ
に
よ
る
公
権
力
行
使
）
6
（

、
及
び
、
本
件
を
め
ぐ
る
国
事
裁
判

所
で
の
「
法
廷
闘
争
」―
「
プ
ロ
イ
セ
ン
対
ラ
イ
ヒ
」
裁
判
）
7
（

に
お
け
る
法
廷
弁
論
の
分
析
を
通
し
て
、
な
か
ん
づ
く
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
展
開
し

た
法
解
釈
の
考
察
を
通
し
て
、〈
合
法
性
〉
が
《
状
況
適
合
的
》
な
〈
擬
似
合
法
性
〉
へ
と
越
境
す
る
過
程
を
分
析
し
よ
う
と
試
み
る
研
究

の
一
部
を
成
し
て
お
り
、
国
事
裁
判
に
お
け
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ヘ
ラ
ー
の
「
弁
論
」
全
体
を
詳
細
に
分
析
す
る
た
め
の
予
備
的
作
業
と
し

て
、
第
一
に
「
事
件
」
か
ら
「
裁
判
」
へ
の
移
行
過
程
が
孕
ん
で
い
た
諸
問
題
を
整
理
し
、
第
二
に
、
裁
判
直
前
に
両
者
が
提
示
し
た
投
稿

論
文
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
論
点
を
探
り
出
す
こ
と
を
課
題
と
す
る
）
8
（

。
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2
．「
パ
ー
ペ
ン
・
ク
ー
デ
タ
ー
」
事
件
の
経
緯

「
ラ
イ
ヒ
設
立
以
来
最
大
の
憲
法
争
議
）
9
（

」
は
、
一
九
三
二
年
七
月
二
〇
日
に
発
せ
ら
れ
た
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
四
八
条
に
基
づ
く
二
つ
の

大
統
領
令
か
ら
生
じ
た
。
第
一
令
は
、
午
前
一
〇
時
頃
、
ベ
ル
リ
ン
の
ラ
イ
ヒ
首
相
官
邸
執
務
室
に
お
い
て
ラ
イ
ヒ
首
相
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ

ン
・
パ
ー
ペ
ン
か
ら
プ
ロ
イ
セ
ン
の
閣
僚
た
ち
（
厚
生
大
臣
ヒ
ル
ト
ジ
ー
フ
ァ
ー
、
内
務
大
臣
カ
ー
ル
・
ゼ
ー
ベ
リ
ン
グ
、
財
政
大
臣
ク

レ
ッ
パ
ー
、
局
長
ノ
ー
ビ
ス
の
四
名
）
に
直
接
手
渡
さ
れ
た
）
10
（

も
の
で
、
第
四
八
条
第
一
項
と
第
二
項
と
に
基
づ
い
た
「
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン

ト
内
の
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
回
復
に
関
す
る
ラ
イ
ヒ
大
統
領
命
令
）
11
（

」
で
あ
る
。

そ
の
直
後
、
そ
の
場
で
パ
ー
ペ
ン
は
、
ゼ
ー
ベ
リ
ン
グ
内
務
大
臣
と
、
病
気
療
養
の
た
め
そ
の
場
に
は
い
な
か
っ
た
オ
ッ
ト
ー
・
ブ
ラ
ウ

ン
・
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
首
相
の
二
名
の
罷
免
を
通
告
し
、
ゼ
ー
ベ
リ
ン
グ
が
果
し
て
い
た
プ
ロ
イ
セ
ン
内
務
大
臣
の
職
務
に
対
す
る
ラ

イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
と
し
て
前
エ
ッ
セ
ン
市
長
F
・
ブ
ラ
ハ
ト
を
任
命
す
る
。
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
と
し
て
ブ
ラ
ハ
ト
が
発
し
た
第

一
の
措
置
は
、
ベ
ル
リ
ン
警
視
総
監
A
・
グ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
、
副
総
監
B
・
ヴ
ァ
イ
ス
、
警
察
司
令
官
M
・
ハ
イ
マ
ン
ス
ベ
ル
グ
の
罷
免
を

命
じ
る
も
の
で
あ
り
、
ベ
ル
リ
ン
警
視
総
監
に
エ
ッ
セ
ン
警
察
署
長
K
・
メ
ル
ヒ
ャ
ー
を
、
警
察
司
令
官
に
は
G
・
ポ
ー
テ
ン
警
視
を
そ
れ

ぞ
れ
任
命
す
る
。

第
二
令
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
閣
僚
た
ち
が
ラ
イ
ヒ
首
相
の
執
務
室
を
去
り
、
プ
ロ
イ
セ
ン
首
相
官
邸
の
ゼ
ー
ベ
リ
ン
グ
の
執
務
室
で
善
後

策
を
協
議
し
て
い
る
頃
、
午
前
一
一
時
一
五
分
頃
に
公
布
さ
れ
た
）
12
（

も
の
で
、
第
四
八
条
第
二
項
の
み
に
基
づ
い
た
「
大
ベ
ル
リ
ン
と
ブ
ラ
ン

デ
ン
ブ
ル
グ
県
に
お
け
る
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
回
復
に
関
す
る
大
統
領
命
令
）
13
（

」
で
あ
る
。

第
二
令
に
基
づ
い
て
ラ
イ
ヒ
国
防
大
臣
K
・
シ
ュ
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
が
命
令
を
発
し
）
14
（

、
ベ
ル
リ
ン
と
大
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
に
戒
厳
令
が
引
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か
れ
る
。
こ
の
シ
ュ
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
の
命
令
に
よ
り
全
権
委
任
を
受
け
た
第
三
軍
管
区
司
令
官
K
・
R
・
ル
ン
ト
シ
ュ
テ
ッ
ト
将
軍
は
、
プ
ロ

イ
セ
ン
の
実
力
装
置
で
あ
る
警
察
を
押
さ
え
る
た
め
に
、
同
日
午
後
三
時
頃
、
ベ
ル
リ
ン
警
視
総
監
A
・
グ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
、
副
総
監
B
・

ヴ
ァ
イ
ス
、
警
察
司
令
官
M
・
ハ
イ
マ
ン
ス
ベ
ル
グ
を
逮
捕
し
、
モ
ア
ビ
ッ
ト
の
将
校
軍
刑
務
所
に
収
監
す
る
。
彼
ら
が
官
職
辞
任
書
に
署

名
す
る
と
、
午
後
九
時
頃
、
釈
放
さ
れ
た
）
15
（

。

こ
れ
ら
二
つ
の
大
統
領
命
令
に
よ
る
措
置
の
概
要
と
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
パ
ー
パ
ン
は
、
同
日
正
午
頃
に
行
わ
れ
た
新
聞
記
者
会
見
）
16
（

、

お
よ
び
、
同
日
一
九
時
か
ら
の
ラ
ジ
オ
放
送
で
の
演
説
）
17
（

に
よ
っ
て
国
民
に
説
明
し
、
理
解
を
求
め
た
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、「
二
つ
の
大
統

領
命
令
に
よ
る
措
置
は
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
内
の
状
況
の
た
め
に
必
要
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
共
産
主
義
者
た
ち
に
よ
る

国
家
に
敵
対
的
な
暴
動
の
陰
謀
が
存
在
し
た
が
、
こ
れ
を
取
り
締
ま
る
義
務
を
負
う
は
ず
の
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
が
こ
れ
に
加
担
し
て
い
る
事

実
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
は
こ
の
陰
謀
に
対
し
て
有
効
な
処
置
を
と
る
意
志
が
な
く
、
む
し
ろ
共
産
主
義
者
た
ち
と
の

『
統
一
戦
線
』
を
試
み
て
い
る
。
そ
こ
に
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
の
ラ
イ
ヒ
に
対
す
る
義
務
違
反
が
あ
る
（
第
四
八
条
第
一
項
違
反
）。
ま
た

プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
政
府
の
ナ
チ
ス
党
と
共
産
党
に
対
す
る
不
公
平
な
対
応
の
ゆ
え
に
、
両
勢
力
の
衝
突
の
増
大
は
抑
制
さ
れ
な
い
状
態

に
あ
る
（
第
四
八
条
第
二
項
の
要
件
）」
と
い
う
の
が
、
二
つ
の
大
統
領
命
令
が
発
せ
ら
れ
た
根
拠
と
し
て
公
式
に
説
明
さ
れ
た
。

新
聞
記
者
会
見
の
場
で
ラ
イ
ヒ
政
府
の
発
表
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
で
は
、「
ラ
イ
ヒ
首
相
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
に
対
す
る
ラ
イ
ヒ
・

コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
の
各
大
臣
と
共
同
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
の
運
営
を
行
う
つ
も
り
で
あ
る
」

と
表
明
）
18
（

、
そ
の
上
で
、
そ
の
後
、
同
日
一
八
時
か
ら
の
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
政
府
の
閣
議
の
招
集
が
プ
ロ
イ
セ
ン
の
各
大
臣
に
告
げ
ら
れ

た
）
19
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
大
臣
は
、
書
簡
に
よ
り
二
つ
の
点
に
つ
い
て
返
事
を
し
、
閣
議
の
出
席
を
拒
否
し
た
。
す
な
わ
ち
、

第
一
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
に
対
す
る
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
設
置
に
つ
い
て
は
国
事
裁
判
所
に
提
訴
す
る
、
第
二
に
、
今
回
の
行

為
は
無
効
で
あ
り
、
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
（
ラ
イ
ヒ
首
相
パ
ー
ペ
ン
）
を
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
首
相
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
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従
っ
て
、
誤
っ
た
署
名
（
ラ
イ
ヒ
首
相
パ
ー
ペ
ン
の
署
名
）
に
よ
る
ラ
ン
ト
政
府
閣
議
の
招
集
に
は
応
じ
ら
れ
な
い
、
と
い
う
も
の
だ
っ

た
）
20
（

。
こ
の
閣
議
出
席
拒
否
を
理
由
と
し
て
、
先
に
罷
免
さ
れ
た
二
名
の
大
臣
（
ブ
ラ
ウ
ン
首
相
と
ゼ
ー
ベ
リ
ン
グ
内
務
大
臣
）
に
加
え
て
、

パ
ー
ペ
ン
は
さ
ら
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
厚
生
大
臣
ヒ
ル
ト
ジ
ー
フ
ァ
ー
、
農
業
大
臣
H
・
シ
ュ
タ
イ
ガ
ー
（
視
察
旅
行
中
の
た
め
ベ
ル
リ

ン
不
在
だ
っ
た
）、
商
工
大
臣
W
・
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
、
司
法
大
臣
H
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
文
化
大
臣
A
・
グ
リ
ム
大
臣
、
そ
し
て
財
政
大
臣
ク

レ
ッ
パ
ー
の
六
名
を
罷
免
し
た
）
21
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
の
資
格
に
お
い
て
ラ
イ
ヒ
首
相
パ
ー
ペ
ン
が
罷
免
し
た
プ
ロ
イ

セ
ン
政
府
の
閣
僚
は
八
名
と
な
っ
た
。
そ
し
て
パ
ー
ペ
ン
は
、
各
省
の
事
務
次
官
を
そ
れ
ぞ
れ
大
臣
に
任
命
し
、
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
政
府
を
発

足
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
政
府
に
よ
る
、
こ
の
初
閣
議
の
後
、
パ
ー
ペ
ン
は
前
述
の
ラ
ジ
オ
演
説
を
行
っ
た
。

以
上
が
、
ク
ー
デ
タ
ー
と
い
う
に
は
「
極
め
て
緊
張
感
の
な
い
）
22
（

」
一
九
三
二
年
七
月
二
〇
日
の
「
パ
ー
ペ
ン
・
ク
ー
デ
タ
ー
」
の
経
緯
で

あ
る
。
一
連
の
ラ
イ
ヒ
側
か
ら
の
強
硬
策
は
、
何
の
抵
抗
も
な
く
行
わ
れ
）
23
（

、
パ
ー
ペ
ン
は
事
件
直
後
、
す
べ
て
の
措
置
が
「
計
画
通
り
、
妨

害
も
な
く
」
行
わ
れ
た
と
側
近
に
誇
っ
た
と
い
う
）
24
（

。

ラ
イ
ヒ
の
措
置
を
受
け
て
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
政
府
は
ど
の
よ
う
な
対
抗
措
置
を
講
じ
た
か
。
翌
二
一
日
、
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ス
ト
ラ
イ
キ

を
含
む
実
力
抵
抗
に
訴
え
る
か
、
合
法
的
な
方
法
で
国
事
裁
判
所
へ
の
提
訴
を
と
る
か
と
い
う
、
今
後
の
対
応
策
を
め
ぐ
る
激
論
の
末
に
、

プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
政
府
は
、
第
一
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
議
会
の
社
会
民
主
党
会
派
お
よ
び
中
央
党
会
派
に

よ
る
大
統
領
令
の
執
行
停
止
を
求
め
る
仮
処
分
申
請
を
行
い
、
第
二
に
、
今
回
の
措
置
の
憲
法
違
反
を
訴
え
る
訴
訟
を
国
事
裁
判
所
に
提
起

す
る
と
い
う
二
つ
の
方
針
を
決
定
し
た
（
傍
点
引
用
者
）
25
（

）。
い
ず
れ
の
訴
え
も
、
七
月
二
〇
日
に
公
布
さ
れ
た
二
つ
の
大
統
領
命
令
の
第
一

令
に
関
す
る
措
置
の
み
を
対
象
と
し
て
い
た
。

第
一
の
仮
処
分
申
請
に
つ
い
て
は
、
七
月
二
三
日
か
ら
二
五
日
ま
で
の
口
頭
審
査
の
結
果
、
七
月
二
五
日
に
国
事
裁
判
所
は
プ
ロ
イ
セ

ン
側
の
申
請
を
却
下
す
る
仮
処
分
判
決
）
26
（

を
言
い
渡
し
た
。
そ
し
て
、
第
二
の
国
事
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
た
憲
法
違
反
の
訴
え
は
受
理
さ
れ
、

一
〇
月
一
〇
日
（
月
）
か
ら
一
七
日
（
月
）
ま
で
の
土
曜
、
日
曜
を
除
く
六
日
間
に
わ
た
る
審
議
が
行
わ
れ
一
〇
月
二
五
日
（
火
）
に
判
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決
）
27
（

が
言
い
渡
さ
れ
た
。

こ
の
事
件
が
起
き
た
一
九
三
二
年
は
、
い
わ
ゆ
る
「
権
力
の
真
空
状
態
」（M

ach
tvak

u
u

m

）
28
（

）
の
時
期
、
も
し
く
は
「
い
ま
だ
に
は
っ
き

り
と
は
決
定
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
競
技
場
裡
に
さ
ま
ざ
ま
の
発
展
傾
向
が
生
じ
て
い
た
時
期
）
29
（

」
と
評
さ
れ
る
だ
け
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン

ト
政
府
、
と
り
わ
け
そ
の
中
枢
を
占
め
る
社
会
民
主
党
が
こ
の
事
件
に
対
し
て
と
っ
た
態
度
に
つ
い
て
は
厳
し
い
批
判
が
展
開
さ
れ
た
。
そ

れ
ら
の
諸
批
判
に
は
、
労
働
者
階
級
に
よ
る
統
一
的
ゼ
ネ
ス
ト
が
実
現
す
れ
ば
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
危
険
を
回
避
し
え
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

見
解
）
30
（

、
あ
る
い
は
、
ゼ
ネ
ス
ト
が
成
功
す
る
可
能
性
は
極
め
て
低
か
っ
た
と
い
う
当
時
の
状
況
を
認
め
つ
つ
）
31
（

も
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
警

察
部
隊
に
よ
る
国
防
軍
に
対
す
る
武
力
抵
抗
の
可
能
性
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
（
そ
の
場
合
は
革
命
的
行
動
に
該
当
し
、
内
乱
の
始
ま
り

を
意
味
し
た
だ
ろ
う
が
）
と
問
う
立
場
）
32
（

な
ど
が
あ
り
、
一
様
に
、
国
事
裁
判
所
へ
の
提
訴
と
い
う
合
法
的
な
方
法
と
行
動
の
み
に
と
ど
ま
っ

た
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
政
府
執
行
部
、
社
会
民
主
党
執
行
部
の
主
体
的
無
抵
抗
を
敗
北
と
し
て
批
判
す
る
）
33
（

。
こ
れ
ら
の
批
判
に
対
し
て
、

当
時
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
政
府
の
内
閣
官
房
長
で
あ
り
、
か
つ
、
本
裁
判
原
告
代
理
人
で
も
あ
っ
た
ブ
レ
ヒ
ト
は
、
一
九
三
二
年
一
二
月

の
時
点
で
「
ド
イ
ツ
の
ラ
イ
ヒ
憲
法
が
、
本
件
の
よ
う
な
場
合
に
、
国
事
裁
判
所
の
招
集
を
求
め
て
い
た
と
い
う
事
実
が
一
九
三
二
年
七
月

二
〇
日
に
ド
イ
ツ
を
内
乱
か
ら
守
っ
た
」
）
34
（

と
述
べ
、
さ
ら
に
一
九
五
五
年
に
お
い
て
な
お
、
ブ
ラ
ッ
ハ
ー
か
ら
の
批
判
に
対
す
る
反
論
の
中

で
、「
国
事
裁
判
所
へ
の
提
訴
」
こ
そ
が
当
時
と
り
う
る
「
最
善
の
選
択
）
35
（

」
だ
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。

も
と
よ
り
本
稿
の
課
題
は
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
台
頭
と
第
三
帝
国
の
設
立
へ
と
続
く
そ
の
後
の
歴
史
的
展
開
に
と
っ
て
の
「
前
史
」
に
こ
の

事
件
が
占
め
る
位
置
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
、
他
の
選
択
肢
で
は
な
く
「
国
事
裁
判
所
へ
の
提
訴
」
と
い
う
選
択
肢
を
と
っ
た
こ
と
自
体
が

も
つ
歴
史
的
意
味
に
つ
い
て
検
討
し
考
察
す
る
こ
と
に
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
事
件
に
対
す
る
対
処
の
仕
方
と
し
て
、
国
事

裁
判
所
で
の
「
憲
法
訴
訟
」
と
い
う
制
度
的
枠
組
の
中
で
の
合
法
的
紛
争
解
決
の
方
法
が
）
36
（

、
当
時
の
政
治
的
社
会
的
状
況
に
照
ら
し
て
み
た

場
合
、
さ
ら
に
、
当
時
の
司
法
部
の
反
動
的
な
政
治
化
傾
向
に
照
ら
し
て
み
た
場
合
）
37
（

、
事
柄
と
状
況
に
即
し
た
方
法
で
あ
っ
た
か
否
か
は
決

し
て
自
明
の
こ
と
で
は
な
く
、
他
の
選
択
肢
こ
そ
が
と
ら
れ
る
べ
き
だ
っ
た
と
い
う
議
論
が
、
当
時
に
お
い
て
す
で
に
、
そ
し
て
今
日
に
お
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い
て
は
圧
倒
的
に
な
さ
れ
て
い
る
）
38
（

と
い
う
点
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

3
．「
プ
ロ
イ
セ
ン
対
ラ
イ
ヒ
」
裁
判
の
概
要

本
訴
訟
は
、「
多
様
な
当
事
者
と
多
様
な
争
議
対
象
か
ら
な
る
一
二
の
訴
訟
を
含
む
）
39
（

」
複
雑
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
全
容
を
細
部
に
わ

た
っ
て
掌
握
す
る
こ
と
は
こ
こ
で
は
企
図
し
え
な
い
し
、
ま
た
そ
の
必
要
も
な
い
。
こ
こ
で
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ヘ
ラ
ー
の
法
廷
弁
論
の
要

点
を
理
解
し
分
析
す
る
の
に
必
要
な
限
り
で
基
本
的
な
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

3
．
1
．
原
告
、
被
告
、
及
び
、
国
事
裁
判
所
の
構
成

本
訴
訟
の
原
告
団
は
、
多
様
な
原
告
か
ら
な
っ
て
い
た
。
第
一
に
、
七
月
二
〇
日
の
大
統
領
命
令
に
よ
る
直
接
的
被
害
が
及
ん
だ
原
告

で
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
政
府
を
代
理
人
と
す
る
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
、
第
二
に
、
七
月
二
〇
日
の
大
統
領
命
令
に
よ
っ
て
罷
免
さ
れ

た
（
そ
の
意
味
で
、
直
接
的
被
害
を
蒙
っ
た
）
八
名
の
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
閣
僚
、
第
三
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
議
会
の
二
つ
の
政
党
会

派
、
社
会
民
主
党
会
派
と
中
央
党
会
派
、
そ
し
て
第
四
に
、
今
回
の
措
置
か
ら
直
接
被
害
は
受
け
て
お
ら
ず
具
体
的
法
関
係
は
生
じ
て
い
な

い
が
、
同
様
の
措
置
が
将
来
自
ら
の
ラ
ン
ト
に
対
し
て
も
行
使
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
限
り
で
第
四
八
条
に
基
づ
く
ラ
イ
ヒ
権
限
の
限

界
画
定
を
求
め
て
原
告
に
参
加
し
た
二
つ
の
ラ
ン
ト
、
す
な
わ
ち
、
バ
イ
エ
ル
ン
・
ラ
ン
ト
と
バ
ー
デ
ン
・
ラ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
ラ
イ
ヒ
側
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
政
府
以
外
の
す
べ
て
の
訴
訟
人
・
団
体
の
原
告
適
格
に
疑
義
を
提
起
し
た
た
め
、
原
告
団
す
べ
て

に
原
告
適
格
が
あ
る
か
否
か
と
い
う
訴
訟
要
件
も
焦
点
と
な
っ
た
。
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本
訴
訟
の
被
告
は
、
第
一
に
、
ラ
イ
ヒ
政
府
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
ド
イ
ツ
・
ラ
イ
ヒ
、
そ
し
て
第
二
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
に
対

す
る
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
と
し
て
の
ラ
イ
ヒ
首
相
で
あ
る
。
し
か
し
第
二
の
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
に
対
す
る
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ

サ
ー
ル
は
ラ
ン
ト
の
機
関
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
そ
の
被
告
適
格
を
ラ
イ
ヒ
側
は
否
定
し
）
40
（

、
実
際
に
パ
ー
ペ
ン
は
法
廷
で
の
審
理
に
一
度

も
登
場
し
な
か
っ
た
）
41
（

。
さ
ら
に
、
第
四
八
条
に
基
づ
い
た
緊
急
命
令
を
発
し
た
当
の
本
人
で
あ
る
大
統
領
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
は
こ
の
事
件
の

影
の
主
役
の
一
人
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
告
訴
の
対
象
と
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
被
告
に
名
を
連
ね
て
い
な
い
）
42
（

。
法
廷
で
の
審
理
に
パ
ー
パ

ン
、
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
の
二
人
が
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
、
二
人
の
「
不
在
）
43
（

」
が
こ
の
裁
判
の
際
立
っ
た
特
徴
の
一
つ
で
あ
っ
た

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

原
告
、
被
告
、
及
び
そ
の
代
理
人
、
そ
し
て
裁
判
官
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

3
．
1
．
1
．
原
告
：
プ
ロ
イ
セ
ン
側

個
人
、
議
会
内
政
党
会
派
、
そ
し
て
ラ
ン
ト
と
い
う
多
様
な
レ
ヴ
ェ
ル
か
ら
構
成
さ
れ
た
原
告
及
び
そ
の
代
理
人
は
以
下
の
四
種
類
に
分

類
さ
れ
る
。

（
1
）
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
政
府
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
の
代
理
人

① 

内
閣
官
房
：
A
・
ブ
レ
ヒ
ト

② 

内
閣
官
房
：
H
・
バ
ー
ト

③ 

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
教
授
：
F
・
ギ
ー
ゼ

④ 

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
教
授
：
G
・
ア
ン
シ
ュ
ッ
ツ

（
2
）
罷
免
さ
れ
た
八
名
の
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
閣
僚
た
ち
の
代
理
人
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前
記（
1
）と
同
様
の
四
名

（
3
）
そ
の
執
行
部
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
議
会
中
央
党
会
派
、
及
び
、
同
社
会
民
主
党
会
派
の
代
理
人

① 

中
央
党
会
派
：
ベ
ル
リ
ン
大
学
教
授
：
H
・
ペ
ー
タ
ー
ス

② 
社
会
民
主
党
会
派
：
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
教
授
：
H
・
ヘ
ラ
ー

（
4
） 

バ
イ
エ
ル
ン
政
府
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
バ
イ
エ
ル
ン
・
ラ
ン
ト
及
び
バ
ー
デ
ン
政
府
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
バ
ー
デ
ン
・
ラ
ン
ト

の
代
理
人

・ 

バ
イ
エ
ル
ン
・
ラ
ン
ト
：

① 

国
家
諮
問
院
）
44
（

委
員
：
H
・
v
・
ヤ
ー
ン

② 

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
教
授
：
H
・
ナ
ヴ
ィ
ア
ス
キ
ー

③ 

政
府
顧
問
、
兼
、
大
学
私
講
師
：
Th
・
マ
ウ
ン
ツ

・ 

バ
ー
デ
ン
・
ラ
ン
ト
：

① 

内
閣
官
房
：
H
・
フ
ェ
ヒ
ト

② 

上
級
政
府
顧
問
：
E
・
ヴ
ァ
ル
ツ

以
上
の
全
原
告
の
う
ち
、（
2
）八
名
の
閣
僚
は
、
第
一
次
的
に
は
ド
イ
ツ
・
ラ
イ
ヒ
に
、
第
二
次
的
に
は
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
に
対

す
る
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
と
し
て
の
ラ
イ
ヒ
首
相
に
対
し
て
、
二
種
類
の
被
告
を
相
手
方
と
し
て
訴
え
を
起
こ
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
原
告

は
ド
イ
ツ
・
ラ
イ
ヒ
の
み
を
訴
訟
対
象
と
し
た
）
45
（

。

3
．
1
．
2
．
被
告
：
ド
イ
ツ
・
ラ
イ
ヒ
側）46
（

（
1
）
ラ
イ
ヒ
政
府
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
ド
イ
ツ
・
ラ
イ
ヒ
の
代
理
人
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① 

内
閣
官
房
：
G
・
ゴ
ッ
ト
ハ
イ
ナ
ー

② 

内
閣
官
房
：
W
・
ホ
ッ
ヘ

③ 

ベ
ル
リ
ン
商
科
大
学
教
授
：
C
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト

④ 
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ッ
ヒ
大
学
教
授
：
E
・
ヤ
ー
コ
ビ

⑤ 
ハ
レ
大
学
教
授
：
C
・
ビ
ル
フ
ィ
ン
ガ
ー

（
2
） 「
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
に
対
す
る
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
と
し
て
の
ラ
イ
ヒ
首
相
」（
本
人
は
出
廷
せ
ず
）
の
代
理
人
は
あ
と
か

ら
派
遣
さ
れ
た
）
47
（

。

① 

内
閣
官
房
：
シ
ュ
ッ
ツ
ェ
（S

ch
ü

tze

）

3
．
1
．
3
．
国
事
裁
判
所
の
構
成

本
訴
訟
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
九
条
第
一
項
に
定
め
ら
れ
た
憲
法
争
議
）
48
（

と
し
て
、
こ
れ
を
指
揮
・
運
営
し
た
裁
判
官
団
は
、「
国
事

裁
判
所
法
）
49
（

」
第
一
六
条
第
三
項
、
第
一
八
条
第
一
項
、
及
び
、
第
三
一
条
第
一
項
、
第
二
項
に
基
づ
き
以
下
七
名
か
ら
構
成
さ
れ
た
）
50
（

。

① 

裁
判
長
と
し
て
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
長
官
：
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ブ
ム
ケ）51
（

② 

ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
裁
判
官
：
ト
リ
ー
ベ
ル

③ 　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

：
シ
ュ
ミ
ッ
ツ

④ 　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　

：
シ
ュ
ワ
ー
ブ

⑤ 

ベ
ル
リ
ン
・
プ
ロ
イ
セ
ン
上
級
行
政
裁
判
所
長
官
：
フ
ォ
ン
・
ミ
ュ
ラ
ー

⑥ 

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
バ
イ
エ
ル
ン
上
級
行
政
裁
判
所
長
官
：
ギ
ュ
ン
ベ
ル
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⑦ 

ド
レ
ス
デ
ン
・
ザ
ク
セ
ン
上
級
行
政
裁
判
所
長
官
：
シ
ュ
ト
リ
ー
グ
ラ
ー

3
．
2
．
審
理
の
進
行
過
程
（
訴
訟
記
録
の
構
成
）

ブ
レ
ヒ
ト
の
「
序
文
」
に
よ
れ
ば
、
当
初
の
裁
判
所
の
審
議
計
画
で
は
、
ま
ず
訴
訟
要
件
に
関
す
る
手
続
問
題
か
ら
始
め
て
訴
訟
当
事
者

の
適
格
性
を
審
査
し
、
そ
の
後
、
第
四
八
条
第
一
項
、
第
二
項
に
つ
い
て
の
法
的
議
論
に
入
り
、
最
後
に
、
提
出
さ
れ
た
文
書
を
補
完
す

る
必
要
が
あ
る
限
り
で
事
実
認
定
を
め
ぐ
る
議
論
を
行
う
つ
も
り
だ
っ
た
。
し
か
し
審
理
の
始
ま
る
二
日
前
に
、
裁
判
所
は
こ
の
計
画
の
変

更
を
訴
訟
当
事
者
た
ち
に
伝
え
て
き
た
。
と
い
う
の
は
、
提
出
さ
れ
た
文
書
が
増
大
し
、
と
り
わ
け
ラ
イ
ヒ
側
が
主
張
す
る
「
プ
ロ
イ
セ

ン
・
ラ
ン
ト
の
義
務
違
反
」
と
い
う
事
実
を
否
定
す
る
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
の
訴
え
に
よ
っ
て
、
事
実
関
係
を
め
ぐ
る
論
議
に
広
範
に
立

ち
入
る
こ
と
が
不
可
避
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
事
実
関
係
が
法
的
議
論
を
行
っ
て
い
る
間
に
ば
ら
ば
ら
と
繰
返
し
挿
入
さ
れ
る
の
を
避
け
る

た
め
、
事
実
に
つ
い
て
の
議
論
を
最
初
に
行
う
の
が
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
裁
判
所
の
見
解
と
な
っ
た
）
52
（

。
さ
ら
に
訴
訟
要
件
を
め
ぐ
る
議

論
に
と
っ
て
、
事
実
的
、
法
的
な
問
題
を
予
め
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
い
う
考
え
か
ら
、
訴
訟
要
件
の
問
題
を
審
理
の
最
後
に

取
り
上
げ
る
の
が
よ
い
と
裁
判
所
は
判
断
し
た
）
53
（

。
こ
う
し
た
裁
判
所
の
見
解
は
、
い
わ
ば
訴
訟
の
「
入
り
口
」
で
当
事
者
資
格
を
認
め
ら
れ

な
い
原
告
を
排
除
し
、
審
査
の
対
象
を
限
定
す
る
と
い
う
通
常
の
形
式
を
と
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
多
様
な
原
告
の
多
岐
に
わ
た
る
複
雑
な
訴

え
全
体
）
54
（

を
俎
上
に
載
せ
る
こ
と
を
可
能
と
し
、
判
決
で
示
さ
れ
た
訴
訟
適
格
の
認
否
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
訴
訟
当
事
者
が
審
議
全
体
に
実
質

的
に
参
加
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。
こ
う
し
た
異
例
の
訴
訟
指
揮
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
た
と
え
ば
、
判
決
に
お
い
て
結
局
、
原
告
適
格

を
否
認
さ
れ
た
）
55
（

プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
議
会
・
社
会
民
主
党
会
派
の
代
理
人
だ
っ
た
ヘ
ラ
ー
を
含
め
、
多
く
の
訴
訟
当
事
者
は
本
法
廷
で
発

言
す
る
資
格
そ
れ
自
体
を
そ
の
冒
頭
で
失
う
こ
と
に
な
っ
た
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
発
言
が
制
約
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
な
れ
ば
、

「
ラ
イ
ヒ
設
立
以
来
、
最
大
の
憲
法
争
議
」
と
い
わ
れ
る
本
事
案
に
つ
い
て
、
こ
の
訴
訟
記
録
に
残
さ
れ
た
よ
う
な
多
様
な
側
面
か
ら
の
豊
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か
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
極
め
て
限
定
的
な
問
題
の
み
に
関
す
る
あ
る
意
味
で
無
味
乾
燥
な
審
理
に
終
始
し
た
か
も
し
れ
な

い
。
と
こ
ろ
が
、
ヘ
ラ
ー
は
「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
付
随
的
な
原
告
）
56
（

」
の
代
理
人
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
縦
横
無
尽
に
弁
論
を
展
開

し
て
い
る
観
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
件
審
理
の
進
行
を
め
ぐ
る
開
廷
直
前
の
ブ
ム
ケ
の
「
方
針
転
換
」
は
際
ど
い
問
題
を
孕
ん
で
い
た

と
い
え
よ
う
）
57
（

。

さ
ら
に
、
一
つ
の
論
点
に
関
し
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
と
ラ
イ
ヒ
側
代
理
人
ば
か
り
で
は
な
く
、
二
つ
の
ラ
ン
ト
議
会
会
派
、
他
の

二
つ
の
ラ
ン
ト
の
代
理
人
ら
も
加
わ
っ
て
多
数
の
発
言
者
が
議
論
を
展
開
す
る
様
は
、
限
定
さ
れ
た
訴
訟
当
事
者
が
二
極
的
に
相
対
峙
し
て

議
論
を
戦
わ
せ
る
通
常
の
「
法
廷
」
と
い
う
よ
り
は
円
卓
会
議
の
よ
う
な
観
さ
え
与
え
る
。
こ
れ
に
相
当
数
の
「
聴
衆
」
と
新
聞
記
者
が
傍

聴
席
を
占
め
て
い
た）58
（

点
を
加
味
す
る
と
、
さ
な
が
ら
「
裁
判
所
」
と
い
う
よ
り
は
「
議
会
」
の
よ
う
に
も
写
っ
た
か
も
し
れ
な
い
）
59
（

。

こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
、
裁
判
は
ブ
ム
ケ
が
冒
頭
説
明
で
示
し
た
進
行
計
画
に
従
っ
て
進
め
ら
れ
、
訴
訟
記
録
の
構
成
も
そ
れ
に
対
応
し

て
全
一
一
章
か
ら
成
る
が
）
60
（

、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
ヘ
ラ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
弁
論
は
次
頁
の
一
覧
の
通
り
で
あ
る
。

本
裁
判
の
最
大
の
争
点
は
、
第
四
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
双
方
に
基
づ
い
て
発
令
さ
れ
た
一
九
三
二
年
七
月
二
〇
日
の
大
統
領
令

（
第
一
令
）
に
よ
っ
て
ラ
イ
ヒ
政
府
が
七
月
二
〇
日
に
と
っ
た
措
置
、
す
な
わ
ち
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
に
対
す
る
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ

サ
ー
ル
設
置
、
そ
し
て
ま
た
、
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
が
こ
の
第
一
令
を
根
拠
と
し
て
そ
れ
以
降
に
行
っ
た
さ
ま
ざ
ま
の
措
置
が
、
合
憲

か
、
違
憲
か
に
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
第
四
八
条
の
こ
の
事
例
へ
の
適
用
の
際
の
要
件
、
及
び
、
諸
権
限
に
つ
い
て
の
解
釈
が
本
題
た
る
主

要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
に
、
二
つ
の
重
要
な
問
題
が
付
随
し
て
い
た
。
第
一
の
問
題
は
、
訴
訟
要
件
問
題
で
あ
り
、
第
二

は
、
国
事
裁
判
所
の
審
査
権
の
有
無
・
範
囲
あ
る
い
は
限
界
の
問
題
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
が
第
四
八
条
に
基
づ
い
て

行
っ
た
行
為
を
裁
判
所
は
ど
こ
ま
で
審
査
し
う
る
か
、
国
事
裁
判
所
の
審
査
権
は
他
の
裁
判
所
と
比
べ
て
特
別
な
存
在
で
あ
る
の
か
と
い
っ

た
問
題
で
あ
る
）
61
（

。
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Chap. VI.  第48条第1項の諸権限［S.194–285.］
 －発言なし－ （17）S.214–216.

第4日目：1932年10月13日（木）（S.223–309.）

VI.  つづき  （18）S.248–249.

  （19）S.250.

  （20）S.250–252.

Chap. VII.  第48条第2項の諸要件［S.286–300.］
 （4）S.288–292. （21）S.292–294.

  （22）S.297–298.

  （23）S.298.

  （24）S.298–299.

  （25）S.300.

Chap. VIII.  第48条第2項の諸権限［S.301–365.］

第5日目：1932年10月14日（金）（S.311–391.）

VIII.  つづき （5）S.311–322. （26）S.345–346.

 （6）S.350–355. （27）S.356.

Chap. IX.  裁判所の審査権／相対的限界［S.366–391.］
 －発言なし－ （28）S.379–380.

第6日目：1932年10月17日（月）（S.393–477.）

Chap. X.  総括［S.393–414.］
 －発言なし－ （29）S.406–409.

  （30）S.410.

Chap. XI.  訴訟要件［S.415–477.］  （31）S.416.

  （32）S.417.

  （33）S.417–418.

  （34）S.419.

  （35）S.419–420.

  （36）S.458–460.

 （7）S.466–469.

  （37）S.470.

 総計7回　 ／ 総計37回
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　章／タイトル／頁数　　　　　　　　／　　　　　　　　シュミット発言　／　ヘラー発言

第1日目：1932年10月10日（月）（S.3–68.）

Chap. I.  開始時の説明［S.3–10.］
 －発言なし－  －発言なし－

Chap. II.  1932年7月20日以前，及び，7月20日の事実経過［S.11–86.］
  （1）S.35–38.

  （2）S.38.

 （1）S.39–41.

  （3）S.63–64.

  （4）S.65–66.

第2日目：1932年10月11日（火）（S.69–145.）

II.  つづき  （5）S.71.

  （6）S.76–77.

  （7）S.77–78.

  （8）S.85.

Chap. III.  1932年7月20日令の諸帰結［S.87–111.］
 －発言なし－  （9）S.104–105.

  （10）S.105.

  （11）S.106.

  （12）S.106.

Chap. IV.  ライヒの連邦国家的性格［S.112–123.］
 －発言なし－ －発言なし－

Chap. V.  第48条第1項の諸要件［S.124–193.］
 （2）S.130–134.  （13）S.135–139.

第3日目：1932年10月12日（水）（S.147–222.）

V.  つづき
  （14）S.167–170.

 （3）S.175–181.

  （15）S.186.

  （16）S.187.

審理の進行（訴訟記録の構成）とシュミット・ヘラーの発言一覧（62）
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六
日
間
の
審
理
過
程
を
一
瞥
す
る
と
以
下
の
点
を
確
認
し
う
る
。
第
一
の
点
は
、
本
件
の
最
も
重
要
な
争
点
で
あ
る
第
四
八
条
第
一
項
及

び
第
二
項
の
要
件
と
権
限
を
め
ぐ
る
審
理
に
対
応
す
る
第
Ⅴ
章
か
ら
第
Ⅷ
章
ま
で
（S

.1
2

4

〜3
6

5

）
が
、
本
訴
訟
の
実
質
的
な
部
分
に
当

た
る
が
、
第
一
項
に
関
す
る
審
議
は
一
六
二
頁
（C

h
ap

. V
, V

I: S
.1

2
4

〜2
8

5

）
な
の
に
対
し
、
第
二
項
に
関
す
る
審
議
は
八
〇
頁
（C

h
ap

. 

V
II, V

III: S
.2

8
6

〜3
6

5

）
で
し
か
な
く
、
す
な
わ
ち
、
核
心
部
分
で
あ
る
大
統
領
の
非
常
大
権
（
第
二
項
）
の
行
使
に
関
す
る
審
議
は
、

プ
ロ
イ
セ
ン
の
義
務
不
履
行
に
よ
る
ラ
イ
ヒ
執
行
（
第
一
項
）
問
題
の
お
よ
そ
半
分
の
分
量
で
し
か
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
問
題
の
深
刻

さ
、
重
要
性
に
対
し
て
、
実
際
の
審
議
に
当
て
ら
れ
た
時
間
と
発
言
と
は
見
合
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
）
63
（

。

第
二
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ヘ
ラ
ー
の
発
言
に
つ
い
て
み
る
と
、
ヘ
ラ
ー
の
発
言
は
第
Ⅰ
章
と
第
Ⅳ
章
以
外
の
す
べ
て
の
章
で
見
ら
れ
三
七

回
に
及
ぶ
が
、
一
つ
一
つ
の
発
言
は
主
と
し
て
短
い
。
他
方
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
弁
論
は
七
回
に
限
ら
れ
、
初
め
の
事
実
問
題
と
最
後
と
に
一

回
ず
つ
の
発
言
が
見
ら
れ
る
の
を
除
け
ば
、
発
言
の
重
点
は
第
四
八
条
の
法
的
議
論
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
長
時
間
に
及
ん
で

い
る
。

以
下
で
は
、
原
告
の
訴
え
と
被
告
の
主
張
、
判
決
を
整
理
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
本
裁
判
の
概
観
を
得
る
こ
と
と
し
た
い
。

3
．
3
．
訴
因
、
及
び
、
判
決

3
．
3
．
1
．
訴
え
の
三
分
類

審
理
日
第
一
日
目
の
冒
頭
で
、
本
件
の
裁
判
官
団
の
一
人
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
シ
ュ
ミ
ッ
ツ
に
よ
る
報
告
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
訴

訟
記
録
で
は
省
略
さ
れ
て
お
り
、「
判
決
理
由
」
第
一
部
）
64
（

が
参
照
さ
れ
る
よ
う
に
と
記
さ
れ
て
い
る
）
65
（

。「
判
決
理
由
」
第
一
部
で
は
、
ま
ず
、

プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
並
び
に
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
議
会
の
社
会
民
主
党
会
派
及
び
同
中
央
党
会
派
に
よ
る
訴
え
が
A
、
B
、
C
に
三
分

類
さ
れ
、
続
い
て
こ
れ
に
対
す
る
被
告
側
の
反
論
が
記
さ
れ
て
い
る
）
66
（

。
そ
の
後
、
バ
イ
エ
ル
ン
・
ラ
ン
ト
及
び
バ
ー
デ
ン
・
ラ
ン
ト
に
よ
る
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訴
え
が
別
個
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
ら
に
よ
る
訴
え
の
B
に
相
当
し
、
被
告
側
は
、
両
ラ
ン
ト
の
原
告
適

格
へ
の
否
定
を
主
張
す
る
）
67
（

。
こ
れ
に
続
く
「
判
決
理
由
」
第
二
部
）
68
（

に
お
い
て
も
、
裁
判
所
は
、「
裁
判
所
が
判
決
を
下
す
べ
き
訴
え
」
を
三

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
第
一
部
に
示
さ
れ
た
A
、
B
、
C
に
対
応
し
て
い
る
。
複
雑
で
多
岐
に
わ
た
る
訴
え
に

つ
い
て
裁
判
所
が
試
み
た
三
分
類
は
、
審
理
の
中
で
実
際
に
、
双
方
か
ら
繰
返
さ
れ
た
多
様
な
主
張
の
要
点
を
簡
潔
に
整
理
し
た
も
の
と
も

い
い
う
る
。
そ
こ
で
、
裁
判
所
に
よ
る
三
分
類
に
従
い
、
そ
の
要
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

訴
因
A
：
一
九
三
二
年
七
月
二
〇
日
の
大
統
領
令
と
そ
の
執
行
に
直
接
的
に
向
け
ら
れ
た
訴
え
（
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
並
び
に
プ
ロ

イ
セ
ン
議
会
の
社
会
民
主
党
会
派
及
び
中
央
党
会
派
に
よ
る
訴
え
、
第
四
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
か
か
わ
る
）
69
（

）

1
．
以
下
の
諸
権
限
を
も
つ
プ
ロ
イ
セ
ン
に
対
す
る
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
設
置
は
ラ
イ
ヒ
憲
法
に
反
す
る
。

（
1
） 

一
九
三
二
年
七
月
二
〇
日
の
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
領
域
内
の
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
回
復
に
つ
い
て
の
大
統
領
令
が
、

ラ
イ
ヒ
首
相
に
委
任
し
た
諸
権
限

（
2
） 

ラ
イ
ヒ
首
相
、
及
び
、
大
統
領
令
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
が
主
張
し
た
諸
権
限

そ
れ
ゆ
え
、
一
九
三
二
年
七
月
二
〇
日
の
大
統
領
令
は
ラ
イ
ヒ
憲
法
に
反
す
る
。

2
．
ラ
イ
ヒ
首
相
お
よ
び
そ
の
他
の
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
以
下
の
諸
行
為
は
、
と
り
わ
け
ラ
イ
ヒ
憲
法
に
反
す
る
。

（
1
） 

ブ
ラ
ウ
ン
首
相
と
ゼ
ー
ベ
リ
ン
グ
大
臣
の
罷
免

（
2
） 

ヒ
ル
ト
ジ
ー
フ
ァ
ー
、
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
、
シ
ュ
タ
イ
ガ
ー
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
グ
リ
ム
、
そ
し
て
ク
レ
ッ
パ
ー
各
大
臣
の

罷
免

（
3
） 

ラ
ン
ト
公
務
員
の
暫
定
的
休
職
、
並
び
に
、（
一
時
的
の
み
な
ら
ず
）
最
終
的
な
新
任
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（
4
） 

ラ
イ
ヒ
参
議
院
に
対
し
て
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
を
代
表
す
る
独
自
の
全
権
委
任
者
の
派
遣

訴
因
B
：
一
定
の
諸
措
置
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
四
八
条
に
基
づ
い
て
断
じ
て
講
じ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
主
張
（
プ
ロ
イ
セ

ン
・
ラ
ン
ト
並
び
に
プ
ロ
イ
セ
ン
議
会
の
社
会
民
主
党
会
派
お
よ
び
中
央
党
会
派
に
よ
る
訴
え
、
た
だ
し
、
バ
イ
エ
ル
ン
・
ラ
ン
ト
お

よ
び
バ
ー
デ
ン
・
ラ
ン
ト
の
訴
え
は
こ
れ
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
）
70
（

。
第
四
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
か
か
わ
る
）
71
（

）

ラ
イ
ヒ
は
、
ラ
イ
ヒ
憲
法
第
四
八
条
第
一
項
に
よ
る
ラ
イ
ヒ
執
行
、
及
び
、
ラ
イ
ヒ
憲
法
第
四
八
条
第
二
項
に
よ
る
諸
措
置
に
よ

り
、
ラ
イ
ヒ
憲
法
と
ラ
ン
ト
憲
法
と
に
よ
り
諸
ラ
ン
ト
に
与
え
ら
れ
て
い
る
国
家
権
力
の
諸
機
能
を
、
以
下
の
限
り
で
の
み
剥
奪
し
う

る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
が
ラ
イ
ヒ
の
連
邦
国
家
的
性
格
と
合
致
し
、
か
つ
、
ラ
ン
ト
の
い
わ
ゆ
る
違
反
さ
れ
た
義
務
の
履
行
の
た
め
に

不
可
欠
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
も
し
く
は
、
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
回
復
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
剥
奪
し
う
る
に

過
ぎ
な
い
。
特
に
、
第
四
八
条
第
一
項
も
し
く
は
第
二
項
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
以
下
の
よ
う
な
行
為
は
ラ
イ
ヒ
憲
法
に
反
す
る
。

（
1
） 

ラ
ン
ト
政
府
の
閣
僚
の
罷
免
、
も
し
く
は
、
新
任

（
2
） 

ラ
イ
ヒ
に
対
す
る
ラ
ン
ト
の
代
表
権
、
殊
に
、
ラ
イ
ヒ
参
議
院
で
の
全
権
委
任
代
表
（
ラ
イ
ヒ
憲
法
第
六
三
条
）
を
任
命
し

指
示
す
る
ラ
ン
ト
政
府
の
権
利
を
剥
奪
、
限
定
、
も
し
く
は
侵
害
す
る
行
為

（
3
） 

ラ
ン
ト
公
務
員
の
任
命
、
昇
進
、
休
職
も
し
く
は
罷
免

（
4
） 

ラ
ン
ト
の
負
担
に
よ
り
借
金
を
す
る
こ
と
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訴
因
C
：
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ラ
イ
ヒ
に
対
す
る
義
務
不
履
行
と
い
う
ラ
イ
ヒ
に
よ
る
主
張
は
根
拠
づ
け
ら
れ
ず
証
明
さ
れ
な
い
と
い
う
訴

え
（
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
に
よ
る
訴
え
、
第
四
八
条
第
一
項
の
み
――
の
、
特
に
事
実
認
定
――
に
か
か
わ
る
）
72
（

）

一
九
三
二
年
七
月
二
〇
日
の
ラ
イ
ヒ
首
相
に
よ
る
ラ
ジ
オ
演
説
に
お
い
て
、
同
日
の
大
統
領
令
正
当
化
の
た
め
に
ラ
イ
ヒ
政
府
に

よ
っ
て
な
さ
れ
た
主
張
、
つ
ま
り
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
は
、
以
下
の
理
由
に
よ
り
、
ラ
イ
ヒ
憲
法
と
ラ
ン
ト
憲
法
に
よ
っ
て
課
さ

れ
て
い
る
諸
義
務
を
、
ラ
イ
ヒ
憲
法
第
四
八
条
第
一
項
の
意
味
に
お
い
て
履
行
し
て
い
な
い
と
い
う
主
張
は
根
拠
づ
け
ら
れ
ず
証
明
さ

れ
な
い
。

（
1
） 

事
務
管
理
内
閣
の
議
会
的
基
盤
が
、
共
産
党
の
戦
術
的
行
為
に
従
属
し
て
い
る
ゆ
え
。

（
2
） 

一
連
の
決
定
的
な
立
場
に
あ
る
人
々
が
、
共
産
党
に
よ
る
国
家
敵
対
的
行
為
と
の
戦
い
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
講
ず
る

た
め
の
内
面
的
独
立
性
を
喪
失
し
て
い
る
ゆ
え
。

（
3
） 

殊
に
、
共
産
党
指
導
部
が
非
合
法
的
テ
ロ
を
隠
蔽
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
よ
う
、﹇
プ
ロ
イ
セ
ン
﹈
国
家
の
高
官
が
手
を
貸

し
た
ゆ
え
。

（
4
） 

プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
長
官
は
そ
の
﹇
彼
と
所
属
を
同
じ
く
す
る
（
社
会
民
主
党
）﹈
党
員
を
あ
か
ら
さ
ま
に
挑
発
し
て
お
り
、
共

産
主
義
者
に
よ
る
危
機
は
粉
砕
さ
れ
え
な
い
ゆ
え
。

被
告
は
全
面
的
に
反
論
し
、
す
べ
て
の
争
点
に
お
い
て
そ
の
主
張
を
退
け
、
八
名
の
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
閣
僚
と
二
つ
の
政
党
会
派
、
バ
イ

エ
ル
ン
・
ラ
ン
ト
と
バ
ー
デ
ン
・
ラ
ン
ト
の
原
告
適
格
を
否
定
し
た
）
73
（

。
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3
．
3
．
2
．
判
決
）
74
（　

一
九
三
二
年
一
〇
月
二
五
日
火
曜
日
、
国
事
裁
判
所
は
、
審
理
終
了
か
ら
約
一
週
間
後
に
、「
国
事
裁
判
所
法
」
第
二
八
条
第
一
項
に
基

づ
き
ラ
イ
ヒ
の
名
に
お
い
て
、
七
名
の
裁
判
官
の
連
名
の
も
と
判
決
を
下
し
た
。

裁
判
所
は
、
訴
え
の
三
分
類
の
う
ち
訴
因
B
に
つ
い
て
、
第
四
八
条
に
基
づ
い
て
用
い
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
措
置
の
限
界
基
準
を
一
般

論
と
し
て
裁
判
所
が
提
示
す
る
こ
と
は
、
政
治
的
性
質
に
か
か
わ
る
こ
と
を
理
由
に
、
裁
判
所
の
審
査
権
限
外
だ
と
し
て
審
査
対
象
か
ら
却

下
し
（
傍
点
引
用
者
）
75
（

）、
訴
因
A
と
訴
因
C
の
み
に
対
し
て
裁
判
所
の
実
質
的
な
判
断
を
示
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン

ト
の
義
務
不
履
行
の
事
実
は
根
拠
づ
け
ら
れ
な
い
と
い
う
訴
え
（
訴
因
C
）
に
つ
い
て
は
原
告
の
主
張
を
認
め
、
し
た
が
っ
て
第
四
八
条
第

一
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
否
認
し
た
。
し
か
し
第
二
項
の
前
提
で
あ
る
「
混
乱
と
危
険
」、「
異
常
な
政
治
的
危
機
状
況
」
の
存
在
を
認
め
て

第
二
項
の
適
用
は
こ
れ
を
認
め
、
訴
因
A
の
一
部
に
つ
い
て
は
原
告
の
訴
え
を
認
め
た
も
の
の
、
訴
因
A
の
他
の
部
分
に
つ
い
て
は
被
告
ラ

イ
ヒ
側
の
主
張
を
認
め
た
。
す
な
わ
ち
、
ラ
ン
ト
参
議
院
等
に
お
け
る
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
の
代
表
権
は
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
に
で

は
な
く
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
に
属
す
る
と
い
う
原
告
の
訴
え
を
認
め
た
が
、
訴
因
A
の
他
の
部
分
、
す
な
わ
ち
、
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー

ル
の
設
置
と
、
第
四
八
条
第
二
項
に
基
づ
い
て
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
た
そ
れ
以
外
の
措
置
を
、
合
憲
と
判
断
し
、

ラ
イ
ヒ
側
の
主
張
を
認
め
た
。
た
だ
し
、
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
に
許
さ
れ
る
権
限
は
、
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
回
復
と
い
う
設
置
目
的

が
必
要
と
す
る
も
の
に
限
定
さ
れ
る
、
と
し
、
そ
の
目
的
以
外
の
権
限
は
従
来
の
ラ
ン
ト
政
府
に
残
存
す
る
、
と
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
同
時
に
、
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
の
措
置
が
、「
必
要
な
限
度
」
を
越
え
た
裁
量
の
「
越
権
」
あ
る
い
は
「
濫
用
」
で
あ
る
か
否
か

に
つ
い
て
は
裁
判
所
の
審
査
権
は
及
ば
な
い
と
し
て
判
断
を
避
け
た
。

こ
の
判
決
は
「
ソ
ロ
モ
ン
王
式
の
裁
き
」
と
呼
ば
れ
）
76
（

、
さ
ま
ざ
ま
に
解
釈
さ
れ
た
）
77
（

。
し
か
し
確
か
に
言
え
る
こ
と
は
、
判
決
が
、
ラ
イ

ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
の
設
置
と
、
設
置
目
的
に
合
致
す
る
限
り
で
の
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
に
よ
る
権
限
行
使
を
認
め
た
こ
と
に
よ
り
、
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プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
に
は
、
従
来
か
ら
の
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
政
府
と
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
政
府
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
（
裁
判
所
が

認
め
た
と
い
う
限
り
で
の
）
正
当
性
を
も
っ
て
併
存
し
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
点
、
そ
し
て
ま
た
、
判
決
は
、
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ

サ
ー
ル
の
権
限
を
設
置
目
的
に
合
致
す
る
限
り
で
認
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
し
か
し
同
時
に
、
現
に
行
使
さ
れ
て
い
る
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ

サ
ー
ル
に
よ
る
個
々
の
権
限
行
使
が
「
裁
量
」
の
「
越
権
」
と
「
濫
用
」
に
当
た
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
審
査
権
が
及
ば
な
い
と
し
て
判
断

を
回
避
し
た
こ
と
に
よ
り
、
事
実
上
、
併
存
す
る
両
政
府
間
の
権
限
上
の
対
立
は
解
消
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な

く
両
政
府
間
の
権
限
争
い
は
判
決
後
も
続
き
、
争
い
の
中
心
は
「
公
務
員
の
任
命
権
限
を
め
ぐ
る
争
い
」
で
あ
っ
た
）
78
（

と
い
う
。
つ
ま
り
「
こ

の
裁
判
は
、
政
治
的
領
域
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
効
果
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
）
79
（

」
の
で
あ
る
。

前
述
の
よ
う
に
「
本
件
の
よ
う
な
場
合
に
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
が
国
事
裁
判
所
の
招
集
を
求
め
て
い
た
と
い
う
事
実
が
、
一
九
三
二
年
に

七
月
二
〇
日
に
ド
イ
ツ
を
内
乱
か
ら
守
っ
た
」（
傍
点
引
用
者
）
と
ブ
レ
ヒ
ト
は
同
年
一
二
月
に
お
い
て
書
い
て
い
る
。
し
か
し
本
訴
訟
を
、

ブ
レ
ヒ
ト
の
観
点
か
ら
、
す
な
わ
ち
、
共
和
国
の
危
機
回
避
を
助
け
た
も
の
と
し
て
、
今
日
な
お
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
共
和
国
に
と
っ
て
の
生
死
が
か
か
っ
て
い
た
決
定
的
な
時
期
に
、
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
が
向
け
ら
れ
る
べ

き
他
の
政
治
的
な
選
択
肢
は
あ
り
え
な
か
っ
た
の
か
、
さ
ら
に
、
本
訴
訟
へ
と
注
が
れ
た
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
、
じ
つ
に
巨
大
な
浪

費
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
問
い
や
疑
念
が
生
じ
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
問
い
や
疑
念
を
振
り
払
い
う
る
よ
う
な
、
別
な
「
側
面
」
や
「
観

点
」
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
問
い
を
残
し
つ
つ
、「
法
廷
」
闘
争
を
準
備
し
つ
つ
あ
っ
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ヘ
ラ
ー
の
法
廷
前
の
論
考

の
考
察
に
入
る
。
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4
．
本
事
件
を
め
ぐ
る
開
廷
前
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ヘ
ラ
ー
の
論
争

七
月
二
〇
日
の
大
統
領
緊
急
命
令
発
動
に
端
を
発
し
た
「
パ
ー
ペ
ン
・
ク
ー
デ
タ
ー
」
事
件
の
直
後
、
国
事
裁
判
所
を
舞
台
と
す
る
法
廷

闘
争
に
先
立
ち
、
ま
ず
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
、
そ
れ
に
続
い
て
ヘ
ラ
ー
が
、
そ
れ
ぞ
れ
本
事
件
に
対
す
る
基
本
的
見
解
を
示
す
論
稿
を
発
表
す

る
。
法
廷
に
お
け
る
主
張
で
は
、
相
手
方
の
主
張
に
お
け
る
重
心
の
お
か
れ
方
か
ら
の
影
響
や
、
裁
判
長
の
法
廷
指
揮
や
時
間
的
制
約
、
ま

た
、
発
言
中
に
発
せ
ら
れ
た
野
次
に
対
す
る
反
論
な
ど
に
よ
っ
て
論
理
の
一
貫
性
が
損
な
わ
れ
や
す
い
と
い
う
側
面
が
否
定
で
き
な
い
だ
け

に
、
こ
れ
ら
事
前
の
論
稿
は
、
い
ず
れ
も
極
め
て
短
い
小
論
で
あ
り
な
が
ら
も
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ヘ
ラ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
本
事
件
を
ど
の
よ
う

な
理
論
的
枠
組
に
お
い
て
と
ら
え
、
こ
れ
を
正
当
化
し
、
あ
る
い
は
、
批
判
し
た
の
か
と
い
う
基
本
的
視
座
を
理
解
す
る
上
で
貴
重
な
手
掛

り
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
内
容
の
点
で
は
、
裁
判
で
実
際
に
展
開
さ
れ
た
主
張
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
論
理
的
道
筋
に
則
っ
て
簡
潔

に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
法
廷
弁
論
そ
れ
自
体
の
考
察
に
先
立
っ
て
）
80
（

、
二
つ
の
論
稿
に
お
け
る
主
張
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

4
．
1
．
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
『
ド
イ
ツ
法
曹
家
新
聞
』
投
稿
論
文

　
　
　
　
　

――
「
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
に
対
す
る
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
任
命
の
合
憲
性
）
81
（

」――

シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
投
稿
論
文
は
八
月
一
日
号
と
い
う
極
め
て
早
い
時
期
に
掲
載
さ
れ
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
こ
の
事
件
に
、
ラ
イ
ヒ
側
の
協
力

者
と
し
て
い
つ
頃
か
ら
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
た
か
を
め
ぐ
っ
て
は
、「
事
件
以
前
か
ら
の
参
加
」
説
（K

. D
. B

rach
e

r

）
も
含
め
て
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
が
、
ど
ん
な
に
遅
く
み
て
も
「
七
月
二
〇
日
に
事
件
の
発
生
し
た
以
後
、
七
月
二
五
日
の
閣
議
に
報
告
さ
れ
る
直
前
の
時
期
」
と
み
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ら
れ
る
）
82
（

。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
投
稿
論
文
の
冒
頭
に
は
、
本
稿
は
「
わ
れ
わ
れ
か
ら
の
懇
請
に
応
じ
て
寄
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
主
旨

の
『
新
聞
』
編
集
部
に
よ
る
注
が
付
け
ら
れ
て
い
る
）
83
（

（S
.9

5
3

）
が
、
こ
の
注
の
も
つ
意
味
は
「
ラ
イ
ヒ
政
府
の
依
頼
に
よ
り
書
か
れ
た
と

い
う
、
本
来
の
道
筋
を
曖
昧
に
す
る
た
め
の
も
の
）
84
（

」
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

論
文
全
体
は
Ⅰ
と
Ⅱ
の
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
Ⅰ
で
は
共
和
国
の
連
邦
的
構
成
上
の
ラ
イ
ヒ
権
力
及
び
法
と
ラ
ン
ト
権
力
及
び
法
の

関
係
に
つ
い
て
、
第
四
八
条
行
使
に
関
わ
る
一
般
的
総
論
的
叙
述
が
な
さ
れ
て
お
り
、
Ⅱ
は（
1
）（
2
）の
二
つ
の
部
分
か
ら
な
り
、
七
月

二
〇
日
の
具
体
的
事
件
に
お
け
る
第
四
八
条
適
用
を
め
ぐ
る
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

4
．
1
．
1
． 

Ⅰ
の
冒
頭
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
ラ
ン
ト
権
力
と
ラ
イ
ヒ
権
力
と
は
、
通
常
に
お
い
て
は
容
易
に
区
別
し
う
る
が
、
し
か
し

緊
急
時
に
は
、
第
四
八
条
の
非
常
権
限
の
ゆ
え
に
ラ
イ
ヒ
権
力
は
ラ
ン
ト
国
家
機
関
そ
れ
自
体
に
介
入
す
る
こ
と
な
く
拡
大
し
、
ラ
ン
ト

権
力
は
抑
制
さ
れ
る
（
傍
点
引
用
者
）、
と
述
べ
る
。
そ
の
場
合
、
ラ
ン
ト
政
府
と
官
庁
は
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
委
任
を
受
け
、
そ
の
全
権

を
付
与
さ
れ
て
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
補
助
機
関
と
し
て
活
動
し
、
ラ
イ
ヒ
の
名
に
お
い
て
ラ
イ
ヒ
権
力
を
行
使
す
る
（S

.9
5

3

）。
ま
た
ラ
イ

ヒ
憲
法
第
一
四
条
）
85
（

の
規
定
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ラ
イ
ヒ
権
力
は
多
く
の
場
合
、
ラ
ン
ト
国
家
権
力
の
諸
権
限
の
直
接
的
な
根
拠
で
も
あ
る

（S
.9

5
4

）。
こ
の
よ
う
に
ラ
イ
ヒ
国
家
機
関
と
ラ
ン
ト
国
家
機
関
と
の
間
に
は
相
互
独
立
性
と
い
う
側
面
が
あ
り
な
が
ら
、
決
し
て
不
可
侵

で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ラ
ン
ト
憲
法
が
ラ
イ
ヒ
憲
法
に
よ
っ
て
「
補
完
さ
れ
る
」（“e

rg
än

zt ”

）
側
面
が
あ
る
（S

.9
5

3

）
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
冒
頭
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
原
則
と
し
て
ラ
イ
ヒ
権
力
・
法
と
ラ
ン
ト
権
力
・
法
の
間
に
存
す
る
相
互
独
立
性
（
ラ
イ
ヒ
憲
法

第
五
条
）
86
（

に
基
づ
く
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
決
し
て
不
可
侵
で
は
な
い
と
い
う
性
質
を
総
論
的
に
示
し
、
以
下
で
は
、
非
常
時
に
決
定
的
な
形

で
特
徴
的
に
現
れ
る
「
ラ
ン
ト
権
力
及
び
法
が
ラ
イ
ヒ
権
力
及
び
法
に
よ
っ
て
『
補
完
さ
れ
る
』
場
合
」
の
、
両
権
力
・
法
の
間
の
関
係
に

つ
い
て
論
じ
て
い
く
（
傍
点
引
用
者
）。

ラ
イ
ヒ
法
律
は
、
第
四
八
条
第
二
項
に
基
づ
き
ラ
イ
ヒ
法
律
を
代
理
し
て
行
わ
れ
る
ラ
イ
ヒ
大
統
領
命
令
も
含
め
、
ラ
イ
ヒ
憲
法
第
一
四
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条
に
基
づ
い
て
通
常
は
ラ
ン
ト
の
官
庁
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
が
、
こ
の
点
で
義
務
不
履
行
が
あ
れ
ば
、
第
四
八
条
第
一
項
に
基
づ
い
て
ラ

イ
ヒ
大
統
領
は
た
だ
ち
に
ラ
ン
ト
に
義
務
履
行
を
「
強
制
す
る
」
権
限
を
持
つ
（S

.9
5

4

）。

こ
こ
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
第
四
八
条
第
二
項
に
基
づ
く
二
つ
の
事
例
を
示
し
、
大
統
領
緊
急
命
令
に
よ
っ
て
実
際
に
行
使
さ
れ
た
権
限
の
効

力
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
一
つ
目
の
事
例
は
、
第
四
八
条
第
二
項
に
基
づ
い
た
一
九
三
一
年
八
月
二
四
日
の
再
建
命
令
に
よ
っ
て
、「
現
行

ラ
ン
ト
法
に
反
す
る
」
権
限
を
ラ
ン
ト
政
府
に
与
え
た
事
例
で
あ
り
、
こ
の
事
例
が
意
味
す
る
の
は
、「
第
四
八
条
第
二
項
に
よ
る
大
統
領

権
限
に
基
づ
い
て
、
た
だ
ち
に
ラ
ン
ト
法
さ
え
も
が
生
ず
る
」
と
い
う
こ
と
だ
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
可
能
性
の
法
的
根
拠
と
し
て

国
事
裁
判
所
が
示
し
た
の
は
、「
第
四
八
条
に
よ
る
大
統
領
権
限
が
、
そ
の
ほ
か
の
諸
権
限
に
遡
る
こ
と
を
要
し
な
い
、『
直
接
に
こ
の
規
定

に
基
づ
い
た
独
立
の
』
権
限
（e

in
e

 “se
lb

stän
d

ig
e

, u
n

m
itte

lb
ar au

f d
ie

se
r V

o
rsch

rift b
e

ru
h

e
n

d
e

” Z
u

stän
d

ig
k

e
it

）
で
あ
る
）
87
（

」（
傍

点
引
用
者
）
と
い
う
点
で
あ
り
、
こ
の
点
は
学
説
上
も
、「
ペ
ッ
チ
ュ
＝
ヘ
フ
タ
ー
と
R
・
グ
ラ
ウ
の
文
献
の
中
で
主
張
さ
れ
て
い
る
学
説

と
一
致
し
て
い
る
」（S

.9
5

4
 

強
調
シ
ュ
ミ
ッ
ト
）
と
い
う
。
そ
の
上
ラ
ン
ト
政
府
は
、
こ
う
し
た
大
統
領
権
限
に
直
接
基
づ
い
て
ラ
ン
ト

国
家
権
力
を
行
使
す
る
可
能
性
を
大
い
に
利
用
し
た
、
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
い
う
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
の
一
九
三
一
年
九
月
一
二
日
の
貯
蓄
命
令
を
示
す
。
こ
れ
が
二
つ
目
の
事
例

で
あ
る
が
、
本
来
、
第
四
八
条
第
二
項
に
よ
る
大
統
領
権
限
は
一
時
的
な
暫
定
的
措
置
の
み
講
ず
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
の
事
例
で
は
最
終
的
な
効
力
を
伴
う
ラ
ン
ト
国
家
権
力
の
行
使
が
な
さ
れ
て
お
り
、
国
事
裁
判
所
も
こ
れ
を
承
認
し
て
い
る）88
（

（S
.9

5
4

f.

）（
傍
点
引
用
者
）
と
い
う
。

次
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、「
第
四
八
条
第
二
項
に
よ
っ
て
疑
い
な
く
許
さ
れ
る
執
行
権
の
移
行
命
令
」
に
言
及
す
る
。
執
行
権
の
移
行
命
令

に
よ
っ
て
ラ
イ
ヒ
が
「
ラ
イ
ヒ
執
行
権
」（“R

e
ich

se
x

e
k

u
tive

”

）
を
生
ぜ
し
め
た
場
合
、
ラ
ン
ト
官
庁
は
ラ
イ
ヒ
官
庁
へ
と
変
化
し
、
彼

ら
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
ラ
ン
ト
国
家
権
力
は
ラ
イ
ヒ
国
家
権
力
と
な
る
の
か
。
そ
う
で
は
な
く
む
し
ろ
、
ラ
イ
ヒ
独
裁
権
力
の
下
で
、
引

き
続
き
ラ
ン
ト
国
家
権
力
が
行
使
さ
れ
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
つ
ま
り
、
大
統
領
命
令
に
直
接
基
づ
く
ラ
ン
ト
国
家
権
力
の
行
使
と
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い
う
事
例
だ
（S

.9
5

5

）
と
い
う
。
ラ
イ
ヒ
執
行
（
第
一
項
）
の
場
合
は
典
型
的
に
そ
の
事
例
で
あ
り
、
ラ
ン
ト
の
義
務
履
行
を
目
的
と
し

た
強
制
力
行
使
と
い
う
ラ
イ
ヒ
憲
法
上
の
権
限
に
よ
っ
て
、
ラ
ン
ト
国
家
権
力
の
行
使
が
ラ
イ
ヒ
の
側
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
。
こ
れ
は
ラ
イ

ヒ
の
側
か
ら
の
物
理
的
な
強
制
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ラ
ン
ト
国
家
権
力
の
合
法
的
な
行
使
な
の
で
あ
る
（S

.9
5

6

）。

さ
ら
に
こ
う
し
た
強
制
に
も
か
か
わ
ら
ず
ラ
ン
ト
が
義
務
履
行
を
拒
否
す
る
場
合
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
は
代
執
行
を
行
い
、
当
該
ラ
ン
ト
機

関
を
排
除
し
て
、
義
務
履
行
を
そ
の
任
務
と
す
る
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
を
任
命
し
、
ラ
ン
ト
法
上
不
可
避
で
あ
る
法
的
行
為
を
な
す
こ

と
が
で
き
る
（
強
調
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
）。
こ
う
し
た
ラ
イ
ヒ
執
行
は
、
ラ
ン
ト
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
連
邦
国
家
的
構
成
に

お
い
て
ラ
ン
ト
そ
れ
自
体
を
保
つ
も
の
だ
（S

.9
5

6

）（
強
調
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
）
と
い
う
。

4
．
1
．
2
． 

Ⅱ
に
お
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
七
月
二
〇
日
の
大
統
領
緊
急
命
令
に
言
及
す
る
。
ま
ず
、
七
月
二
〇
日
令
が
第
四
八
条

第
一
項
及
び
第
二
項
の
二
つ
の
条
項
に
依
拠
し
て
い
る
点
に
注
目
し
、
こ
れ
ら
二
つ
の
条
項
は
理
論
的
に
は
分
離
さ
れ
う
る
が
、
実
際
に

は
、
同
一
事
態
（e

in
u

n
d

d
e

rse
lb

e
 T

atb
e

stan
d

）
が
二
つ
の
条
項
の
要
件
を
同
時
に
満
た
す
事
例
は
容
易
に
起
こ
り
う
る
（S

.9
5

6

）、
と

指
摘
す
る
（
傍
点
引
用
者
）。
な
ぜ
な
ら
、
ラ
イ
ヒ
に
対
す
る
ラ
ン
ト
の
義
務
の
第
一
は
、
①
公
共
の
安
全
と
秩
序
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
危

険
の
阻
止
、
②
ラ
イ
ヒ
政
府
か
ら
み
て
反
国
家
的
運
動
・
組
織
へ
の
援
助
・
優
遇
を
差
し
控
え
る
こ
と
、
③
反
国
家
的
で
な
い
諸
政
党
の
不

平
等
・
不
当
な
扱
い
を
差
し
控
え
る
こ
と
、
以
上
三
つ
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
義
務
不
履
行
（
第
一
項
の
侵
害
）
が
同
時
に
、
公
共
の
安

全
と
秩
序
の
著
し
い
破
壊
と
い
う
事
態
（
第
二
項
の
侵
害
）
を
も
た
ら
し
う
る
。
そ
の
場
合
、
第
二
項
に
よ
っ
て
で
あ
れ
、
第
一
項
に
よ
っ

て
で
あ
れ
、
ラ
ン
ト
国
家
権
力
は
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
に
よ
っ
て
直
接
行
使
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ

サ
ー
ル
は
、
ラ
ン
ト
大
臣
か
ら
の
官
職
剥
奪
、
政
府
実
務
の
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
に
よ
る
暫
定
的
遂
行
、
政
府
官
僚
か
ら
の
官
職
剥

奪
、
ラ
イ
ヒ
参
議
院
で
の
代
理
権
任
命
を
な
し
う
る
（S

.9
5

6

）
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
主
張
す
る
。
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4
．
1
．
3
． 

で
は
、（
1
）七
月
二
〇
日
大
統
領
命
令
を
論
じ
る
場
合
の
本
質
的
視
点
は
何
か
。
ラ
ン
ト
の
義
務
不
履
行
と
い
う
場
合
、

ラ
イ
ヒ
と
ラ
ン
ト
と
の
あ
ら
ゆ
る
国
内
政
策
上
の
相
違
が
義
務
不
履
行
だ
と
い
う
訳
で
は
な
い
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
い
う
。
さ
ら
に
シ
ュ
ミ
ッ

ト
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
事
務
管
理
内
閣
が
四
月
一
二
日
の
議
院
規
則
改
訂
に
依
拠
し
て
い
る
と
い
う
欠
陥
は
、
政
党
が
自
ら
に
有
利
な
道
具

と
し
て
「
合
法
性
」
を
「
修
正
」
し
た
と
い
う
意
味
で
、
機
会
の
平
等
と
い
う
議
会
主
義
的
合
法
性
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
正
義
原
理
を
掘
り
崩

す
も
の
で
あ
り
、
道
徳
的
に
ば
か
り
で
な
く
憲
法
上
も
許
さ
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
そ
れ
だ
け
で
第
四
八
条
の
要
件
を
満
た
す
も
の
で
は

な
い
（S

.9
5

7

）、
と
い
う
。

し
か
し
内
乱
状
況
に
お
け
る
公
然
た
る
政
治
的
対
立
（in

 e
in

e
r B

ü
rg

e
rk

rie
g

ssitu
atio

n
 e

in
 o

ffe
n

e
r p

o
litisch

e
r G

e
g

e
n

satz

）
は
二

つ
の
条
項
の
要
件
を
満
た
す
（S

.9
5

7
）（
傍
点
引
用
者
）
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
主
張
す
る
）
89
（

。
そ
の
際
、決
定
的
に
重
要
な
の
は
具
体
的
状
況
（d

ie
 

k
o

n
k

re
te

 S
ach

lag
e

）、
具
体
的
事
態
（d

e
r k

o
n

k
re

te
 T

atb
e

stan
d

）
で
あ
り
、
特
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
と
ラ
イ
ヒ
の
共
通
の
首
都
ベ
ル
リ

ン
の
政
治
的
状
況
、
そ
の
時
々
の
具
体
的
全
体
状
況
だ
と
い
う
。
具
体
的
事
態
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
措
置
が
必
要
か
と
い
う
政
治
的
決
断

に
お
い
て
本
質
的
な
点
は
、
し
た
が
っ
て
、
事
実
問
題
と
裁
量
問
題
（T

at- u
n

d
 E

rm
e

sse
n

sfrag
e

）
な
の
で
あ
る
（S

.9
5

7

）（
傍
点
引
用

者
）。
そ
し
て
合
憲
性
の
推
定
は
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
と
ラ
イ
ヒ
政
府
に
対
し
て
な
さ
れ
る
（S

.9
5

7
f.

）
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
指
摘
す
る
。

4
．
1
．
4
． 

次
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
論
じ
る
の
は
、（
2
）訴
訟
に
お
け
る
真
の
争
点
は
何
か
、
で
あ
る
。
訴
訟
に
お
い
て
本
質
的
な
の

は
、
ナ
チ
ス
と
共
産
党
と
い
う
二
つ
の
政
党
の
政
治
的
評
価
だ
と
い
う
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
国
家
的
権
力
手
段
、
憲
法
・
法
律
の
解
釈

が
政
党
の
政
略
的
道
具
と
化
す
と
い
う
多
元
的
政
党
制
国
家
特
有
の
危
険
が
現
存
し
て
お
り
（S

.9
5

8

）、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
議
会
主
義
的
国

家
体
制
と
す
べ
て
の
政
党
に
平
等
の
機
会
を
与
え
よ
う
と
し
た
憲
法
の
基
礎
は
掘
り
崩
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
反
国
家
的
政
党
に
国
家

意
思
形
成
の
平
等
の
合
法
的
機
会
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
。
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こ
う
し
た
状
況
下
で
、
政
党
を
越
え
た
審
級
と
し
て
の
ラ
イ
ヒ
大
統
領
が
第
四
八
条
の
行
使
に
よ
っ
て
介
入
し
、
内
戦
と
崩
壊
を
阻
止

す
る
こ
と
は
ラ
イ
ヒ
大
統
領
と
ラ
イ
ヒ
政
府
の
義
務
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
訴
訟
の
真
の
当
事
者
は
、
ラ
イ
ヒ
と
国
家
（R

e
ich

 u
n

d
 

S
taat

）、
対
、
政
党
と
党
派
（P

arte
i u

n
d

 F
rak

tio
n

）
な
の
だ
（S

.9
5

8

）、
と
結
ぶ
。

4
．
2
．
ヘ
ラ
ー
の
『
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
新
聞
』
投
稿
論
文

　
　
　
　
　

――
「
ラ
イ
ヒ
は
合
憲
的
に
行
動
し
た
か
？
）
90
（

」――

ヘ
ラ
ー
の
投
稿
論
文
は
、
八
月
一
〇
日
の
新
聞
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
上
記
の
論
文
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
や
は

り
、
極
め
て
短
時
間
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
論
述
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
前
掲
論
文
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
短
い
小
論
に
は
見
出
し
等
に
よ
る
区
切
り
は
な
い
が
、
構
成
と
し
て
は
、
冒
頭
に
今
回
の
七
月
二
〇
日
大
統
領
命
令
の
何
が
問
題
か
を

簡
潔
に
述
べ
た
「
導
入
部
」
が
あ
り
、
最
後
に
ヘ
ラ
ー
自
身
の
見
解
を
結
論
的
に
述
べ
た
「
総
括
」
が
あ
り
、「
導
入
部
」
と
「
総
括
」
に

挟
ま
れ
た
本
文
で
、
お
お
よ
そ
四
つ
の
点
か
ら
七
月
二
〇
日
大
統
領
命
令
と
こ
れ
に
伴
う
第
四
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
法
的
問
題
が
論

じ
ら
れ
て
い
る
。

4
．
2
．
1
． 

ま
ず
「
導
入
部
」
に
お
い
て
ヘ
ラ
ー
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ド
リ
ア
ン
ダ
ー
が
述
べ
る
総
論
的
前
提
、
す
な
わ
ち
、
第
四
八

条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
基
づ
く
大
統
領
令
の
効
力
が
継
続
す
る
限
り
、
大
統
領
が
ラ
イ
ヒ
首
相
を
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
に
対
す
る
ラ

イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
に
任
命
す
る
行
為
は
合
憲
で
あ
る
と
い
う
点
は
憲
法
上
争
い
と
は
な
ら
な
い
、
と
指
摘
す
る
。
ヘ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、

む
し
ろ
争
点
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
や
ド
リ
ア
ン
ダ
ー
が
主
張
し
な
か
っ
た
点
、
す
な
わ
ち
、「
七
月
二
〇
日
大
統
領
命
令
が
、
憲
法
上
要
求
さ

れ
て
い
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
、
そ
し
て
、
憲
法
上
許
さ
れ
て
い
る
手
段
を
命
じ
て
い
る
か
」（S

.4
0

7
 

強
調
は
ヘ
ラ
ー
）
で
あ
る
。
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4
．
2
．
2
． 

第
一
に
、
ヘ
ラ
ー
は
こ
の
件
に
つ
い
て
の
国
事
裁
判
所
の
審
査
権
を
肯
定
す
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
言
う
よ
う
に
、
最
上

級
の
国
家
機
関
の
行
動
に
は
（
そ
れ
ゆ
え
権
限
に
合
致
し
た
大
統
領
の
行
動
に
は
）
合
法
性
の
推
定
が
な
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
機

関
の
行
為
に
対
し
て
権
限
あ
る
者
が
異
論
を
提
起
し
な
い
限
り
で
あ
り
、
合
法
性
の
推
定
は
反
駁
さ
れ
う
る
し
、
国
事
裁
判
所
に
よ
っ

て
審
査
さ
れ
う
る
と
指
摘
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
統
領
緊
急
命
令
の
要
件
、
及
び
、
命
じ
ら
れ
た
措
置
に
つ
い
て
国
事
裁
判
所
は
審
査

権
限
を
持
ち
、
か
つ
、
義
務
を
有
す
る
（
傍
点
引
用
者
）
と
い
う
。
こ
の
点
は
す
で
に
一
九
三
一
年
の
国
事
裁
判
所
判
決
（U

rte
il d

e
s 

S
taatsg

e
rich

tsh
o

fs, 5
. D

e
ze

m
b

e
r 1

9
3

1
, in

 R
G

Z

（A
n

h
an

g

）, S
.2

7
ff.

﹇4
4

﹈.

）
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
て
い
る
（S

.4
0

7

）、
と
ヘ
ラ
ー
は
い

う
。第

一
項
の
適
用
要
件
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
の
ラ
イ
ヒ
に
対
す
る
義
務
不
履
行
の
事
実
の
存
在
で
あ
り
、
第
二
項
の
適
用
要
件
は
、

プ
ロ
イ
セ
ン
領
内
に
お
け
る
公
共
の
安
全
と
秩
序
が
破
壊
さ
れ
、
も
し
く
は
、
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と
い
う
事
実
の
存
在
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
要
件
が
存
在
し
た
か
否
か
は
、「
法
的
問
題
」
で
あ
り
、「
裁
量
の
濫
用
」（E

rm
e

sse
n

sm
iß

b
rau

ch

）
も
し
く
は
「
裁
量
の
越
権
」

（E
rm

e
sse

n
sü

b
e

rsch
re

itu
n

g

）
の
存
否
が
国
事
裁
判
所
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（S

.4
0

8

）。

4
．
2
．
3
． 

第
二
の
点
と
し
て
ヘ
ラ
ー
は
、
第
四
八
条
第
一
項
適
用
の
要
件
と
、
そ
の
際
と
ら
れ
る
手
段
（
措
置
）
の
問
題
を
論
ず

る
。
ま
ず
第
一
項
適
用
の
要
件
で
あ
る
ラ
ン
ト
の
義
務
不
履
行
に
つ
い
て
、
い
か
な
る
義
務
不
履
行
の
事
実
が
存
在
し
た
の
か
と
い
う
点

に
関
し
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
ラ
ン
ト
政
府
に
よ
る
根
拠
づ
け
は
な
さ
れ
て
い
な
い
と
主
張
す
る
（S

.4
0

8

）。
ヘ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
七
月

二
三
日
の
国
事
裁
判
所
の
審
理
）
91
（

に
お
け
る
証
拠
提
出
で
ラ
イ
ヒ
側
に
よ
っ
て
初
め
て
述
べ
ら
れ
た
点
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
事
務
管
理
内
閣
の
存

続
が
四
月
一
二
日
の
議
院
規
則
改
訂
に
負
っ
て
い
る
と
い
う
点
は
、
美
的
、
道
徳
的
汚
点
で
は
あ
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
が
法
的
に
無
効
の

判
断
を
含
意
し
な
い
の
は
確
か
で
あ
っ
て
、
こ
の
件
に
援
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（S

.4
0

8

）
と
い
う
。
さ
ら
に
ヘ
ラ
ー
は
、
新
し
い
ラ
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ン
ト
議
会
が
六
月
三
日
の
第
五
回
会
合
で
、
記
名
投
票
に
よ
っ
て
新
し
い
﹇
議
院
﹈
運
営
規
則
の
改
正
を
否
決
し
た
事
実
、
す
な
わ
ち
、
四

月
一
二
日
に
改
訂
さ
れ
た
﹇
議
院
﹈
運
営
規
則
が
承
認
さ
れ
た
事
実
を
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
見
逃
し
て
い
る
（S

.4
0

8
 

強
調
ヘ
ラ
ー
）、
と
批
判

す
る
。

次
に
論
ず
る
の
は
、
第
一
項
適
用
に
伴
う
手
段
の
選
択
に
つ
い
て
い
か
な
る
問
題
が
生
じ
て
い
る
か
、
で
あ
る
。
ヘ
ラ
ー
は
、
第
一
項

を
侵
害
し
た
義
務
不
履
行
の
ラ
ン
ト
に
対
し
て
と
ら
れ
る
手
段
の
選
択
は
、
執
行
機
関
の
自
由
に
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、

し
か
し
同
時
に
、
そ
れ
は
「
義
務
に
即
し
た
裁
量
の
範
囲
内
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
執
行
機
関
の
裁
量
と
は
い

え
、「
必
要
な
手
段
」
で
は
な
く
、「
比
例
性
を
欠
く
手
段
」（u

n
verh

ä
ltn

ism
ä
sige M

ittel

）
が
用
い
ら
れ
れ
ば
、「
裁
量
の
越
権
」
と
な
る

（S
.4

0
8

 

強
調
へ
ラ
ー
）。
与
件
で
は
、
ま
ず
ラ
イ
ヒ
憲
法
第
一
五
条
）
92
（

の
手
段
が
取
ら
れ
る
べ
き
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
義
務
不
履
行
に
つ
い
て
の

「
瑕
疵
の
通
知
」（“M

än
g

e
lrü

g
e

”

）
が
な
さ
れ
て
効
果
が
な
く
、
プ
ロ
イ
セ
ン
に
相
応
の
重
大
な
義
務
不
履
行
が
存
在
し
て
初
め
て
、
第

四
八
条
第
一
項
に
定
め
る
ラ
イ
ヒ
執
行
は
正
当
化
さ
れ
う
る
。
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
の
聴
聞
が
一
度
も
行
わ
れ
ず
、
た
だ
ち
に
暴
力
的
、
か

つ
、
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
の
権
威
を
不
必
要
な
ほ
ど
徹
底
的
に
失
墜
さ
せ
る
手
段
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
は
、
疑
い
な
く
「
手
続
上
の
濫
用
」

（“F
o

rm
e

n
m

iß
b

rau
ch

”

）
が
存
在
す
る
（S

.4
0

9

）。
さ
ら
に
第
四
八
条
第
一
項
の
手
段
に
よ
る
義
務
履
行
の
た
め
の
軍
事
的
強
制
が
な
さ

れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
大
臣
を
即
座
に
解
任
す
る
こ
と
は
決
し
て
正
当
化
さ
れ
え
な
い
（S

.4
0

9
 

強
調
へ
ラ
ー
）。
軍
事
的
強
制
が
な
さ

れ
て
効
果
が
な
く
、
あ
る
い
は
該
当
機
関
が
事
実
と
し
て
こ
の
強
制
を
拒
否
し
た
場
合
に
初
め
て
、
ラ
イ
ヒ
機
関
に
よ
る
「
代
執
行
」
が
許

さ
れ
る
と
ヘ
ラ
ー
は
主
張
す
る
。

4
．
2
．
4
． 

第
三
の
問
題
と
し
て
ヘ
ラ
ー
は
、
第
四
八
条
第
二
項
適
用
の
要
件
の
存
否
、
及
び
、
第
二
項
に
よ
り
と
ら
れ
う
る
手
段

（
措
置
）
の
問
題
を
論
じ
る
。
第
二
項
に
お
い
て
も
第
一
項
同
様
、
第
二
項
適
用
が
正
当
化
さ
れ
う
る
よ
う
な
事
実
（
公
共
の
安
全
と
秩
序

に
対
す
る
騒
乱
・
危
険
）
の
存
否
に
つ
い
て
は
、
執
行
機
関
が
「
自
由
な
、
し
か
し
、
義
務
に
即
し
た
裁
量
に
し
た
が
っ
て
」
決
断
し
う
る
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（S
.4

0
9

）、
と
す
る
。
し
か
し
事
実
上
の
要
件
が
現
に
存
在
し
た
か
否
か
、「
裁
量
の
越
権
」、
も
し
く
は
、「
裁
量
の
濫
用
」
が
認
め
ら
れ
な

い
か
否
か
を
国
事
裁
判
所
が
判
断
す
べ
き
だ
と
す
る
。
第
二
項
が
他
な
ら
ぬ
プ
ロ
イ
セ
ン
に
適
用
さ
れ
る
場
合
の
事
実
上
の
要
件
と
し
て
、

公
共
の
安
全
と
秩
序
に
対
す
る
騒
乱
と
危
険
の
範
囲
が
「
他
の
ラ
ン
ト
に
お
け
る
そ
れ
と
比
べ
て
か
な
り
大
き
い
も
の
で
あ
る
こ
と
」
が
必

要
だ
と
ヘ
ラ
ー
は
指
摘
す
る
。
し
か
し
ヘ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
そ
う
し
た
事
実
は
認
め
ら
れ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
ラ
イ
ヒ
の
側
に
は
、
連
邦
友
好
的
行

動
を
取
る
べ
き
義
務
の
侵
害
の
み
な
ら
ず
、
連
邦
国
家
の
平
等
原
則
の
違
反
も
認
め
ら
れ
る
べ
き
だ
（S

.4
0

9

）
と
い
う
。

第
二
項
適
用
の
場
合
の
も
う
一
つ
の
要
件
と
し
て
、
ヘ
ラ
ー
は
、
継
続
的
に
破
壊
さ
れ
脅
か
さ
れ
て
い
る
公
共
の
安
全
と
秩
序
に
対
し

て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
が
自
己
の
手
段
に
よ
り
保
護
す
る
能
力
も
意
思
も
持
っ
て
い
な
い
こ
と
が
必
要
だ
と
す
る
（S

.4
0

9
  

強
調
へ
ラ
ー
）。

し
か
し
最
近
の
不
安
定
は
プ
ロ
イ
セ
ン
機
関
に
よ
る
作
為
・
不
作
為
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、﹇
S
S
の
﹈
制
服
禁
止
令

と
デ
モ
行
進
禁
止
令
の
解
除
と
い
う
ラ
イ
ヒ
政
府
の
措
置
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
機
関
が
自
己
の
任
務
に

忠
実
で
な
か
っ
た
と
い
う
主
張
は
根
拠
づ
け
ら
れ
な
い
と
主
張
す
る
（S

.4
0

9
f.

）。
そ
し
て
む
し
ろ
事
実
が
語
る
の
は
、
七
月
二
〇
日
の
ラ

イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
設
置
以
降
、
か
え
っ
て
公
共
の
安
全
と
秩
序
に
対
す
る
騒
乱
が
極
度
に
増
大
（S

.4
1

0

）
し
て
い
る
点
だ
と
い
う
。

4
．
2
．
5
． 

第
四
の
問
題
は
、
根
本
的
な
問
題
で
あ
り
、
第
二
項
非
常
権
限
行
使
の
際
と
ら
れ
う
る
措
置
の
明
確
な
法
的
限
界
の
問

題
で
あ
る
（S

.4
1

0
 

傍
点
引
用
者
）。
ヘ
ラ
ー
に
し
て
み
れ
ば
、
そ
も
そ
も
限
界
の
な
い
権
限
は
形
容
矛
盾
で
あ
り
（S

.4
0

7
 

強
調
へ
ラ
ー
）、

第
四
八
条
に
基
づ
く
大
統
領
の
非
常
大
権
と
い
え
ど
も
、
と
り
う
る
措
置
に
「
法
的
限
界
」
が
あ
る
。
ヘ
ラ
ー
は
三
つ
の
点
か
ら
「
法
的
限

界
」
を
指
摘
す
る
。
第
一
、「
必
要
な
」
措
置
の
み
が
用
い
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
二
、
憲
法
の
い
わ
ゆ
る
「
最
小
限
度
の
組
織
」
は
侵

害
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
第
三
に
、
第
二
項
に
基
づ
い
て
失
効
さ
せ
う
る
基
本
権
は
、
列
記
さ
れ
た
七
基
本
権
に
限
ら
れ
る
。
さ
ら

に
非
常
事
態
の
本
質
か
ら
し
て
、「
必
要
と
」
考
え
ら
れ
た
措
置
が
何
ら
恒
常
的
状
態
を
創
り
出
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
（S

.4
1

0
 

強
調
へ

ラ
ー
）。
そ
れ
ゆ
え
要
件
が
満
た
さ
れ
た
場
合
で
も
、
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
は
断
じ
て
政
府
と
官
吏
を
解
任
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
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れ
に
よ
っ
て
最
終
的
権
限
を
創
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
（
強
調
へ
ラ
ー
）。
し
た
が
っ
て
憲
法
に
根
拠
を
も
つ
ラ
イ
ヒ
参
議
院
の
プ
ロ
イ

セ
ン
代
表
を
解
任
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ラ
イ
ヒ
憲
法
の
「
最
小
限
度
の
組
織
」
は
侵
害
さ
れ
、
ま
た
、
プ
ロ
イ
セ
ン
閣
僚
の
解
任
は
ラ
イ

ヒ
憲
法
第
一
二
九
条
）
93
（

の
侵
害
に
当
た
る
、
と
ヘ
ラ
ー
は
主
張
す
る
。

4
．
2
．
6
． 
最
後
に
「
総
括
」
と
し
て
、
本
件
に
つ
い
て
の
ヘ
ラ
ー
の
結
論
が
短
く
述
べ
ら
れ
る
。
第
四
八
条
第
一
項
と
第
二
項
に
つ

い
て
、
事
実
上
の
要
件
、
並
び
に
、
法
的
な
要
件
が
存
在
す
る
場
合
に
の
み
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
の
地
位
は
合
憲
と
な
る
が
、
こ
れ
ま

で
に
提
出
さ
れ
た
証
拠
に
よ
れ
ば
該
当
の
前
提
は
存
し
な
い
（
強
調
へ
ラ
ー
）。
さ
ら
に
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
の
処
置
に
は
裁
量
の
越

権
の
疑
い
が
あ
り
（
強
調
ヘ
ラ
ー
）、
ラ
イ
ヒ
政
府
が
こ
の
処
置
に
よ
っ
て
政
治
的
に
狙
お
う
と
し
た
こ
と
は
、
法
的
に
は
「
手
続
上
の
濫

用
」
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
（S

.4
1

0
  

傍
点
引
用
者
）
と
結
ぶ
。

七
月
二
〇
日
事
件
を
め
ぐ
る
「
法
的
問
題
」
を
論
ず
る
こ
の
小
論
に
お
い
て
、「
政
治
的
」（p

o
litisch

）
の
語
が
末
尾
に
お
い
て
、
た
だ

一
箇
所
だ
け
印
象
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ラ
イ
ヒ
政
府
の
行
為
が
引
き
起
こ
し
て
い
る
一
切
の
法
的
問
題
の
、
そ
の
基
因
は
、

政
治
的
意
図
に
存
す
る
と
い
う
認
識
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

4
．
3
．
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ヘ
ラ
ー
の
争
点
――
法
廷
前
の
論
争
か
ら
――

以
上
の
二
つ
の
投
稿
論
文
は
、
来
る
べ
き
法
廷
で
の
対
決
を
睨
み
な
が
ら
ど
ち
ら
も
短
時
間
の
う
ち
に
書
か
れ
た
も
の
だ
が
、「
法
廷
弁

論
」
で
の
主
張
を
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
二
つ
の
論
考
を
対
比
す
る
と
、
三
つ
の
特
徴
を
指
摘
し
う
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
こ
で
指
摘
す
る

そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
の
核
心
的
特
徴
は
、
法
廷
で
の
「
弁
論
」
の
土
台
を
な
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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4
．
3
．
1
． 

本
件
に
お
け
る
法
解
釈
の
政
治
性

第
一
に
指
摘
す
べ
き
点
は
、
本
件
の
法
解
釈
は
、
そ
れ
自
体
が
極
め
て
政
治
的
性
質
を
帯
び
ざ
る
を
え
な
い
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
政
治
性

こ
そ
が
本
件
の
本
質
だ
と
い
う
洞
察
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ヘ
ラ
ー
の
ど
ち
ら
の
側
に
も
根
底
的
に
存
在
す
る
）
94
（

と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

同
時
に
、﹇
1
﹈法
解
釈
の
前
提
な
い
し
制
約
と
な
る
政
治
的
問
題
を
ど
の
よ
う
な
「
観
点
」
か
ら
把
握
す
る
か
と
い
う
点
に
お
い
て
、
ま

た
、﹇
2
﹈法
解
釈
上
の
議
論
の
何
が
「
争
点
」
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
設
定
に
お
い
て
、
両
者
は
異
な
る
。﹇
1
﹈
の
「
観
点
」
に
関
し
て

い
え
ば
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
強
調
す
る
政
治
的
問
題
と
は
、「
政
治
的
状
況
」
な
い
し
「
政
治
的
事
態
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
ラ
イ
ヒ

大
統
領
に
よ
る
政
治
的
決
断
に
こ
そ
本
件
の
本
質
が
あ
る
、
と
す
る
。
そ
の
際
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
現
存
の
「
政
治
的
状
況
」
の
決
定
的
特
徴

と
し
て
指
摘
す
る
の
は
、「
内
乱
状
況
（B

ü
rg

e
rk

rie
g

ssitu
atio

n

）
に
お
け
る
公
然
た
る
政
治
的
対
立
の
存
在
」、
そ
し
て
、「
多
元
的
政
党

国
家
に
特
有
の
合
法
性
の
道
具
化
と
い
う
危
険
の
存
在
」
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
反
国
家
的
政
党
で
あ
る
ナ
チ
ス
と
共
産
党
に
は
国
家
意
思

形
成
の
合
法
的
機
会
を
与
え
て
は
な
ら
な
い
、
し
か
し
そ
の
決
断
は
一
政
党
が
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
超
政
党
的
存
在
と
し
て
の
ラ
イ
ヒ

大
統
領
の
決
断
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
、
と
い
う
。
来
る
べ
き
法
廷
で
の
最
初
の
「
弁
論
」
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、「
内
乱
状
況
」

（B
ü

rg
e

rk
rie

g
slag

e

）
と
い
う
語
に
加
え
て
「
紛
争
状
況
」（K

o
n

fl
ik

slag
e

）
の
語
を
も
示
し
、「
危
機
的
な
政
治
状
況
」
を
二
側
面
か
ら

概
念
化
し
た
上
で
、
当
時
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
は
こ
の
二
つ
の
状
態
が
同
時
に
存
在
し
た
と
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
的
現
状
の
深
刻

さ
を
強
調
す
る
と
同
時
に
、
第
一
項
、
第
二
項
の
同
時
一
体
的
な
適
用
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

他
方
、
ヘ
ラ
ー
が
隠
さ
れ
た
政
治
的
問
題
と
し
て
顕
在
化
を
試
み
る
点
は
、
本
稿
に
お
い
て
は
極
め
て
控
え
め
に
し
か
言
及
さ
れ
て
い
な

い
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
主
張
す
る
「
現
状
」
に
つ
い
て
の
政
治
的
決
断
が
執
行
機
関
の
裁
量
の
範
囲
で
許
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
認
め

な
が
ら
、
ヘ
ラ
ー
が
問
題
と
す
る
の
は
、
そ
う
し
た
政
治
的
決
断
が
何
を
狙
い
、
何
を
目
的
と
し
て
な
さ
れ
た
か
、
と
い
う
点
で
あ
り
、
政

治
的
決
断
の
「
意
図
」・「
目
的
」
を
問
題
の
本
質
と
み
る
。
法
廷
で
の
ヘ
ラ
ー
の
発
言
と
比
べ
る
と
対
照
的
な
ほ
ど
に
、
投
稿
論
文
で
は
、
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本
件
に
隠
さ
れ
た
政
治
性
へ
の
指
摘
は
控
え
め
に
な
さ
れ
て
お
り
、
結
論
部
分
の
最
後
で
一
言
、
触
れ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
る
。
ラ
イ
ヒ
憲

法
第
一
九
条
に
基
づ
く
ラ
イ
ヒ
と
ラ
ン
ト
の
「
私
法
的
で
な
い
争
議
」
の
一
切
の
裁
判
権
が
国
事
裁
判
所
の
権
限
に
属
す
る
の
で
は
な
く
、

「
法
律
争
議
」
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
り
、「
単
な
る
政
治
的
並
び
に
利
益
的
性
質
の
紛
争
は
、
国
事
裁
判
所
の
裁
判
か
ら
排
除
さ
れ
る
）
95
（

」。
こ

の
点
に
配
慮
し
て
ヘ
ラ
ー
は
、
本
件
は
国
事
裁
判
所
の
審
査
権
の
及
ぶ
問
題
で
あ
る
、
と
い
う
本
稿
に
お
け
る
第
一
の
主
張
を
根
拠
づ
け

る
べ
く
、「
争
点
」
は
「
法
的
問
題
」
に
あ
る
と
強
調
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
の
論
調
か
ら
は
一
変
し
て
、
法
廷
で
の
ヘ

ラ
ー
は
、
こ
う
し
た
法
適
用
を
な
さ
し
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
種
々
の
「
法
的
問
題
」
を
生
ぜ
し
め
た
と
こ
ろ
の
政
治
的
決
断
に
隠
さ
れ
た
真

の
「
政
治
的
動
機
」
こ
そ
が
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
憲
法
違
反
の
動
機
」
で
あ
る
と
い
う
主
張
と
、
こ
れ
を
証
拠
づ
け
る
た
め
の
証
人
喚

問
の
要
求
を
、
最
初
の
「
弁
論
」
か
ら
一
貫
し
て
展
開
し
、
こ
の
点
に
固
執
し
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

4
．
3
．
2
． 

大
統
領
の
非
常
大
権
に
お
け
る
裁
量
の
問
題

第
二
の
点
は
、
前
節
で
述
べ
た﹇
2
﹈の
法
解
釈
上
の
争
点
に
関
す
る
点
で
あ
り
、
第
四
八
条
第
二
項
に
基
づ
く
大
統
領
大
権
に
許
さ
れ

る
「
裁
量
の
範
囲
」
を
め
ぐ
る
問
題
へ
の
、
二
人
の
対
応
で
あ
る
。
第
四
八
条
第
二
項
発
動
に
必
要
と
さ
れ
る
要
件
の
存
否
に
つ
い
て
の
決

断
の
権
限
が
執
行
機
関
に
属
す
る
こ
と
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
ヘ
ラ
ー
も
認
め
る
。
し
か
し
そ
の
際
、
非
常
事
態
に
お
い
て
い
か
な
る
措
置

（
手
段
）
を
選
択
す
る
か
と
い
う
裁
量
の
「
範
囲
」
と
、
そ
の
措
置
が
生
ぜ
し
め
る
「
効
力
」
に
つ
い
て
、
二
人
の
見
解
は
異
な
る
。

シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
こ
こ
で
は
、
大
統
領
の
非
常
大
権
は
無
制
限
だ
と
い
う
ド
リ
ア
ン
ダ
ー
の
よ
う
な
主
張
）
96
（

は
展
開
し
な
い
も
の
の
、
裁
量

の
「
範
囲
」
と
措
置
の
「
効
力
」
が
、
事
実
上
、
拡
大
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
判
例
に
よ
っ
て
挙
示
し
、
こ
れ
を
認
め
る
。
法
廷
で
は
、
し
か

し
、
大
統
領
が
必
要
と
認
め
れ
ば
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
と
り
う
る
と
述
べ
（
傍
点
引
用
者
）、
裁
量
の
「
範
囲
」
は
「
争
点
」
と
は
な
り
え
な

い
と
主
張
す
る
。

こ
れ
に
反
し
て
ヘ
ラ
ー
は
、
と
り
う
る
裁
量
の
「
範
囲
」
の
限
界
こ
そ
が
問
題
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
措
置
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
「
効
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力
」
の
暫
定
性
と
い
う
原
則
論
に
基
づ
い
て
（
傍
点
引
用
者
）、
恒
久
性
を
も
つ
措
置
が
行
わ
れ
た
こ
と
の
違
法
性
も
ま
た
「
争
点
」
で
あ

る
と
主
張
す
る
。
こ
の
点
を
ヘ
ラ
ー
は
法
廷
に
お
い
て
も
繰
返
し
指
摘
し
、
そ
れ
ゆ
え
「
裁
量
の
越
権
」
が
あ
る
と
主
張
す
る
。

4
．
3
．
3
． 
真
の
争
点
は
何
か

第
三
の
点
は
、
訴
訟
の
核
心
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
め
ぐ
る
二
人
の
見
解
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
の
点
で
み
た
、
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て

の
政
治
的
問
題
（
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
と
っ
て
は
「
政
治
的
状
況
／
事
態
」
で
あ
り
、
ヘ
ラ
ー
に
と
っ
て
は
「
政
治
的
狙
い
／
動
機
」）
の
、
そ

の
根
が
ど
こ
に
あ
る
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ヘ
ラ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
み
て
い
た
か
、
で
あ
る
。

「
政
治
的
状
況
」
に
お
け
る
危
機
の
根
を
多
元
的
な
党
派
性
の
間
で
の
闘
争
に
あ
る
と
み
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
こ
れ
を
解
消
し
て
統
一
へ

と
導
き
う
る
の
は
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
決
断
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
ラ
イ
ヒ
か
ら
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
み
と
確
信
す
る
が
ゆ
え
に
、
こ
こ
で
の

争
い
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
対
ラ
イ
ヒ
な
の
で
は
な
く
、
ラ
イ
ヒ
と
国
家
（
ラ
ン
ト
）
が
共
に
党
派
性
に
対
し
て
闘
っ
て
い
る
の
だ
、
こ
れ
こ
そ

が
問
題
の
核
心
だ
、
と
い
う
。
つ
ま
り
、
そ
の
主
張
を
言
葉
通
り
に
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
友
敵
の
対
立
構
図
の
読
み
替
え
が
な
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
り
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
真
の
敵
は
政
党
と
党
派
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
ラ
イ
ヒ
の
統
一
を
構
築
す
る
た
め
に
、
本
来
、

ラ
イ
ヒ
と
ラ
ン
ト
と
は
共
同
戦
線
を
形
成
す
べ
き
関
係
に
あ
る
、
そ
し
て
現
に
、
大
統
領
の
介
入
の
お
陰
で
ラ
ン
ト
が
保
た
れ
て
い
る
の

だ
、
と
い
う
。
こ
の
主
張
は
、
法
廷
で
の
「
最
終
弁
論
」
に
お
い
て
も
再
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

他
方
、
七
月
二
〇
日
に
ラ
イ
ヒ
大
統
領
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
一
連
の
権
限
行
使
の
強
行
に
は
、
公
式
的
に
発
表
さ
れ
た
「
目
的
」
と
は
異

な
る
「
政
治
的
意
図
」
が
ラ
イ
ヒ
政
府
に
一
貫
し
て
存
在
し
て
い
る
と
み
る
ヘ
ラ
ー
に
と
っ
て
は
、
そ
の
「
政
治
的
意
図
」
と
は
何
か
、
と

い
う
点
こ
そ
が
、
問
題
の
核
心
で
あ
る
。
投
稿
論
文
に
お
い
て
は
、「
形
式
の
濫
用
」「
裁
量
の
濫
用
」
と
い
う
「
法
的
問
題
」
を
結
果
と
し

て
も
た
ら
す
に
至
っ
た
、
そ
れ
ら
の
背
後
の
「
政
治
的
狙
い
」
の
存
在
に
つ
い
て
言
及
す
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
法
廷
で
の
こ
の
点
に
つ

い
て
の
ヘ
ラ
ー
の
追
及
の
核
心
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
政
府
の
排
除
に
つ
い
て
の
パ
ー
ペ
ン
政
府
と
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
と
の
「
密
約
」
が
本
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事
件
の
背
後
に
存
在
し
た
、
と
い
う
事
実
の
解
明
要
求
に
お
か
れ
、
そ
こ
に
こ
そ
こ
の
事
件
の
根
が
あ
る
、
と
い
う
一
点
に
向
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。

5
．「
事
件
」
か
ら
「
裁
判
」
へ

こ
こ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
首
都
、
そ
し
て
、
ラ
イ
ヒ
の
首
都
で
も
あ
る
ベ
ル
リ
ン
で
引
き
起
こ
さ
れ
た
、
第
四
八
条

に
基
づ
く
ラ
イ
ヒ
に
よ
る
ラ
ン
ト
へ
の
一
方
的
介
入
と
い
う
政
治
的
事
件
は
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ッ
ヒ
の
国
事
裁
判
所
へ
と
そ
の
舞
台
が
移
さ

れ
、「
法
廷
闘
争
」
と
い
う
形
で
、
こ
の
介
入
の
「
合
法
性
／
合
憲
性
」
が
争
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ッ
ヒ
の
国
事
裁
判
所

で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ヘ
ラ
ー
に
よ
っ
て
実
際
に
何
が
語
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
「
弁
論
」
が
持
つ
意
味
を
分
析
す
る
た
め
の
予
備
的
作
業
と
し

て
、「
弁
論
」
が
置
か
れ
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
確
認
す
る
と
い
う
狙
い
の
も
と
で
、
七
月
二
〇
日
「
事
件
」
の
事
実
経
過
、

「
裁
判
」
の
全
体
的
枠
組
み
、
そ
し
て
、
法
廷
前
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ヘ
ラ
ー
の
基
本
的
見
解
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。「
事
件
」
の
解
決
が

「
裁
判
」
と
い
う
形
式
で
目
指
さ
れ
た
こ
と
自
体
に
は
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
こ
う
し
た
高
度
に
政
治
的
な
争
点
に

対
す
る
法
的
判
断
を
求
め
ら
れ
た
「
裁
判
」
の
側
で
は
、
そ
の
制
度
的
前
提
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
、
い
か
な
る
点
が
指
摘
さ
れ
る
べ
き

な
の
か
。
さ
ら
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ヘ
ラ
ー
の
法
廷
前
の
論
考
の
考
察
を
通
し
て
浮
き
上
が
っ
て
き
た
点
は
ど
の
よ
う
な
点
か
。
こ
う
し
た

点
を
振
り
返
り
、
四
つ
の
観
点
か
ら
纏
め
て
お
き
た
い
。
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5
．
1
．「
政
治
的
闘
争
」
か
「
法
廷
闘
争
」
か

第
一
の
点
は
、「
事
件
」
の
解
明
と
解
決
を
「
政
治
的
闘
争
」
に
よ
っ
て
で
は
な
く
「
法
廷
闘
争
」
に
よ
っ
て
試
み
よ
う
と
し
た
プ
ロ
イ

セ
ン
政
府
及
び
社
会
民
主
党
執
行
部
の
政
治
的
選
択
の
問
題
で
あ
り
、
選
択
さ
れ
た
解
決
方
法
と
し
て
の
「
憲
法
裁
判
」
の
限
界
の
問
題
で

あ
る
。
こ
う
し
た
政
治
的
選
択
が
、「
主
体
的
無
抵
抗
」、「
法
的
み
せ
か
け
の
逃
避
」
な
ど
と
厳
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
の
は
既
に

述
べ
た
通
り
で
あ
る
）
97
（

。
し
か
し
よ
り
本
質
的
な
点
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
）
98
（

、
国
事
裁
判
所
の
判
決
の
執
行
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
上
、
ラ
イ

ヒ
大
統
領
が
こ
れ
を
な
す
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
、
同
憲
法
第
五
〇
条
に
よ
り
、
大
統
領
の
行
為
に
は
ラ
イ
ヒ
首
相
も
し
く
は
ラ
イ
ヒ

大
臣
の
副
署
を
必
要
と
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
仮
に
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
側
が
全
面
的
に
勝
訴
し
た
と
し
て
も
、
判
決

の
執
行
は
事
実
上
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
、
極
め
て
政
治
的
な
制
約
が
初
め
か
ら
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
あ
る
い
は
、
仮
に

国
事
裁
判
所
が
七
月
二
〇
日
の
大
統
領
緊
急
命
令
の
全
面
的
違
憲
を
宣
言
す
れ
ば
、
そ
の
緊
急
命
令
を
発
動
し
た
当
の
パ
ー
ペ
ン
と
ラ
イ
ヒ

大
統
領
が
、
判
決
に
従
っ
て
、
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
設
置
を
初
め
と
す
る
一
連
の
諸
措
置
を
解
除
す
る
と
い
う
幻
想
を
、
プ
ロ
イ
セ
ン

政
府
及
び
社
会
民
主
党
執
行
部
は
抱
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

一
方
で
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
の
政
治
権
力
に
対
す
る
、
ラ
イ
ヒ
か
ら
の
大
掛
か
り
な
介
入
が
、
開
廷
さ
れ
た
一
〇
月
の
時
点
ま
で

行
わ
れ
続
け
、
ラ
ン
ト
公
務
員
の
罷
免
が
拡
大
し
て
い
た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
の
執
行
権
限
の
争
奪
と
い
う
政
争
の
解
決
を
実
際
に
求

め
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
国
事
裁
判
所
で
の
「
憲
法
裁
判
」
と
い
う
方
法
で
は
、
問
題
解
消
の
見
込
み
は
初
め
か
ら
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と

い
う
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。「
社
会
民
主
党
の
体
質
、
と
く
に
そ
れ
を
支
え
た
指
導
部
の
意
識
や
行
動
」
の
問
題
と
し
て
、「
運

命
的
な
合
法
性
信
仰
の
本
質
」（
ブ
ラ
ッ
ハ
ー
）
99
（

）
と
政
治
的
な
状
況
判
断
の
甘
さ
の
露
呈
を
指
摘
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
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5
．
2
．「
法
廷
闘
争
」
に
お
け
る
法
的
／
政
治
的
観
点

第
二
の
点
は
、
山
下
威
士
や
A
・
カ
イ
ザ
ー
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
点
、
す
な
わ
ち
、
本
件
の
「
ク
ー
デ
タ
ー
性
を
争
う
」
以
上
に
、
解

職
さ
れ
た
大
臣
た
ち
の
失
わ
れ
た
名
誉
の
回
復
が
重
視
さ
れ
た
、
と
い
う
意
味
で
の
「
事
件
の
意
味
の
矮
小
化
」（
山
下
）、
あ
る
い
は
、
プ

ロ
イ
セ
ン
側
の
争
点
の
「
自
己
限
定
」
の
問
題
（
カ
イ
ザ
ー
）
で
あ
る
。
法
廷
で
の
議
論
に
即
し
て
言
え
ば
、
第
二
項
の
「
公
共
の
安
全
と

秩
序
の
撹
乱
」
に
基
づ
く
独
裁
権
行
使
か
ら
派
生
す
る
問
題
以
上
に
、
圧
倒
的
に
、
第
一
項
の
「
ラ
ン
ト
の
義
務
不
履
行
」
に
対
す
る
反
論

に
重
点
が
お
か
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
）
100
（

。
プ
ロ
イ
セ
ン
側
の
「
裁
判
」
前
の
、
何
ら
政
治
的
処
置
を
と
ら
ず
、
法
的
問
題
の
論
究
へ
と
向

け
ら
れ
た
態
度
と
、
法
廷
に
お
け
る
（
特
に
ブ
レ
ヒ
ト
に
見
ら
れ
る
）「
闘
争
的
態
度
の
自
己
放
棄
」
と
は
無
関
係
で
は
な
い
と
い
う
カ
イ

ザ
ー
の
分
析
は
至
当
で
あ
ろ
う
。
原
告
側
代
理
人
の
多
く
は
、
本
件
が
、「
圧
倒
的
に
専
門
法
律
家
的
議
論
」
の
枠
の
中
で
の
み
議
論
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
的
に
は
何
が
、
ど
の
よ
う
な
「
争
点
」
が
排
除
さ
れ
、
あ
る
い
は
隠
蔽
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
を
直
視
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
同
時
に
、「
専
門
法
律
家
的
議
論
」
の
背
後
に
あ
る
政
治
的
な
る
も
の
、
こ
れ
こ
そ
が
問
題
の
核
心
で
あ
る
と
の

洞
察
に
基
づ
い
て
被
告
ラ
イ
ヒ
側
を
追
及
し
た
者
が
、
少
数
と
は
い
え
存
在
し
た
点
も
見
逃
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

5
．
3
．「
裁
判
」
の
制
度
的
前
提
に
か
か
わ
る
問
題

第
三
の
問
題
は
、
高
度
に
政
治
的
な
争
点
を
め
ぐ
る
法
的
判
断
を
求
め
ら
れ
た
「
裁
判
」
の
制
度
的
前
提
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
、
い

か
な
る
点
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
国
事
裁
判
所
」
の
構
成
と
い
う
「
国
事
裁
判
所
法
」
に
内
在
す
る
問
題
、

及
び
、
本
件
に
お
け
る
訴
訟
要
件
の
扱
い
方
と
い
う
本
事
例
に
即
し
た
問
題
と
い
う
二
つ
の
点
が
指
摘
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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5
．
3
．
1
． 

「
国
事
裁
判
所
」
の
構
成
を
め
ぐ
っ
て

「
国
事
裁
判
所
」
の
構
成
を
め
ぐ
っ
て
見
落
と
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
点
は
、「
国
事
裁
判
所
法
」
制
定
ま
で
の
「
仮
国
事
裁
判
所
」

の
暫
定
的
構
成
（
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
七
二
条
）
か
ら
「
国
事
裁
判
所
法
」
規
定
へ
の
移
行
に
お
い
て
、
ラ
イ
ヒ
議
会
の
選
出
す
る
四
名

の
裁
判
官
の
排
除
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
裁
判
官
団
の
構
成
は
、
民
主
的
正
当
性
の
観
点
か
ら
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
点
で
あ
る
）
101
（

。

「
仮
国
事
裁
判
所
」
も
「
国
事
裁
判
所
」
も
七
名
の
裁
判
官
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、「
仮
国
事
裁
判
所
」
は
、
そ
の
う
ち
過
半
数
に

当
た
る
四
名
が
ラ
イ
ヒ
議
会
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
て
い
た
。「
国
事
裁
判
所
」
は
、
そ
も
そ
も
高
度
に
政
治
的
な
争
訟
を
審
理
す
る
場
で
あ

る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
決
し
て
看
過
し
え
な
い
重
大
な
相
違
で
あ
る
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

5
．
3
．
2
． 

「
形
式
」
と
し
て
の
訴
訟
要
件
問
題
を
め
ぐ
っ
て

本
訴
訟
の
制
度
的
枠
組
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
、
訴
訟
要
件
を
冒
頭
に
審
議
せ
ず
最
後
に
回
し
た
こ
と
、
従
っ
て
裁
判
の
形
式
を
破
っ

た
こ
と
が
「
裁
判
」
全
体
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
留
意
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
点

に
関
す
る
フ
ー
バ
ー
の
指
摘
と
批
判
は
、
こ
れ
に
同
意
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
一
考
の
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

既
に
述
べ
た
こ
と
の
繰
返
し
に
な
る
が
、
フ
ー
バ
ー
の
主
張
の
要
点
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
）
102
（

。「
国
事
裁
判
所
」
に
お
け
る
い
わ

ゆ
る
当
事
者
適
格
に
つ
い
て
の
訴
訟
要
件
は
、
極
め
て
高
度
の
政
治
的
意
味
を
も
つ
（
強
調
フ
ー
バ
ー
）
か
ら
、
訴
訟
手
続
上
の
要
件
の
存

在
が
確
認
さ
れ
て
初
め
て
、
訴
訟
素
材
の
実
質
的
審
査
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
国
事
裁
判
所
」
は
自
ら
の
管
轄
権
と
訴
訟

手
続
要
件
を
厳
格
に
顧
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
裁
判
所
の
審
査
権
限
の
範
囲
内
に
と
ど
ま
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

管
轄
権
と
そ
の
他
の
訴
訟
要
件
と
は
、
実
質
審
議
の
前
に
必
ず
論
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
（
傍
点
は
引
用
者
）。
し
た
が
っ
て
、「
ラ
イ
プ

ツ
ィ
ッ
ヒ
裁
判
」
で
は
、
訴
訟
要
件
審
査
を
最
後
に
回
す
と
い
う
「
訴
訟
手
続
上
の
形
式
の
決
定
的
破
壊
」
に
よ
っ
て
、
裁
判
所
は
「
訴
訟
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の
形
式
と
閉
鎖
性
」
を
い
や
し
く
も
放
棄
し
、
形
式
の
放
棄
に
よ
っ
て
、「
国
事
裁
判
所
」
が
本
来
管
轄
権
を
持
た
な
い
領
域
へ
と
越
境
す

る
危
険
を
冒
し
た
の
だ
（
傍
点
引
用
者
）、
フ
ー
バ
ー
は
こ
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
フ
ー
バ
ー
の
批
判
の
意
図
が
、
ラ
イ
ヒ
は
当
事
者
適
格

を
も
た
な
い
原
告
に
よ
っ
て
「
国
事
裁
判
所
」
に
不
当
に
引
っ
張
り
出
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
ラ
イ
ヒ
弁
護
論
に
あ
る
の
は
明
白

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
点
を
差
し
引
く
と
し
て
も
、
フ
ー
バ
ー
の
指
摘
は
顧
慮
す
べ
き
点
が
あ
る
。

裁
判
長
ブ
ム
ケ
は
、
法
廷
で
の
議
論
が
、
で
き
る
限
り
「
法
的
議
論
」
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
し
た
際
、「
国
事
裁
判
所
」
に
お
け

る
闘
争
は
、「
政
治
委
員
会
の
闘
争
」
で
は
な
く
「
法
廷
闘
争
」
で
あ
っ
て
、「
純
粋
な
政
治
的
正
当
化
の
た
め
の
場
は
、
別
の
場
所
、
別
の

機
会
で
」
と
述
べ
て
い
た
）
103
（

（
傍
点
引
用
者
）。
し
か
し
、
多
様
な
原
告
に
よ
る
多
様
な
争
点
の
交
通
整
理
、
多
数
の
「
聴
衆
」
と
新
聞
記
者

へ
の
配
慮
、
こ
う
し
た
点
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
舞
台
設
定
を
も
た
ら
し
た
の
は
当
の
裁
判
長
自
身
で
あ
っ
た
）
104
（

。「
政
治
的
正
当
化
の
た
め

の
議
論
」
が
な
さ
れ
る
「
政
治
委
員
会
」
か
ら
「
法
廷
で
の
議
論
」
を
区
別
さ
せ
る
当
の
も
の
こ
そ
が
、
訴
訟
要
件
の
審
理
と
い
う
「
入
り

口
」
で
あ
る
筈
だ
と
し
た
ら
、
裁
判
長
は
自
ら
「
入
り
口
」
か
ら
入
ら
ず
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
あ
れ
も
こ
れ
も
詰
め
込
ま
れ
る
の
に
任
せ

て
大
風
呂
敷
を
広
げ
、
本
来
の
限
界
を
越
境
し
て
し
ま
っ
た
そ
の
「
法
廷
」
で
、
そ
う
し
た
以
上
は
決
し
て
獲
得
し
え
な
い
筈
の
「
な
い
も

の
ね
だ
り
」
を
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

5
．
4
．
法
廷
前
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ヘ
ラ
ー
の
「
基
本
的
視
角
」

第
四
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ヘ
ラ
ー
の
法
廷
で
の
論
戦
の
た
め
の
布
陣
と
も
い
う
べ
き
投
稿
論
文
を
考
察
す
る
こ
と
を
通
し
て
浮
き
上
が
っ

て
き
た
、
両
者
の
「
基
本
的
視
角
」
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
既
述
の
よ
う
に
、
本
件
へ
の
第
四
八
条
適
用
に
合
法
性
・
合
憲
性
が
認
め
ら

れ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
決
定
的
な
基メ
ル
ク
マ
ー
ル準
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
も
ヘ
ラ
ー
も
政
治
的
領
域
に
あ
る
、
と
考
え
た
と
い
う
こ
と
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト

は
、
本
件
の
お
か
れ
て
い
た
「
政
治
的
状
況
・
事
態
」
こ
そ
が
、
そ
し
て
ヘ
ラ
ー
は
、
七
月
二
〇
日
令
に
よ
る
第
四
八
条
行
使
の
「
政
治
的
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狙
い
・
意
図
・
目
的
」
こ
そ
が
問
題
の
核
心
で
あ
る
と
み
な
し
た
、
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。

舞
台
は
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ッ
ヒ
へ
と
移
り
、「
法
廷
」
に
お
け
る
対
決
が
展
開
さ
れ
る
。
六
日
間
に
及
ぶ
「
法
廷
闘
争
」
に
お
い
て
、
シ
ュ

ミ
ッ
ト
と
ヘ
ラ
ー
の
熱
の
こ
も
る
「
弁
論
」
が
激
突
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　

注

（
1
） 

本
稿
は
、
拙
論
：
学
位
論
文
「
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ラ
ー
――
「
プ
ロ
イ
セ
ン
対
ラ
イ
ヒ
」
裁
判
を
手
掛
り
と
し
て
」（
国

際
基
督
教
大
学
大
学
院
行
政
学
研
究
科
、
二
〇
〇
三
年
）
第
三
章
に
修
正
・
加
筆
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
表
現
上
、
及
び
、
独
立
し

た
論
稿
に
改
め
る
こ
と
に
伴
う
テ
ク
ニ
カ
ル
な
修
正
・
加
筆
の
み
に
と
ど
ま
り
、
内
容
上
の
変
更
は
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
な
お
二
〇
〇
九
年

五
月
二
七
日
「
キ
リ
ス
ト
教
と
諸
学
の
会
」（
聖
学
院
大
学
）
で
の
報
告
は
、
本
稿
に
基
づ
き
つ
つ
学
位
論
文
の
骨
子
に
つ
い
て
紹
介
し
た
も
の

で
あ
る
。

（
2
） S

ch
m

itt, D
ie geistesgesch

ich
tlich

e L
a

ge d
es h

eu
tigen

 P
a

rla
m

en
ta

rism
u

s, M
ü

n
ch

e
n

/
L

e
ip

zig
,

（1
9
2
3

）, 2
. A

u
fl

., 1
9
2
6
. 〈

議
会
〉
の
一
九

世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
へ
の
質
的
転
換
、
民
主
主
義
と
「
法
治
国
家
」
と
の
内
的
連
関
、「
法
治
国
家
」
に
お
け
る
「
法
律
」
と
「（
行
政
）
命
令
」

と
を
差
異
化
す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
重
要
性
と
い
っ
た
問
題
の
「
政
治
性
」
を
誰
よ
り
も
鋭
敏
に
観
察
し
認
識
し
た
一
人
が
、
カ
ー
ル
・
シ
ュ

ミ
ッ
ト
で
あ
ろ
う
。

（
3
） 

民
主
的
政
治
体
制
の
存
立
と
そ
の
民
主
化
の
深
化
が
「
法
治
国
家
」
の
貫
徹
に
依
存
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
〈
合
法
性
〉
は
重
層
的
意
味
を
負

荷
と
し
て
課
さ
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
に
関
し
て
、
拙
論
「〈
合
法
性
〉
を
め
ぐ
る
二
つ
の
次
元
――
法
と
政
治
の
間
に
つ
い
て
の
一
試
論
――
」

『
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
第
三
九
号
（
二
〇
〇
七
年
九
月
）
参
照
。

（
4
） S

ch
m

itt, D
er H

ü
ter d

er V
erfa

ssu
n

g, D
u

n
ck

e
r &

 H
u

m
b

lo
t, B

e
rlin

, 1
9
3
1
.
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（
5
） K

. D
. B

rach
e
r, D

ie A
u

fl
ösu

n
g d

er W
eim

a
rer R

ep
u

blik
: E

in
e S

tu
d
ie zu

m
 P

roblem
 d

es M
a

ch
tverfa

lls in
 d

er D
em

ok
ra

tie, R
in

g
 V

e
rlag

, 

V
illin

g
e
n

/
S

ch
w

arzw
ald

, 5
. A

u
fl

., 1
9
7
1
, S

.5
2
1
.

（
以
下
、A

u
fl
ösu

n
g.

と
略
記
）。

（
6
） 
一
九
三
二
年
七
月
二
〇
日
に
ラ
イ
ヒ
首
相
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
パ
ー
ペ
ン
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
た
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
四
八
条
に
基
づ
く
二

つ
の
大
統
領
令
の
帰
結
、
す
な
わ
ち
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
の
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
と
し
て
の
ラ
イ
ヒ
首
相
パ
ー
ペ
ン
の
任
命
、
プ
ロ

イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
政
府
の
罷
免
及
び
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
政
府
の
設
置
と
い
う
一
連
の
措
置
を
さ
す
。

（
7
） 「
パ
ー
ペ
ン
・
ク
ー
デ
タ
ー
」
に
よ
る
権
力
行
使
を
違
憲
で
あ
る
と
し
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
が
ラ
イ
ヒ
政
府
を
提
訴
し
た
国
事
裁
判
。
実
は
本

裁
判
に
は
公
式
の
訴
訟
記
録
は
存
在
し
な
い
（A

n
o

ld
 B

re
ch

t, V
o

r
w

o
rt, in

: P
reu

ß
en

 con
tra

 R
eich

 vor d
em

 S
ta

a
tsgerich

tsh
of. M

it ein
em

 

V
orw

ort von
 M

in
isteria

ld
irek

tor D
r. B

rech
t, V

e
rlag

 D
e
tle

v A
u

ve
rm

an
n

 K
G

. G
lash

ü
tte

n
 im

 T
au

n
u

s, 1
9
7
6

（
以
下
、P

reu
ß
en

 con
tra

 

R
eich

.

と
略
記
）, S

.2
9
8
.  

邦
訳
：
山
下
威
士
訳
編
『
ク
ー
デ
タ
を
裁
く
――
一
九
三
二
年
七
月
二
〇
日
事
件
法
廷
記
録
』
尚
学
社
、
二
〇
〇
三
年

一
一
月
（
以
下
「
ク
ー
デ
タ
」
と
略
記
）
六
六
三
頁
。
山
下
威
士
「
一
九
三
二
年
国
事
裁
判
所
に
お
け
る
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
」『
法
政
理
論
』

vo
l.2

5
, N

o
.2

.

（
一
九
九
二
年
一
一
月
）
一
六
―
一
七
頁
（
以
下
、「
裁
判
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
」
と
略
記
）、
同
「
一
九
三
二
年
国
事
裁
判
所
に
お
け

る
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ラ
ー
」『
時
岡
弘
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
・
人
権
と
憲
法
裁
判
』
成
文
堂
、
一
九
九
二
年
、
三
三
五
―
三
三
六
頁
（
以
下
、「
裁

判
・
ヘ
ラ
ー
」
と
略
記
））。
当
時
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
政
府
の
内
閣
官
房
の
役
職
に
あ
り
原
告
側
代
理
人
の
一
人
と
し
て
も
本
裁
判
に
密

接
に
か
か
わ
っ
た
ア
ー
ノ
ル
ト
・
ブ
レ
ヒ
ト
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
公
式
記
録
が
不
在
な
の
は
、
国
事
裁
判
所
長
官
と
両
当
事
者
と
の

事
前
交
渉
の
際
、
交
替
で
審
理
を
記
録
す
る
よ
う
ラ
イ
ヒ
議
会
の
速
記
者
数
名
を
ラ
イ
ヒ
政
府
が
派
遣
す
る
案
が
議
論
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
費
用
節
約
と
い
う
理
由
で
ラ
イ
ヒ
政
府
が
こ
れ
を
採
用
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
裁
判
の
基
礎
的
な
資
料
と
し
て
今
日
用
い
ら
れ

る
訴
訟
記
録
は
、
社
会
民
主
党
指
導
部
に
よ
っ
て
私
的
に
派
遣
さ
れ
た
た
っ
た
一
人
の
速
記
者
ハ
ン
ス
・
プ
レ
ン
ゲ
ル
（H

an
s P

re
n

g
e
l

）
が
、

「
六
日
間
に
わ
た
る
こ
の
審
理
を
一
語
一
語
完
全
に
記
録
し
た
」
も
の
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
速
記
録
の
所
有
者
、
社
会
民
主
党
指
導
部
は
、

記
録
の
編
集
をJ. H

. W
. D

ie
tz N

ach
fo

lg
e
r

に
委
託
、
同
社
は
ブ
レ
ヒ
ト
に
そ
の
「
序
文
」
を
書
く
こ
と
を
依
頼
し
た
。
ブ
レ
ヒ
ト
は
、「
こ
の

速
記
録
を
す
べ
て
の
政
党
の
す
べ
て
の
発
言
者
に
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
発
言
箇
所
に
つ
い
て
通
常
の
原
則
に
基
づ
い
て
校
閲
し
う
る
よ
う
提
供

す
る
こ
と
」、
そ
し
て
「
本
書
の
非
党
派
性
と
正
確
さ
を
厳
格
に
維
持
す
る
た
め
に
、
全
体
と
し
て
膨
大
な
量
に
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
編
集

に
際
し
て
い
か
な
る
箇
所
も
省
略
し
な
い
こ
と
」
と
い
う
条
件
の
下
で
、本
書
に
協
力
し
、同
社
は
こ
れ
ら
の
点
を
了
承
し
た
と
い
う
（P

reu
ß
en

 

con
tra

 R
eich

., S
.X

III. 

山
下
「
ク
ー
デ
タ
」
九
一
頁
）。
な
お
校
閲
の
機
会
が
出
版
社
か
ら
両
当
事
者
に
提
供
さ
れ
、
原
告
側
発
言
者
は
原
則
と
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し
て
自
ら
校
閲
し
た
（
た
だ
し
バ
イ
エ
ル
ン
の
ヤ
ー
ン
局
長
は
、
作
業
途
中
で
死
亡
し
た
た
め
最
初
の
部
分
に
つ
い
て
だ
け
な
さ
れ
、
残
り
は

同
じ
く
バ
イ
エ
ル
ン
代
理
人
の
一
人
マ
ウ
ン
ツ
が
代
行
し
た
）
が
、
他
方
、
被
告
側
の
発
言
者
は
校
閲
を
一
切
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て

ブ
レ
ヒ
ト
が
、「
学
問
の
た
め
に
、
ラ
イ
ヒ
内
務
省
代
理
人
ゴ
ッ
ト
ハ
イ
ナ
ー
氏
が
態
度
を
変
え
る
よ
う
働
き
掛
け
」、
も
し
彼
が
校
閲
に
協
力

す
る
な
ら
、「
序
文
」
を
国
事
裁
判
所
の
誰
か
、
も
し
く
は
反
対
陣
営
の
人
に
委
ね
て
も
い
い
と
申
し
出
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
効
を
奏
さ
な
か
っ

た
と
い
う
（P

reu
ß
en

 con
tra

 R
eich

., S
.X

III

―X
IV

.  

山
下
前
掲
九
二
頁
及
び
山
下
威
士
「
一
九
三
二
年
七
月
二
〇
日
事
件
・
覚
書
」『
憲
法
制
定

と
変
動
の
理
論
・
菅
野
喜
八
郎
教
授
還
暦
記
念
』
木
鐸
社
、
一
九
九
一
年
、
四
六
三
頁
の
注
31
参
照
（
以
下
「
事
件
・
覚
書
」
と
略
記
））。
た

だ
し
、
以
上
の
ブ
レ
ヒ
ト
の
証
言
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
少
な
く
と
も
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
全
体
に
わ
た
っ
て
手
を
入
れ
た
」
も
の
と
山
下
は
推
定

し
て
い
る
（「
裁
判
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
」
二
〇
―
二
一
頁
の
注
2
）。

ま
た
、
裁
判
官
ら
が
そ
の
発
言
に
つ
い
て
校
閲
し
た
か
に
つ
い
て
ブ
レ
ヒ
ト
は
何
も
言
及
し
て
い
な
い
。
本
訴
訟
記
録
の
出
版
の
経
緯
を
短

く
述
べ
て
い
る
「
出
版
社
（
初
版
を
刊
行
し
た V
e
rlag

 J. H
. W

. D
ie

tz N
ach

f.

）
の
緒
言
」
に
よ
れ
ば
、「
全
訴
訟
当
事
者
の
代
理
人
た
ち
」
に

原
稿
の
校
閲
が
求
め
ら
れ
、「
こ
う
し
た
校
閲
機
会
の
提
供
を
、
訴
訟
参
加
者
の
大
部
分
が
利
用
し
た
」
と
あ
る
（Z

u
m

 G
e
le

it, in
: P

reu
ß
en

 

con
tra

 R
eich

.

）。
し
た
が
っ
て
厳
密
に
は
不
明
だ
が
、
ラ
イ
ヒ
側
か
ら
の
参
加
者
以
外
は
校
閲
し
た
も
の
と
推
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
校
閲
は
「
通
常
の
よ
う
に
文
言
上
の
修
正
で
あ
り
、
内
容
上
の
改
変
は
さ
れ
て
い
な
い
」
こ
と
、
そ
し
て
、「
内
容
上
重
要
で
な
い
よ
う
な

幾
つ
か
の
短
い
答
弁
、
反
対
抗
弁
」
は
、
こ
と
さ
ら
校
閲
の
機
会
が
供
さ
れ
な
か
っ
た
（a

.a
.O

.

）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
非
公
式
の
訴
訟
記
録
と
は
い
え
「
こ
の
実
に
驚
嘆
す
べ
き
努
力
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
「
人
間
の
努
力
の
及
ぶ

限
り
正
確
な
審
理
の
再
現
」
が
わ
れ
わ
れ
の
手
元
に
残
さ
れ
た
。
そ
れ
が
、
ブ
レ
ヒ
ト
に
よ
る
一
九
三
二
年
一
二
月
の
「
序
文
」
が
付
さ
れ

て
一
九
三
三
年
に
出
版
さ
れ
た
、P

reu
ß
en

 con
tra

 R
eich

 vor d
em

 S
ta

a
tsgerich

tsh
of. S

ten
ogra

m
m

berich
t d

er V
erh

a
n

d
lu

n
gen

 vor d
em

 

S
ta

a
tsgerich

tsh
of in

 L
eip

zig vom
 1

0
. bis 1

4
. u

n
d
 vom

 1
7

. O
k
tober 1

9
3

2
, V

e
rlag

 J.H
.W

.D
ie

tz N
ach

fo
lg

e
r, G

.m
.b

.H
., B

e
rlin

 S
W

.6
8
, 

1
9
3
3
.

で
あ
る
。

当
初
こ
れ
は
わ
ず
か
な
部
数
し
か
印
刷
さ
れ
ず
、
内
容
上
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
い
な
い
写
真
復
刻
版
が
一
九
七
六
年
にD

e
tle

v A
u

ve
rm

an
n

社
か
ら
出
版
さ
れ
る
ま
で
入
手
が
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。
本
研
究
はD

e
tle

v A
u

ve
rm

an
n

 1
9
7
6
  

を
用
い
て
い
る
。

な
お
一
九
三
三
年
版
を
底
本
と
し
た
訴
訟
記
録
全
体
の
山
下
威
士
に
よ
る
邦
訳
が
『
法
政
理
論
』（
新
潟
大
学
法
学
部
）
上
連
載
さ
れ
て
き

た
が
、
学
位
論
文
（
本
稿
注
1
）
提
出
後
に
完
訳
と
な
り
一
冊
に
纏
め
ら
れ
た
（
前
掲
「
ク
ー
デ
タ
」）。
本
研
究
は
連
載
中
の
邦
訳
を
参
照
さ
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せ
て
頂
い
た
（
そ
の
謝
意
を
こ
こ
に
示
さ
せ
て
頂
く
）
が
、
本
稿
の
中
で
示
し
た
訳
は
必
ず
し
も
こ
れ
に
拠
っ
て
い
な
い
。
本
訴
訟
記
録
自
体
、

発
言
者
の
仕
草
や
鼓
動
、
ま
た
烈
し
い
応
酬
と
唾
の
飛
ぶ
様
子
ま
で
伝
わ
る
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
も
の
だ
が
、
山
下
訳
は
そ
れ
ら
を
映
し
出
す
躍

動
感
に
満
ち
た
訳
で
あ
る
。

（
8
） 

本
稿
注
1
参
照
。
本
稿
に
お
け
る
予
備
的
作
業
を
ふ
ま
え
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
ヘ
ラ
ー
の
法
廷
弁
論
の
分
析
（
学
位
論
文
第
四
章
に
該
当
）
及
び

両
者
の
弁
論
の
核
心
的
視
角
の
背
景
を
な
す
学
問
的
議
論
連
関
の
考
察
（
学
位
論
文
第
五
章
に
該
当
）
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
別
稿
に
譲
ら
ざ

る
を
え
な
い
。

（
9
） P

reu
ß
en

 con
tra

 R
eich

., S
.IX

.  

山
下
「
ク
ー
デ
タ
」
八
五
頁
。

（
10
） E

. R
. H

u
b

e
r, D

eu
tsch

e V
erfa

ssu
n

gsgesch
ich

te S
eit 1

7
8

9
, B

d
.7

.

（A
u

sb
au

, S
ch

u
tz u

n
d

 U
n

te
rg

an
g

 d
e
r W

e
im

are
r R

e
p

u
b

lik

）, V
e
rlag

 W
. 

K
o

h
lh

am
m

e
r, S

tu
ttg

art  B
e
rlin

  K
ø

o
ln

  M
ain

z, 1
9
8
4
, S

.1
0
2
5
f.

（
以
下V

erfa
ssu

n
gsgesch

ich
te. B

d
.7

.

と
略
記
）

（
11
） P

reu
ß
en

 co
n

tra
 R

eich
., S

.4
8

1
, A

n
h

a
n

g
 1

., E
rn

st R
u

d
o

lf H
u

b
e

r

（h
rsg

.

）, D
o
k
u

m
en

te zu
r d

eu
tsch

en
 V

er
fa

ssu
n

gsgesch
ich

te, B
d
.3

, 

W
.K

o
h

lh
am

m
e
r V

e
rlag

, S
tu

ttg
art B

e
rlin

 K
ö

ln
 M

ain
z, 2

. e
r
w

e
ite

rte
 A

u
fl

., S
.5

0
6

（N
r.4

4
2

）（
以
下D

ok
u

m
en

te. B
d
.3

.

と
略
記
）.  

山
口

利
男
「
国
家
学
の
危
機
と
ヘ
ル
マ
ン
へ
ラ
ー
――
『
七
月
二
〇
日
事
件
』
の
裁
判
過
程
を
中
心
に
――
」『
危
機
状
況
と
政
治
理
論
』
日
本
政
治
学

会
編
、
一
九
七
三
年
度
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
頁
、
資
料
2
参
照
（
以
下
「
危
機
」
と
略
記
）、
山
下
「
事
件
・
覚
書
」
四
三
五
―
四
三
六
頁
参

照
。

（
12
） H

u
b

e
r, V

erfa
ssu

n
gsgesch

ich
te. B

d
.7

., S
.1

0
2
7
; d

e
rs., D

ok
u

m
en

te. B
d
.3

., S
.5

0
6

（F
N

6

）.

（
13
） H

u
b

e
r, D

ok
u

m
en

te. B
d
.3

., S
.5

0
6
f

（N
r.4

4
3

）. 

山
下
「
事
件
・
覚
書
」
四
三
六
―
四
三
七
頁
。
ベ
ル
リ
ン
と
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
グ
県
に
戒
厳

令
を
敷
く
第
二
令
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
内
務
行
政
を
担
当
す
る
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
に
任
命
さ
れ
た
ブ
ラ
ハ
ト
の
指
揮
下
で
治
安
が
回
復

さ
れ
た
と
し
て
七
月
二
六
日
に
廃
止
さ
れ
た
の
に
対
し
、
第
一
令
は
ヒ
ト
ラ
ー
統
治
下
の
一
九
三
三
年
六
月
三
〇
日
に
「
正
常
な
政
治
関
係
を

回
復
す
る
た
め
の
大
統
領
令
」
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
る
ま
で
存
続
し
た
（H

u
b

e
r, D

ok
u

m
en

te. B
d
.3

., S
.5

0
6

（F
N

5

）,  

山
下
「
事
件
・
覚
書
」

四
五
四
頁
参
照
）。
ま
た
第
一
令
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
に
対
す
る
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
体
制
は
、
一
九
三
五
年
一
月
三
〇

日
の
「
ラ
イ
ヒ
代
官
法
」
に
よ
っ
て
プ
ロ
イ
セ
ン
に
対
す
る
ラ
イ
ヒ
代
官
H
・
ゲ
ー
リ
ン
グ
が
、
当
時
の
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
、
パ
ー
ペ

ン
（
一
九
三
三
年
一
月
三
一
日
の
ヒ
ト
ラ
ー
に
よ
る
ラ
イ
ヒ
政
令
に
よ
っ
て
再
登
場
）
と
交
代
す
る
ま
で
存
続
す
る
こ
と
に
な
る
（
山
下
「
事

件
・
覚
書
」
四
五
二
―
四
五
四
頁
）。
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（
14
） H

u
b

e
r, a

.a
.O

., S
.5

0
7

（N
r.4

4
4

）.  

山
下
「
事
件
・
覚
書
」
四
三
七
頁
。

（
15
） H

u
b

e
r, V

erfa
ssu

n
gsgesch

ich
te. B

d
.7

., S
.1

0
3
0
f.  

山
下
「
事
件
・
覚
書
」
四
三
七
頁
。

（
16
） P

reu
ß
en

 con
tra

 R
eich

., S
.4

8
2
, A

n
h

an
g

 4
. a

）, S
.3

3
; H

u
b

e
r, D

ok
u

m
en

te. B
d
.3

., S
.5

0
8
f.

（
17
） P

reu
ß
en

 con
tra

 R
eich

., S
.4

8
2
ff, A

n
h

an
g

 4
. b

）.

（
18
） A

.a
.O

., S
.3

3
.

（
19
） A

.a
.O

., S
.1

9
.  

山
下
「
事
件
・
覚
書
」
四
三
八
頁
。

（
20
） A

.a
.O

., S
.1

9
.  

山
下
「
事
件
・
覚
書
」
四
三
八
頁
。

（
21
） A

.a
.O

., S
.2

0
, S

. 3
3
. 

山
下
「
事
件
・
覚
書
」
四
三
八
―
四
三
九
頁
。

（
22
） 

山
下
「
事
件
・
覚
書
」
四
三
九
頁
。

（
23
） 

エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ア
イ
ク
『
ワ
イ
マ
ル
共
和
国
史
Ⅳ 

一
九
三
一
〜
一
九
三
三
』（
救
仁
郷
繁
訳
）
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
九
年
、
二
一
八
頁
（
以
下
、

『
Ⅳ
』
と
略
記
）。

（
24
） B

rach
e
r, A

u
fl
ösu

n
g., S

. 5
8
8
, 5

9
6
.  

山
口
「
危
機
」
一
六
二
頁
。

（
25
） 

山
下
「
事
件
・
覚
書
」
四
三
九
―
四
四
〇
頁
。

（
26
） P

reu
ß
en

 con
tra

 R
eich

., S
.4

8
7
ff., A

n
h

an
g

 6
., H

u
b

e
r, D

ok
u

m
en

te. B
d
.3

., S
.5

1
3
f.

（
27
） A

n
h

an
g

 7
: E

n
tsch

e
id

u
n

g
 in

 H
au

p
tsach

e
 vo

m
 2

5
. O

k
to

b
e
r 1

9
3
2
, in

: P
reu

ß
en

 con
tra

 R
eich

., S
.4

9
2
ff.  

判
決
の
邦
訳
は
山
下
「
ク
ー
デ

タ
」
一
〇
一
七
頁
以
下
参
照
。

（
28
） B

rach
e
r, A

u
fl
ösu

n
g., S

.5
9
1
.

（
29
） P

reu
ß
en

 con
tra

 R
eich

., S
.X

II.

（
30
） 

た
と
え
ばA

. R
o

se
n

b
e
rg

, G
esch

ich
te d

er D
eu

tsch
en

 R
ep

u
blik

, V
e
rlag

san
stalt “G

rap
h

ia, ” K
arlsb

ad
 1

9
3
5
.

（
邦
訳
：
吉
田
輝
夫
訳
『
ヴ
ァ

イ
マ
ル
共
和
国
史
』
東
邦
出
版
社
、
一
九
七
〇
年
、
二
六
〇
頁
）。
ま
たB

rach
e
r, A

u
fl
ösu

n
g., S

.5
2
1
f. 

参
照
。

（
31
） 

ア
イ
ク
は
、
ゼ
ネ
ス
ト
は
不
可
能
だ
っ
た
と
い
う
ゼ
ー
ベ
リ
ン
グ
の
言
明
を
正
し
い
認
識
だ
と
認
め
て
い
る
。
当
時
、
何
百
万
も
の
失
業
者
が

職
場
の
空
き
を
待
ち
構
え
て
い
る
中
で
、
労
働
組
合
員
の
就
業
者
に
職
場
放
棄
を
求
め
る
こ
と
な
ど
労
働
組
合
指
導
者
に
で
き
る
わ
け
も
な
く
、

ス
ト
突
入
の
際
に
「
多
数
の
失
業
者
が
労
働
者
と
し
て
の
連
帯
精
神
を
堅
持
し
て
就
職
を
拒
む
」
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
、
と
指
摘
す
る
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（『
Ⅳ
』
二
一
九
頁
）。

（
32
） 
ア
イ
ク
『
Ⅳ
』
二
二
〇
―
二
二
二
頁
。 

（
33
） 「
七
月
二
〇
日
事
件
」
へ
の
プ
ロ
イ
セ
ン
側
の
対
応
に
対
す
るJ. B

ay

とB
rach

e
r 

に
よ
る
厳
し
い
批
判
、
こ
れ
に
対
す
る
、H

. W
e
ich

m
an

n
 

と

B
re

ch
t 

に
よ
る
反
論
を
中
心
と
し
た
論
争
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
口
「
危
機
」
一
六
四
―
一
六
七
頁
参
照
。
こ
れ
ら
の
議
論
の
紹
介
の
上
で
、

山
口
自
身
は
、「『
七
月
二
〇
日
事
件
』
を
プ
レ
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
一
典
型
と
み
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
当
時
も
今
も
ブ
レ
ヒ
ト
的
見
解
は
批
判

を
免
れ
ま
い
」（
同
前
一
六
六
頁
）
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
今
日
の
主
要
な
見
解
は
、
ブ
ラ
ッ
ハ
ー
的
見
解
の
延
長
線
上
に
あ
り
、「
と
り
わ
け

労
働
者
階
級
の
ゼ
ネ
ス
ト
へ
の
要
求
を
挫
折
さ
せ
、
統
一
戦
線
へ
の
芽
を
か
り
と
り
、
未
だ
強
力
な
警
察
力
を
利
用
で
き
な
か
っ
た
主
体
的
要

因
は
な
に
か
」
が
問
題
と
さ
れ
、
主
と
し
て
「
社
会
民
主
党
の
体
質
、
と
く
に
そ
れ
を
支
え
た
指
導
部
の
意
識
や
行
動
」
が
問
題
視
さ
れ
る
傾

向
に
あ
る
（
同
前
一
六
六
―
一
六
七
頁
）。

ま
た
ア
イ
ク
も
、
当
時
プ
ロ
イ
セ
ン
側
の
と
っ
た
行
動
こ
そ
が
「
唯
一
可
能
な
も
の
で
、
ど
ん
な
抵
抗
も
見
込
み
が
な
か
っ
た
」
と
口
々
に

回
顧
録
の
中
で
述
べ
る
当
時
の
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
首
相
ブ
ラ
ウ
ン
、
同
内
相
ゼ
ー
ベ
リ
ン
グ
ら
に
対
し
て
、「
多
く
の
歴
史
家
が
こ
う
し
た

態
度
に
非
難
を
浴
び
せ
て
い
る
か
ら
、
無
抵
抗
の
ま
ま
忍
従
し
た
プ
ロ
イ
セ
ン
州
政
府
閣
僚
た
ち
が
書
い
た
回
顧
録
の
価
値
は
、
彼
ら
が
決
定

的
な
瞬
間
に
と
っ
た
消
極
的
態
度
の
ゆ
え
に
、
大
き
な
痛
手
を
受
け
た
こ
と
は
疑
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
ア
イ
ク
『
Ⅳ
』
二
一
八
頁
）。
さ

ら
に
ア
イ
ク
は
こ
う
も
記
し
て
い
る
。「
戦
わ
ず
し
て
屈
服
す
る
者
は
、
現
代
及
び
後
代
の
国
民
世
論
に
支
持
さ
れ
ず
、
過
失
を
犯
し
た
と
判
定

さ
れ
る
。
彼
ら
の
安
易
な
無
抵
抗
態
度
が
、
反
動
的
な
黒
幕
ど
も
に
と
っ
て
勝
利
へ
の
道
に
横
た
わ
る
最
後
の
大
障
害
――
長
年
に
わ
た
っ
て
築

き
上
げ
た
、
ワ
イ
マ
ル
共
和
国
の
最
後
の
要
塞
――
を
容
易
に
取
り
除
く
こ
と
に
成
功
せ
し
め
、
彼
ら
黒
幕
及
び
一
層
危
険
な
後
継
者
連
中
に
、

も
は
や
ワ
イ
マ
ル
共
和
国
と
そ
れ
を
支
持
す
る
国
民
層
を
恐
れ
る
理
由
は
何
も
な
い
、
と
い
う
確
信
を
与
え
た
の
だ
」（
同
前
二
二
二
頁
）。

さ
ら
に
、
国
事
裁
判
所
で
の
法
的
議
論
の
た
め
の
訴
訟
準
備
の
み
に
集
中
し
、「
事
件
」
以
降
、「
裁
判
」
ま
で
、
何
ら
の
政
治
的
行
動
を
と

ら
な
か
っ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
に
対
す
るA

.K
aise

r

に
よ
る
批
判
的
分
析
に
つ
い
て
は
、
後
述
（
本
稿
注
63
参
照
）。

（
34
） P

reu
ß
en

 con
tra

 R
eich

., S
.X

III.  

傍
点
は
引
用
者
。
山
下
「
ク
ー
デ
タ
」
八
九
頁
。

（
35
） B
re

ch
t, D

ie
 A

u
fl

ö
su

n
g

 d
e
r W

e
im

are
r R

e
p

u
b

lik
 u

n
d

 d
ie

 p
o

litisch
e
 W

isse
n

sch
aft , in

: Z
eitsch

rift fü
r P

olitik, Jg
. 2

, H
f.4

, 1
9
5
5
, S

.3
0
3
f. 

山
口
「
危
機
」
一
六
六
頁
。

（
36
） 「
国
事
裁
判
」
と
「
憲
法
裁
判
」
と
は
「
同
義
語
」
だ
と
い
う
（
池
田
政
章
「
ド
イ
ツ
型
憲
法
裁
判
の
系
譜
と
特
質
」（
一
）『
国
家
学
会
雑
誌
』
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第
七
三
巻
第
六
号
、
一
九
六
〇
年
、
五
五
頁
、
山
口
「
危
機
」
一
七
八
頁
の
注
3
）。「
行
政
訴
訟
」
か
ら
区
別
さ
れ
る
も
の
と
し
て
の
「
国
事

裁
判
」
の
定
義
に
つ
い
て
の
ケ
ル
ゼ
ン
、
ト
リ
ー
ペ
ル
、
キ
ュ
ー
ン
、
イ
ェ
ル
ザ
レ
ム
ら
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
林
田
和
博
『
憲
法
保
障
制
度

論
――
公
法
論
文
選
――
』
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
、
四
九
―
五
三
頁
参
照
。
林
田
に
よ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
憲
法
裁
判
あ
る
い
は
国
事

裁
判
に
つ
い
て
は
、
確
定
的
な
定
義
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
（
同
前
五
二
頁
）。

T
・
マ
ウ
ン
ツ
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
「
憲
法
裁
判
の
判
決
」
と
は
、「
真
の
法
決
定
」（e

ch
te

 R
e
ch

tse
n

tsch
e
id

u
n

g
e
n

）
か
、「
司
法
の

形
式
に
お
け
る
政
治
的
決
定
」（p

o
litisch

e
 E

n
tsch

e
id

u
n

g
e
n

）
で
あ
る
（T

. M
au

n
z, D

eu
tsch

es S
ta

a
tsrech

t, C
. H

. B
e
ck

, M
ü

n
ch

e
n

 u
. 

B
e
rlin

, 9
. A

u
fl

., 1
9
5
9
, S

.2
1
7
.  

山
口
「
危
機
」
一
七
七
頁
）。
ブ
ラ
ッ
ハ
ー
は
、
一
九
三
二
年
の
裁
判
に
お
い
て
《
司
法
の
形
式
を
か
り
た
政

治
》（“

ju
stizfö

rm
ig

e
 P

o
litik

”

）
は
頂
点
に
達
し
た
と
見
る
（B

rach
e
r, A

u
fl
ösu

n
g., S

.1
9
3

―1
9
4
.  

山
口
「
危
機
」
一
七
九
頁
注
13
）。
さ
ら

に
W
・
ア
ペ
ル
ト
は
「
二
つ
の
政
府
が
根
本
的
な
政
治
観
の
相
違
か
ら
、
妥
協
を
許
さ
な
い
ほ
ど
烈
し
い
敵
意
に
燃
え
、
対
立
状
態
に
あ
る
場

合
、
両
政
府
間
の
最
大
級
の
政
権
闘
争
」
を
調
停
す
る
手
段
と
し
て
、
こ
の
種
の
裁
判
は
そ
の
本
質
上
、
不
適
当
だ
と
指
摘
す
る
（W

. A
p

e
lt, 

G
esch

ich
te d

er W
eim

a
rer V

erfa
ssu

n
g, B

ie
d

e
rste

in
, M

ü
n

ch
e
n

 1
9
4
6
, S

.2
8
5
,  

ア
イ
ク
『
Ⅳ
』
二
三
五
頁
、
傍
点
引
用
者
）。
し
か
し
ア
イ
ク

は
ア
ペ
ル
ト
の
見
解
に
見
ら
れ
る
「
こ
う
し
た
絶
望
的
な
結
論
」
は
「
誤
り
」
だ
と
批
判
し
、「
裁
判
官
と
い
う
者
は
、
他
の
あ
ら
ゆ
る
法
律
に

つ
い
て
と
同
様
に
、
憲
法
に
つ
い
て
も
左
顧
右
眄
せ
ず
に
解
釈
を
定
め
得
る
能
力
を
備
え
ね
ば
な
ら
な
い
」（
傍
点
引
用
者
）
と
述
べ
る
。
そ
の

た
め
に
は
「
何
世
紀
に
も
わ
た
る
偉
大
な
伝
統
」
を
必
要
と
す
る
が
、
そ
う
し
た
能
力
を
備
え
た
裁
判
官
の
模
範
は
「
王
位
継
承
者
を
逮
捕
投

獄
す
る
こ
と
も
恐
れ
な
い
」、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
『
ヘ
ン
リ
ー
四
世
』
に
登
場
す
る
高
等
法
院
長
だ
と
い
う
（
同
前
二
三
五
頁
）。

他
方
、
国
事
裁
判
所
の
判
決
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
九
条
（
本
稿
注
48
）
に
よ
り
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
が
執
行
す
る
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、

か
つ
、
同
憲
法
第
五
〇
条
に
よ
り
、
大
統
領
の
行
為
に
は
ラ
イ
ヒ
首
相
も
し
く
は
ラ
イ
ヒ
大
臣
の
副
署
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
鑑
み

る
な
ら
ば
、
仮
に
ラ
イ
ヒ
側
が
敗
訴
し
た
と
し
て
も
、
判
決
の
執
行
は
事
実
上
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
、
極
め
て
政
治
的
な
制
約
が
初
め
か
ら

あ
っ
た
。
こ
れ
は
「
法
律
技
術
的
に
退
歩
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
思
想
的
に
も
矛
盾
で
あ
る
」
と
林
田
は
指
摘
す
る
（
林
田
、
前
掲
書
九
九
頁
）。

（
37
） 

前
述
の
よ
う
に
（
前
注
36
）「
極
め
て
難
し
い
政
治
的
紛
争
が
憲
法
裁
判
の
道
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
る
」（
ア
イ
ク
『
Ⅳ
』
二
三
〇
頁
）
た
め

に
は
裁
判
官
の
高
い
資
質
が
求
め
ら
れ
る
と
ア
イ
ク
は
い
う
。
し
か
し
、
左
右
か
ら
の
共
和
国
攻
撃
を
め
ぐ
る
政
治
裁
判
に
お
い
て
は
司
法
部

の
右
寄
り
の
政
治
的
傾
向
が
如
実
に
示
さ
れ
、
ナ
チ
ス
党
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
計
画
の
度
重
な
る
発
覚
（
一
九
二
六
年
、
一
九
三
一
年
）
は
検

事
総
長
に
よ
っ
て
黙
殺
さ
れ
、
不
起
訴
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
、
一
九
二
六
年
の
ナ
チ
ス
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
計
画
を
「
反
逆
罪
」
と
し



337 〈合法性〉と〈状況適合的擬似合法性〉の間

て
告
訴
す
べ
く
容
疑
立
証
材
料
を
提
出
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
無
視
さ
れ
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
で
あ
っ
た
し
、
さ
ら
に
、

一
九
二
九
年
の
ヒ
ト
ラ
ー
に
よ
る
国
防
軍
煽
動
演
説
に
危
機
感
を
募
ら
せ
て
公
式
報
告
書
を
作
成
、
提
出
し
、
ま
た
も
や
黙
殺
さ
れ
た
の
も
、

プ
ロ
イ
セ
ン
内
務
省
だ
っ
た
（
ア
イ
ク
『
Ⅱ
』
三
二
一
―
三
二
二
頁
、
同
『
Ⅲ
』
三
六
六
―
三
六
七
頁
）。
こ
う
し
た
当
時
の
文
脈
の
中
に
「
国

事
裁
判
所
へ
の
提
訴
」
と
い
う
選
択
を
置
く
な
ら
ば
、
ブ
ラ
ッ
ハ
ー
が
、
そ
れ
は
「
決
し
て
政
治
的
解
答
で
は
な
く
、
法
的
み
せ
か
け
の
逃
避
」

だ
と
指
摘
し
、「
人
は
こ
こ
に
運
命
的
な
合
法
性
信
仰
の
本
質
を
理
解
す
る
」
と
糾
弾
す
る
（B

rach
e
r, D

e
r 2

0
. Ju

li 1
9
3
2
, in

: Z
eitsch

rift fü
r 

P
olitik

, Jg
.3

, 1
9
5
6
, S

.2
4
8
.  

山
口
「
危
機
」
一
七
〇
頁
の
注
37
、
傍
点
引
用
者
）
の
も
ゆ
え
な
し
と
は
し
え
な
い
だ
ろ
う
。

（
38
） 

山
口
「
危
機
」
一
六
六
―
一
六
七
頁
参
照
。

（
39
） E

. R
. H

u
b

e
r, R

ech
tsgew

a
lt u

n
d
 S

ta
a

tsgerich
tsh

of, G
e
rh

ard
 S

tallin
g

 /
 O

ld
e
n

b
u

rg
 i.O

., 1
9
3
2
, S

.1
1
.

（
以
下
、R

ech
tsgew

a
lt. 

と
略
記
）。

（
40
） P

reu
ß
en

 con
tra

 R
eich

., S
.4

 u
. S

.1
0
4
ff. 

山
下
「
事
件
・
覚
書
」
四
四
四
頁
。

（
41
） 

プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
の
閣
僚
八
名
に
よ
る
告
訴
は
、
第
一
次
的
に
は
ド
イ
ツ
・
ラ
イ
ヒ
に
、
第
二
次
的
に
は
「
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
に
対

す
る
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
と
し
て
の
ラ
イ
ヒ
首
相
に
対
し
て
」
提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
（P

reu
ß
en

 con
tra

 R
eich

., S
.3

）
が
、
法
廷

で
は
ラ
イ
ヒ
首
相
は
、「
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
に
対
す
る
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
と
い
う
資
格
に
お
い
て
」
は
誰
に
よ
っ
て
も
代
理
さ
れ

ず
に
（a

.a
.O

., S
.4

）
訴
訟
は
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
点
が
、
審
理
第
一
日
目
一
〇
月
一
〇
日
月
曜
日
の
冒
頭
で
ブ
ム
ケ
に
指
摘
さ
れ
た
（a

.a
.O

., 

S
.4

）
が
、
ラ
イ
ヒ
政
府
代
理
人
と
し
て
の
ゴ
ッ
ト
ハ
イ
ナ
ー
が
「
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
に
対
す
る
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
と
し
て
の
ラ
イ

ヒ
首
相
」
は
誰
に
よ
っ
て
も
代
理
さ
れ
な
い
と
答
え
た
の
み
で
、
曖
昧
な
ま
ま
審
理
は
始
め
ら
れ
た
。
し
か
し
審
理
日
二
日
目
一
〇
月
一
一
日

火
曜
日
午
前
の
審
理
中
に
、
こ
の
点
が
再
度
問
題
と
な
り
、
ヘ
ラ
ー
は
、「
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
に
対
す
る
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
と
し
て

の
ラ
イ
ヒ
首
相
」
は
法
廷
で
代
理
さ
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
ラ
イ
ヒ
政
府
を
代
理
し
は
す
る
が
、
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
を
代
理

す
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
言
明
し
た
ゴ
ッ
ト
ハ
イ
ナ
ー
が
、
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
の
た
め
の
弁
論
を
繰
返
し
て
い
る
と
追
求
し
、
召
喚
の

や
り
直
し
を
求
め
た
（a

.a
.O

., S
.1

0
4

-1
0
6

）。
そ
の
際
、
ブ
ム
ケ
も
、
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
の
代
理
問
題
が
孕
む
危
険
を
指
摘
し
、
こ
の
点

を
曖
昧
な
ま
ま
に
残
す
と
、「
判
決
の
効
力
が
、
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
、
あ
る
い
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
に
対
す
る
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ

サ
ー
ル
に
対
し
て
は
及
ば
な
い
の
か
、
及
ぶ
の
か
と
い
う
こ
と
」
が
あ
や
ふ
や
な
ま
ま
に
な
る
危
険
が
あ
る
と
指
摘
し
、
こ
の
点
の
確
認
に
は

「
お
そ
ら
く
﹇
ベ
ル
リ
ン
へ
の
﹈
電
話
連
絡
ぐ
ら
い
は
必
要
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
、
再
度
の
確
認
を
ゴ
ッ
ト
ハ
イ
ナ
ー
に
求
め
た
（a

.a
.O

., 

S
.1

0
7
f. 

山
下
「
ク
ー
デ
タ
」
二
八
九
―
二
九
一
頁
）。
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こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
、
同
日
（
審
理
日
二
日
目
）
午
後
、
第
Ⅳ
章
「
ラ
イ
ヒ
の
連
邦
国
家
的
性
格
」
審
議
中
に
、
ブ
ム
ケ
は
一
時
審
議
を

遮
っ
て
「
電
報
が
届
い
た
」
と
発
言
し
、「
そ
れ
ま
で
本
審
理
を
聴
衆
と
し
て
傍
聴
し
て
い
た
内
閣
官
房
シ
ュ
ッ
ツ
ェ
（S

ch
ü

tze

）
が
、
プ
ロ
イ

セ
ン
・
ラ
ン
ト
に
対
す
る
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
と
い
う
資
格
で
の
ラ
イ
ヒ
首
相
の
全
権
を
委
任
さ
れ
、
こ
れ
を
受
理
し
た
」
と
、
シ
ュ
ッ

ツ
ェ
の
正
式
な
派
遣
を
法
廷
に
報
告
す
る
（a

.a
.O

., S
.1

2
1
.,  

山
下
「
ク
ー
デ
タ
」
三
一
六
頁
。
傍
点
引
用
者
。
な
お
山
下
は
、「
プ
ロ
イ
セ
ン
に

対
す
る
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
と
し
て
の
ラ
イ
ヒ
首
相
」
の
代
理
人
シ
ュ
ッ
ツ
ェ
は
、「
ま
っ
た
く
、
何
の
前
触
れ
も
な
く
」
審
理
日
四
日
目

の
午
後
に
な
っ
て
発
言
す
る
と
指
摘
す
る
（「
事
件
・
覚
書
」
四
六
二
頁
、「
裁
判
・
ヘ
ラ
ー
」
三
二
四
頁
）
が
、
こ
の
指
摘
は
事
実
と
は
異
な

る
。
今
述
べ
た
通
り
、
裁
判
長
か
ら
の
正
式
な
シ
ュ
ッ
ツ
ェ
の
派
遣
報
告
が
さ
れ
て
い
た
）。
こ
う
し
て
審
理
日
第
四
日
目
か
ら
シ
ュ
ッ
ツ
ェ
は

発
言
を
始
め
る
（a

.a
.O

., S
.2

8
5
.  

山
下
「
ク
ー
デ
タ
」
六
三
七
頁
）
が
、
ラ
イ
ヒ
首
相
パ
ー
ペ
ン
本
人
は
不
出
廷
の
ま
ま
審
理
は
進
め
ら
れ
た
。

（
42
） 

原
告
代
理
人
の
中
心
人
物
ブ
レ
ヒ
ト
で
さ
え
、「
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
の
提
訴
の
意
味
」
を
説
明
す
る
初
日
の
弁
論
の
冒
頭
に
お
い
て
、
ま
ず
、

「
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
は
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
個
人
に
対
し
て
い
か
な
る
意
味
で
も
攻
撃
を
行
お
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
述
べ
、
さ

ら
に
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。「
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
の
諸
閣
僚
も
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
が
憲
法
を
擁
護
す
る
基
本
的
意
志
を
持
っ
て
い
る
こ

と
に
、
い
さ
さ
か
の
疑
念
も
持
っ
て
い
な
い
。
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
の
諸
閣
僚
も
、
す
べ
て
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
選
挙
人
で
あ
り
、
し
か
も
大

統
領
の
選
挙
の
た
め
全
力
で
働
い
た
。
彼
ら
は
ラ
イ
ヒ
大
統
領
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
・
ラ
イ
ヒ
の
元
首
と
し
て
当
然
受
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
尊

敬
を
払
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
し
か
し
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
に
与
え
ら
れ
た
情
報
の
正
し
さ
に
つ
い
て
、
及
び
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
に
告
げ
ら
れ
た

ラ
イ
ヒ
憲
法
解
釈
の
正
し
さ
に
つ
い
て
断
固
争
っ
て
い
る
」（a

.a
.O

., S
.8

.

）。
そ
し
て
ブ
レ
ヒ
ト
は
最
後
の
弁
論
を
、「
わ
れ
わ
れ
の
尊
敬
す
る

ラ
イ
ヒ
大
統
領
」
は
、「
ラ
イ
ヒ
と
プ
ロ
イ
セ
ン
と
の
共
通
の
国
家
元
首
と
し
て
、
そ
の
生
涯
の
課
題
を
見
事
に
完
成
さ
れ
る
で
し
ょ
う
」
と
結

ん
だ
（a

.a
.O

., S
.4

0
2
.

）。
ま
た
バ
ー
デ
ン
の
代
理
人
フ
ェ
ヒ
ト
も
提
訴
の
意
図
を
述
べ
る
冒
頭
陳
述
で
、「
ラ
イ
ヒ
大
統
領
へ
の
攻
撃
を
意
味
し

な
い
」
と
わ
ざ
わ
ざ
言
明
す
る
（a

.a
.O

., S
.1

0

）。

ま
た
ブ
ム
ケ
は
、
緊
急
時
の
大
統
領
独
裁
権
限
の
発
動
要
件
と
し
て
の
「
公
の
安
全
と
秩
序
に
対
す
る
障
害
」
の
存
否
を
め
ぐ
る
第
四
八
条

第
二
項
の
要
件
問
題
の
議
論
中
、
そ
も
そ
も
「
重
大
な
障
害
」
の
原
因
た
る
「
ナ
チ
ス
に
対
す
る
一
方
的
な
取
扱
い
」
と
は
、
ナ
チ
ス
突
撃
隊

の
「
禁
止
」
と
そ
の
「
解
禁
」
を
と
も
に
命
じ
た
、
ラ
イ
ヒ
政
府
の
提
案
に
基
づ
く
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
方
針
に
起
因
す
る
、
と
の
プ
ロ
イ
セ
ン

側
か
ら
の
批
判
が
展
開
さ
れ
る
や
、
以
下
の
よ
う
に
差
し
挟
ん
だ
。「
プ
ロ
イ
セ
ン
の
措
置
と
ラ
イ
ヒ
の
措
置
と
を
相
互
に
対
比
し
て
論
じ
る
こ

と
は
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
の
人
格
に
多
く
言
及
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
可
能
で
あ
る
と
確
信
し
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
訴
訟
全
体
を
象
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徴
す
る
本
質
的
な
こ
と
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
特
に
望
み
ま
す
の
は
、
い
か
な
る
場
合
で
あ
れ
、
ラ
イ
ヒ
大
統
領
に
は
言
及
し

な
い
で
お
く
と
い
う
こ
と
で
す
」（a

.a
.O

., S
.2

9
5
.

）。

こ
れ
ら
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
に
つ
い
て
の
言
及
、
訴
追
は
タ
ブ
ー
視
さ
れ
た
。
ブ
ラ
ッ
ハ
ー
は
、「
憲
法
学
上
の
議
論

が
既
成
事
実
の
論
議
に
席
を
譲
っ
た
真
の
根
拠
は
、
す
べ
て
の
関
係
者
が
大
統
領
に
触
れ
ま
い
と
共
通
に
努
力
し
た
点
に
あ
る
（
中
略
）
こ
こ

に
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
神
話
が
共
和
国
の
宿
命
に
な
っ
た
」（B

rach
e
r, A

u
fl
ösu

n
g., S

.5
6
1
.  

山
口
「
危
機
」
一
七
五
頁
）
と
述
べ
、
ま
た
、
ア
イ

ク
は
、「
裁
判
官
た
ち
が
少
な
く
と
も
潜
在
意
識
と
し
て
、
老
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
そ
の
人
へ
の
配
慮
に
影
響
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
念
が
、

心
中
に
沸
き
起
こ
る
こ
と
は
抑
え
よ
う
が
な
い
。
彼
ら
が
欲
し
た
の
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
に
対
し
て
と
っ
た
老
大
統
領
の
措
置
全
般
を

憲
法
違
反
と
宣
告
す
れ
ば
、
恐
ら
く
国
家
危
機
も
解
消
し
う
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
違
憲
宣
告
に
よ
っ
て
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
の
名
誉
を
傷
つ
け
た

く
な
い
こ
と
だ
っ
た
」（
ア
イ
ク
『
Ⅳ
』
二
三
五
頁
、
山
口
「
危
機
」
一
七
九
頁
の
注
15
）
と
記
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
大
統
領
ヒ
ン
デ
ン
ブ
ル

ク
に
関
す
る
責
任
問
題
は
、
法
廷
に
お
い
て
回
避
さ
れ
「
問
題
」
と
は
な
ら
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、
そ
う
し
た
「
神
話
化
」
を
伴
う
「
回
避
意

識
」
が
訴
訟
全
体
の
底
流
と
し
て
影
響
を
及
ぼ
し
続
け
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
（
山
下
「
裁
判
・
ヘ
ラ
ー
」
三
二
二
―
三
二
三
頁
参
照
）。

（
43
） 

山
下
「
裁
判
・
ヘ
ラ
ー
」
三
二
二
―
三
二
五
頁
参
照
。

（
44
） 

国
家
諮
問
院
（S

taatsrat

）
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
（
一
九
二
〇
〜
一
九
三
三
年
）
及
び
バ
イ
エ
ル
ン
、
ザ
ク
セ
ン
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
（
一
九
世

紀
、
二
〇
世
紀
）
に
設
置
さ
れ
た
県
議
会
（P

ro
vin

ziallan
d

tag

）
か
ら
選
出
さ
れ
る
代
表
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
機
関
で
あ
り
、
ラ
ン
ト
議

会
に
対
す
る
法
律
の
提
案
権
と
、
異
議
を
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
律
の
施
行
を
延
期
さ
せ
る
権
利
と
を
与
え
ら
れ
て
い
た
（
山
田
晟
『
ド
イ

ツ
法
律
用
語
辞
典
』
大
学
書
林
、
一
九
八
九
年
、
三
六
八
―
三
六
九
頁
）。

（
45
） 

以
上
の
原
告
、
原
告
代
理
人
に
つ
い
て
は
、P

reu
ß
en

 con
tra

 R
eich

., S
.3

f., S
.4

9
2
f.

（
46
） 

被
告
、
被
告
代
理
人
に
つ
い
て
は
、P

reu
ß
en

 con
tra

 R
eich

., S
.3

f., S
.1

2
1
, S

.4
9
2
f.

（
47
） 

こ
の
経
緯
は
既
述
（
本
稿
注
41
）。

（
48
） 

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
九
条
は
、
下
記
の
通
り
、（
i
）ラ
ン
ト
内
の
憲
法
争
議
（
ii
）ラ
ン
ト
間
の
私
法
的
で
な
い
争
議
及
び
（
iii
）ラ
イ
ヒ
と

ラ
ン
ト
の
間
の
私
法
的
で
な
い
争
議
と
い
う
三
種
類
の
争
議
に
つ
い
て
、
国
事
裁
判
所
が
こ
れ
を
審
議
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
九
条
：
「
ラ
ン
ト
内
の
憲
法
争
議
に
つ
い
て
ラ
ン
ト
内
に
こ
れ
を
解
決
す
べ
き
裁
判
所
の
な
い
と
き
、
及
び
、
ラ
ン
ト

間
の
、
ま
た
は
ラ
イ
ヒ
と
ラ
ン
ト
の
間
に
私
法
的
で
な
い
争
議
が
生
じ
た
と
き
は
、
当
事
者
の
一
方
の
申
請
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
国
国
事
裁
判
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所
が
こ
れ
を
判
決
す
る
。
た
だ
し
、
ラ
イ
ヒ
の
他
の
裁
判
所
の
権
限
に
属
す
る
事
件
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
国
事
裁
判
所
の
判
決
は
、
ラ
イ
ヒ

大
統
領
が
執
行
す
る
」（「
巻
末
付
録
」
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
『
憲
法
論
』（
阿
部
照
哉
・
村
上
義
弘
訳
）
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
九
年
（
以
下
、

「
巻
末
付
録
」
と
略
記
）、
四
五
〇
頁
）。

（
49
） 「
国
事
裁
判
所
法
」
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
五
条
第
三
項
、
第
一
八
条
第
七
項
、
第
一
九
条
第
一
項
等
に
定
め
る
争
議
を
審
理
す
る
も
の
と

し
て
、
同
憲
法
第
一
〇
八
条
に
お
い
て
そ
の
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
た
国
事
裁
判
所
の
設
置
に
関
す
る
法
で
あ
り
、
一
九
二
一
年
七
月
九
日
に

制
定
さ
れ
た
。
な
お
、「
国
事
裁
判
所
法
」
の
全
訳
は
林
田
和
博
『
憲
法
保
障
制
度
論
――
公
法
論
文
選
――
』
九
州
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五

年
、
第
二
編
第
三
章
、
六
九
―
七
六
頁
参
照
。

（
50
） 

裁
判
官
団
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、A

n
h

an
g

 7
, in

: P
reu

ß
en

 con
tra

 R
eich

., S
.4

9
3
.  

及
び
山
下
「
事
件
・
覚
書
」
四
四
四
―
四
四
五
頁

参
照
。
ま
た
、
山
口
「
危
機
」
一
七
九
頁
の
注
7
。

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
九
条
第
一
項
に
か
か
わ
る
争
議
を
審
理
す
る
裁
判
官
団
の
構
成
に
つ
い
て
は
、「
国
事
裁
判
所
法
」
第
一
六
条
第
三
項
、

第
一
八
条
第
一
項
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、「
ラ
イ
ヒ
行
政
裁
判
所
長
を
裁
判
長
と
し
、
三
名
の
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
（R

e
ich

sg
e
rich

t

）
裁
判
官

及
び
三
名
の
ラ
イ
ヒ
行
政
裁
判
所
（R

e
ich

sve
r
w

altu
n

g
sg

e
rich

t

）
裁
判
官
よ
り
な
る
」
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
ラ
イ
ヒ
行
政
裁
判
所
は
ワ

イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
〇
七
条
に
よ
り
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
設
立
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
ラ
イ
ヒ
行
政
裁

判
所
設
立
に
至
る
ま
で
の
過
渡
的
規
定
と
し
て
示
さ
れ
て
い
た
第
三
一
条
に
基
づ
き
、「
ラ
イ
ヒ
行
政
裁
判
所
長
」
に
代
わ
る
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判

所
長
官
た
る
ブ
ム
ケ
を
裁
判
長
と
し
、「
三
名
の
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
裁
判
官
」
に
加
え
て
、「
三
名
の
ラ
イ
ヒ
行
政
裁
判
所
裁
判
官
」
に
代
わ

る
「
プ
ロ
イ
セ
ン
最
高
行
政
裁
判
所
、
バ
イ
エ
ル
ン
行
政
裁
判
所
、
ザ
ク
セ
ン
行
政
裁
判
所
の
各
一
名
」
と
か
ら
な
る
裁
判
官
団
が
任
命
さ
れ

た
。「

国
事
裁
判
所
法
」
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
の
暫
定
的
規
定
と
し
て
ラ
イ
ヒ
憲
法
第
一
七
二
条
が
定
め
て
い
た
「
仮
国
事
裁
判
所
」
の
構
成

は
、
七
名
か
ら
成
る
評
議
会
と
さ
れ
、
内
四
名
は
ラ
イ
ヒ
議
会
が
選
出
、
内
三
名
は
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
が
そ
の
構
成
員
か
ら
互
選
す
る
も
の

と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
暫
定
的
構
成
か
ら
「
国
事
裁
判
所
法
」
の
規
定
へ
の
移
行
に
お
い
て
顕
著
な
点
は
、「
国
事
裁
判
所
法
」
第
一
六
条
に

定
め
ら
れ
た
憲
法
争
議
の
場
合
（
ラ
イ
ヒ
憲
法
第
一
五
条
第
三
項
、
第
一
八
条
第
七
項
、
第
一
九
条
第
一
項
の
争
議
）
に
つ
い
て
、
ラ
イ
ヒ
議

会
の
選
出
す
る
裁
判
官
の
排
除
が
行
わ
れ
た
（
畑
尻
剛
『
憲
法
裁
判
研
究
序
説
』
尚
学
社
、
一
九
八
五
年
、
七
九
頁
、
傍
点
引
用
者
）
点
で
あ

る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、「
国
事
裁
判
所
の
民
主
的
正
当
性
が
部
分
的
に
後
退
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
」（H

e
lm

u
t D

. F
an

g
m

an
n

, Ju
stiz gegen
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D
em

o
k
ra

tie. E
n

tsteh
u

n
gs- u

n
d
 F

u
n

k
tio

n
sbed

in
gu

n
gen

 d
er V

er
fa

ssu
n

gsju
stiz in

 D
eu

tsch
la

n
d

, C
a
m

p
u

s V
e

rla
g

, F
ra

n
k

fu
rt a

.M
. /

 

N
.Y

.1
9
7
9
, S

.7
8
.  

畑
尻
、
前
掲
書
七
九
頁
）
の
で
あ
り
、
政
治
的
観
点
か
ら
見
て
、
重
大
な
構
成
上
の
変
化
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
51
） 
E
・
ブ
ム
ケ
は
一
九
二
九
年
四
月
一
日
か
ら
、
前
任
者
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ジ
ー
モ
ン
ス
（D

r. W
alte

r S
im

o
n

s, 1
9
2
2

―1
9
2
9

）
の
後
を
受
け
て
ラ

イ
ヒ
最
高
裁
判
所
長
官
に
就
任
し
た
。
ア
イ
ク
は
、
ブ
ム
ケ
の
手
腕
を
評
価
し
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
同
﹇
国
事
﹈
裁
判
所
は
、
と

く
に
一
九
二
九
年
に
ブ
ム
ケ
博
士
が
ド
イ
ツ
大
審
院
﹇
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
﹈
長
官
に
就
任
し
、
国
事
裁
判
所
の
裁
判
長
を
努
め
る
に
至
っ
て

以
来
、
権
威
あ
る
法
廷
と
し
て
名
声
を
博
し
、
慎
重
に
、
し
か
も
明
瞭
に
断
乎
と
し
て
、
難
し
い
任
務
を
見
事
に
果
し
て
い
た
」（
ア
イ
ク
『
Ⅳ
』

二
二
三
頁
）。
し
か
し
こ
の
ブ
ム
ケ
は
、「
八
万
件
の
死
刑
判
決
を
下
し
た
と
い
わ
れ
る
ナ
チ
ス
司
法
一
二
年
の
悪
業
」（
斉
藤
誠
編
『
フ
ァ
シ
ズ

ム
へ
の
道
――
ワ
イ
マ
ー
ル
裁
判
物
語
――
』
日
本
評
論
社
、
一
九
七
八
年
、
二
四
九
頁
）
を
担
っ
た
ナ
チ
ス
時
代
の
裁
判
所
で
一
九
四
五
年
ま

で
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
長
官
の
職
に
と
ど
ま
り
続
け
、
ナ
チ
ス
崩
壊
直
前
の
一
九
四
五
年
四
月
二
〇
日
に
自
殺
し
た
（
同
前
一
八
七
―
一
八
八

頁
）。

（
52
） P

reu
ß
en

 con
tra

 R
eich

., S
. X

V
.

（
53
） A

.a
.O

., S
.X

V
.

（
54
） 

四
種
類
の
原
告
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
の
訴
え
は
、
民
事
訴
訟
法
第
一
四
七
条
及
び
国
事
裁
判
所
法
第
二
三
七
条
に
基
づ
く
「
併
合
審
理
」
と
し
て

統
括
的
に
本
裁
判
の
中
で
論
議
さ
れ
た
（P

reu
ß
en

 con
tra

 R
eich

., S
.3

, S
.9

,  

山
下
「
ク
ー
デ
タ
」
九
九
頁
、
一
一
〇
―
一
一
一
頁
参
照
）。

（
55
） 

原
告
団
の
う
ち
、
訴
訟
要
件
を
め
ぐ
る
判
決
で
当
事
者
能
力
が
認
め
ら
れ
た
の
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
及
び
バ
イ
エ
ル
ン
・
ラ
ン
ト
、
バ
ー

デ
ン
・
ラ
ン
ト
の
み
で
、
罷
免
さ
れ
た
八
名
の
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
閣
僚
と
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
議
会
の
二
つ
の
政
党
会
派
に
は
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
（P

reu
ß
en

 con
tra

 R
eich

., S
.5

0
8
f.

）。
そ
の
根
拠
を
裁
判
所
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
九
条
に
求
め
、
当
事
者
能
力
は
ラ
ン
ト

に
の
み
認
め
ら
れ
る
と
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
八
閣
僚
が
訴
え
の
対
象
と
し
た
「
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
に
対
す
る
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
と

し
て
の
ラ
イ
ヒ
首
相
」
の
被
告
適
格
も
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

因
に
判
例
上
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
九
条
に
基
づ
く
争
訟
の
当
事
者
適
格
問
題
（
す
な
わ
ち
、
憲
法
争
議
裁
判
の
訴
訟
当
事
者
と
し
て

の
国
家
機
関
の
範
囲
の
問
題
）
は
ど
の
よ
う
な
傾
向
に
あ
っ
た
か
。
第
一
九
条
の
「
ラ
ン
ト
内
憲
法
争
議
」
の
訴
訟
当
事
者
に
つ
い
て
は
、
ラ

ン
ト
政
府
と
ラ
ン
ト
議
会
の
み
と
い
う
従
来
の
狭
義
の
解
釈
に
代
わ
っ
て
一
九
二
〇
年
代
の
判
例
で
は
、
そ
の
範
囲
を
拡
大
し
て
認
め
る
傾
向

が
見
ら
れ
た
（
林
田
、
前
掲
書
八
一
頁
以
下
）。
す
な
わ
ち
一
九
二
一
年
七
月
一
二
日
の
仮
国
事
裁
判
所
判
決
は
、
ラ
ン
ト
内
憲
法
争
議
に
関
し
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て
、
ラ
ン
ト
政
府
に
対
す
る
ラ
ン
ト
議
会
の
少
数
者
、
議
会
会
派
（F

rak
tio

n

）
の
出
訴
権
を
、
こ
れ
が
議
会
に
所
属
し
、
国
家
意
思
構
成
に
参

与
す
る
ゆ
え
に
認
め
、
一
九
二
二
年
一
月
一
二
日
の
国
事
裁
判
所
判
決
で
も
こ
の
方
針
が
再
確
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
二
七
年
六
月
一
八

日
の
国
事
裁
判
所
判
決
は
、
ラ
ン
ト
議
会
の
議
会
会
派
を
構
成
し
え
な
い
少
数
議
員
に
対
し
て
も
、
訴
訟
当
事
者
能
力
を
認
め
た
。
こ
れ
は
、

ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
・
ラ
ン
ト
に
お
け
る
事
例
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
ラ
ン
ト
憲
法
第
二
九
条
に
基
づ
い
て
、
議
会
総
数
の
四
分
の
一
に

当
た
る
一
二
名
の
議
員
が
、
一
九
二
六
年
一
二
月
五
日
、
三
つ
の
条
項
を
示
し
て
共
和
国
官
吏
に
対
す
る
圧
迫
の
事
実
の
調
査
の
た
め
の
委
員

会
設
置
を
提
案
、
し
か
し
、
一
二
月
一
〇
日
、
議
会
多
数
は
、
設
置
さ
れ
た
調
査
委
員
会
に
、
三
つ
の
条
項
以
外
の
調
査
の
委
嘱
を
決
議
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
委
員
会
設
置
提
案
を
出
し
た
一
二
名
の
少
数
議
員
が
、
一
二
月
一
〇
日
決
議
は
ラ
ン
ト
憲
法
第
二
九
条
違
反
と
し
て
、
ラ
ン
ト

政
府
及
び
ラ
ン
ト
議
会
を
相
手
と
し
て
国
事
裁
判
所
に
出
訴
し
た
。
国
事
裁
判
所
は
、
原
告
の
主
張
を
認
め
、「
議
会
多
数
は
、
議
会
少
数
の
要

求
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
調
査
委
員
会
に
対
し
て
、
本
来
少
数
の
目
的
と
す
る
調
査
の
対
象
を
超
え
る
事
実
の
調
査
を
委
任
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
」
旨
の
判
決
を
下
し
、
同
時
に
、
一
二
名
の
議
員
の
訴
訟
当
事
者
能
力
を
認
め
た
（
同
前
八
三
―
八
四
頁
、L

am
m

e
rs-S

im
m

o
n

s, B
d

.1
, 

S
.3

7
1
ff.

）。
こ
の
解
釈
を
個
々
の
議
員
に
ま
で
拡
大
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
者
が
多
い
（
林
田
、
前
掲
書
八
四
頁
）
と
い
う
。

加
え
て
、
国
事
裁
判
所
は
、「
政
党
」（
一
九
二
七
年
一
二
月
一
七
日
判
決
）、「
貴
族
団
体
」（
一
九
二
四
年
五
月
一
〇
日
判
決
）「
宗
教
団
体
」

（
一
九
二
七
年
一
〇
月
一
五
日
判
決
）、
そ
し
て
、「
地
方
公
共
団
体
」（
一
九
二
二
年
一
月
一
二
日
判
決
、
一
九
二
六
年
五
月
一
三
日
判
決
）
に

ラ
ン
ト
内
憲
法
争
議
の
訴
訟
当
事
者
能
力
を
認
め
て
い
た
（
同
前
八
三
―
八
七
頁
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
第
一
九
条
に
基
づ
く
「
ラ
イ
ヒ
と
ラ
ン
ト
と
間
の
憲
法
争
議
」
に
お
け
る
訴
訟
当
事
者
能
力
は
、「
た
だ
権
利
が
侵
害
さ
れ
、

ま
た
は
少
な
く
と
も
脅
か
さ
れ
て
い
る
場
合
」
に
限
り
、「
ラ
イ
ヒ
あ
る
い
は
ラ
ン
ト
の
中
央
官
庁
」
に
限
ら
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
た
（
同
前

九
一
―
九
五
頁
）。

（
56
） 

山
下
「
裁
判
・
ヘ
ラ
ー
」
三
五
〇
頁
。

（
57
） 

訴
訟
要
件
問
題
を
審
理
上
後
回
し
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
的
に
多
様
な
側
面
か
ら
豊
か
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
自
体
を
、「
国
事
裁

判
所
」
に
お
け
る
「
憲
法
裁
判
」
の
あ
り
方
と
い
う
観
点
か
ら
い
か
に
評
価
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
問
題
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。
フ
ー
バ
ー

（E
. R

. H
u

b
e
r

）
は
、
ま
さ
に
「
訴
訟
要
件
の
審
理
の
後
回
し
」
と
い
う
点
を
衝
い
て
「
本
訴
訟
の
決
定
的
な
欠
陥
」
だ
と
指
摘
し
、「
訴
訟
手

続
の
破
壊
」
を
厳
し
く
批
判
す
る
。
訴
訟
要
件
審
査
を
最
後
に
回
す
と
い
う
「
訴
訟
手
続
上
の
形
式
の
決
定
的
破
壊
」
に
よ
っ
て
、
六
つ
の
多

様
な
原
告
、
二
つ
の
被
告
が
国
事
裁
判
所
に
出
頭
す
る
事
態
と
な
り
、「
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ッ
ヒ
裁
判
は
、
多
様
な
当
事
者
と
多
様
な
争
議
対
象
を
持
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つ
一
二
の
訴
訟
を
含
む
」
こ
と
と
な
り
、
裁
判
所
は
「
訴
訟
の
形
式
と
閉
鎖
性
（F

o
rm

 u
n

d
 G

e
sch

lo
sse

n
h

e
it d

e
s P

ro
ze

sse
s

）
を
い
や
し

く
も
放
棄
し
た
」
と
い
う
（H

u
b

e
r, R

ech
tsgew

a
lt., S

.1
1
f.

）。 

し
か
し
フ
ー
バ
ー
の
批
判
の
眼
目
は
、
単
な
る
訴
訟
手
続
上
の
形
式
の
破
壊
そ

の
も
の
に
向
け
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
形
式
の
放
棄
に
よ
っ
て
、
国
事
裁
判
所
が
本
来
管
轄
権
を
持
た
な
い
領
域
へ
と
越
境
す
る
危
険
を
冒
し

て
い
る
と
い
う
点
に
向
け
ら
れ
て
い
る
（
傍
点
引
用
者
）。
フ
ー
バ
ー
は
、
国
事
裁
判
所
は
自
ら
の
管
轄
権
と
訴
訟
手
続
要
件
を
厳
格
に
顧
慮
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
裁
判
所
の
審
査
権
限
の
範
囲
内
に
と
ど
ま
ら
ね
ば
な
ら
な
い
（a

.a
.O

., S
.1

3

）
と
主
張
す
る
。
殊
に
、
国
事
裁
判
所
に
お
け

る
い
わ
ゆ
る
当
事
者
適
格
に
つ
い
て
の
訴
訟
要
件
は
（
強
調
フ
ー
バ
ー
）、
極
め
て
高
度
の
政
治
的
意
味
を
も
つ
（
傍
点
引
用
者
）、
そ
れ
ゆ
え
、

「
も
し
ラ
イ
ヒ
が
、
当
事
者
適
格
を
も
た
な
い
原
告
に
よ
っ
て
国
事
裁
判
所
に
引
っ
張
り
出
さ
れ
な
い
よ
う
自
ら
を
保
護
し
、
そ
し
て
当
事
者
適

格
が
口
頭
審
理
の
最
後
に
で
は
な
く
冒
頭
に
審
査
さ
れ
る
よ
う
要
求
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
嫌
が
ら
せ
な
の
で
は
な
く
、
反
対
に
、
嫌
が
ら
せ

に
対
す
る
正
当
防
衛
な
の
だ
」（
強
調
は
フ
ー
バ
ー
）
と
い
う
（a

.a
.O

., S
.1

3

）。
訴
訟
手
続
上
の
要
件
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
初
め
て
、
訴
訟
素

材
の
実
質
的
審
査
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
管
轄
権
と
そ
の
他
の
訴
訟
要
件
と
は
、
実
質
審
議
の
前
に
、
必
ず
論
究
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
（a

.a
.O

., S
.1

4
.  

傍
点
は
引
用
者
）
と
指
摘
す
る
。

（
58
） 

本
審
理
を
、
多
数
の
法
律
専
門
家
を
含
む
多
く
の
「
聴
衆
」
と
新
聞
記
者
が
傍
聴
し
て
い
た
（P

reu
ß
en

 con
tra

 R
eich

., S
.1

3
0
.

）
の
も
、
ブ
ム

ケ
の
方
針
に
基
づ
い
て
い
た
。
ブ
ム
ケ
は
、
ア
ン
シ
ュ
ッ
ツ
の
発
言
に
対
し
て
以
下
の
よ
う
な
注
意
を
与
え
て
い
る
。「
わ
れ
わ
れ
は
、
比
較
的

多
く
の
聴
衆
が
わ
れ
わ
れ
の
審
理
に
出
席
し
う
る
よ
う
に
、﹇
小
さ
な
ホ
ー
ル
で
は
な
く
﹈
こ
の
ホ
ー
ル
を
使
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
一
番
大
事

な
こ
と
は
、
何
が
語
ら
れ
て
い
る
か
を
、
裁
判
官
と
訴
訟
当
事
者
の
代
理
人
が
理
解
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
は
確
か
だ
が
、
し
か
し
同

時
に
、
聴
衆
が
、
そ
し
て
特
に
新
聞
記
者
を
含
む
全
列
席
者
が
、
何
が
語
ら
れ
て
い
る
か
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
に
で
き
る
限
り
配
慮
し
て
、
大
き
な
声
で
、
し
か
し
決
し
て
早
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
発
言
す
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
」、
概
略
こ
の
よ
う

な
注
意
を
与
え
て
い
る
（a

.a
.O

., S
.1

3
0
.  

山
下
「
ク
ー
デ
タ
」
三
三
三
―
三
三
四
頁
）。

（
59
） 

ヘ
ラ
ー
は
、
法
廷
で
の
最
初
の
発
言
の
際
、「
裁
判
官
」
に
向
か
っ
て
で
は
な
く
「
聴
衆
」
に
向
か
っ
て
発
言
し
た
ら
し
く
、
そ
の
直
後
に
ブ
ム

ケ
か
ら
、「
…
…
本
質
的
な
点
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
議
論
は
、
聴
衆
に
向
け
ら
れ
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
議
会
に
い
る
の
で
は
な
く
、
国
事
裁

判
所
に
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
ど
う
か
お
忘
れ
な
く
、
そ
し
て
、
発
言
は
、
後
に
判
決
を
下
す
国
事
裁
判
所
へ
と
向
け
て
し
て
頂
け
れ
ば

誠
に
あ
り
が
た
い
」（
傍
点
引
用
者
）
と
注
意
を
受
け
る
。
ヘ
ラ
ー
は
す
ぐ
に
、
弁
論
中
に
証
拠
文
書
を
読
み
上
げ
る
の
に
必
要
と
し
た
照
明
の

関
係
で
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
理
由
を
述
べ
て
即
座
に
あ
や
ま
り
、
そ
も
そ
も
議
会
の
演
壇
な
ど
自
分
に
は
全
く
馴
染
み
が
な
い
、
と
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答
え
て
い
た
（a

.a
.O

., S
.3

8
.

）。
こ
の
点
に
つ
い
て
山
下
「
裁
判
・
ヘ
ラ
ー
」
三
五
六
―
三
五
七
頁
参
照
。
こ
う
し
た
や
り
取
り
の
一
幕
か
ら
も

通
常
の
裁
判
と
は
異
な
る
光
景
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

（
60
） 
ブ
レ
ヒ
ト
の
簡
潔
な
表
現
に
よ
れ
ば
、「
審
理
は
、
そ
れ
自
体
重
要
な
開
始
時
の
説
明
（
第
一
章
）
の
後
、
す
ぐ
に
事
実
経
過
、
及
び
、
そ
の

一
般
的
な
諸
帰
結
に
つ
い
て
（
第
二
章
、
第
三
章
）、
そ
れ
か
ら
、
ラ
イ
ヒ
の
連
邦
国
家
的
性
格
に
つ
い
て
の
一
般
的
議
論
（
第
四
章
）
が
続

き
、
そ
の
後
、
第
四
八
条
第
一
項
に
つ
い
て
の
法
的
議
論
（
第
五
章
、
第
六
章
）、
第
四
八
条
第
二
項
の
法
的
議
論
（
第
七
章
、
第
八
章
）
が

そ
れ
ぞ
れ
要
件
と
権
限
と
に
分
け
ら
れ
て
論
じ
ら
れ
た
。
特
別
な
部
分
と
し
て
、
裁
判
所
の
審
査
権
、
及
び
、
い
わ
ゆ
る
相
対
的
限
界
（
第
九

章
）
が
あ
り
、
そ
し
て
、
総
括
（
第
一
〇
章
）
が
続
き
、
訴
訟
要
件
（
第
一
一
章
）
が
結
び
を
な
し
て
い
る
」（P

reu
ß
en

 con
tra

 R
eich

., S
.X

V

―X
V

I.

）。

（
61
） A

.a
.O

., S
.7

.  「
国
事
裁
判
所
の
審
査
権
」
問
題
は
、
本
裁
判
に
お
け
る
一
大
争
点
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
裁
判
官
に
よ
る
違
憲
法
令
審
査
権
問
題

を
め
ぐ
る
一
九
世
紀
以
来
の
議
論
を
史
的
背
景
と
し
て
も
ち
、
共
和
国
末
期
に
お
け
る
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の
保
障
を
め
ぐ
る
ケ
ル
ゼ
ン
・
ト
リ
ー

ペ
ル
「
憲
法
裁
判
」
論
争
（
一
九
二
八
年
）、
ケ
ル
ゼ
ン
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
「
憲
法
の
番
人
」
論
争
（
一
九
三
一
年
）
の
核
心
的
論
点
で
も
あ
っ
た
。

（
62
） 

以
下
で
は
「
発
言
一
覧
」
と
略
記
す
る
。D

e
tle

v A
u

ve
rm

an
n

 1
9
7
6
 

に
基
づ
い
て
筆
者
が
作
成
し
た
。（　

）
を
付
し
た
ナ
ン
バ
ー
は
、
シ
ュ

ミ
ッ
ト
と
ヘ
ラ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
何
回
目
の
発
言
か
を
示
す
。

な
お
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
ヘ
ラ
ー
に
限
ら
ず
裁
判
官
を
も
含
む
訴
訟
参
加
者
全
員
の
発
言
回
数
、
発
言
の
特
徴
（
全
発
言
中
、
一
回
の
発
言
が

一
頁
以
上
も
し
く
は
五
頁
以
上
を
占
め
る
も
の
の
比
率
に
よ
る
発
言
の
長
短
や
不
正
規
発
言
（
野
次
）
の
回
数
）
に
つ
い
て
の
一
覧
は
山
下
「
裁

判
・
ヘ
ラ
ー
」
三
六
六
―
三
六
七
頁
「
付
表
第
3　

本
訴
訟　

全
参
加
者　

全
発
言
記
録
」
参
照
。
五
頁
以
上
に
わ
た
る
長
い
発
言
の
内
、
長

い
も
の
か
ら
二
〇
番
目
ま
で
を
纏
め
た
「
付
表
4　

最
長
発
言
記
録
（
ホ
ー
ム
ラ
ン
該
当
発
言
）」（
同
前
三
六
九
頁
）
一
覧
の
中
に
、
シ
ュ
ミ
ッ

ト
の
発
言
七
回
の
内
三
回
ま
で
が
入
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
発
言
回
数
の
圧
倒
的
に
多
い
ヘ
ラ
ー
だ
が
一
回
ご
と
の
発
言
は
長
い
と
は
い
え
ず
、

ヘ
ラ
ー
の
名
は
な
い
。
こ
う
し
た
ヘ
ラ
ー
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
法
廷
発
言
の
「
対
極
的
な
特
色
」
に
つ
い
て
山
下
「
裁
判
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
」
一
七

―
一
九
頁
、
及
び
、
同
「
裁
判
・
ヘ
ラ
ー
」
三
三
七
頁
以
下
、
三
四
九
頁
以
下
参
照
。

（
63
） 

同
様
の
指
摘
が
、
山
下
「
裁
判
・
ヘ
ラ
ー
」
三
二
五
頁
、A

n
d

re
as K

aise
r, P

re
u

ß
e
n

 co
n

tra R
e
ich

. H
e
rm

an
n

 H
e
lle

r als P
ro

ze
ß

g
e
g

n
e
r 

C
a

rl S
c

h
m

itts
 v

o
r d

e
m

 S
ta

a
ts

g
e

ric
h

ts
h

o
f 1

9
3

2
, in

: C
h

ris
to

p
h

 M
ü

lle
r &

 Ils
e

 S
ta

a
f

（h
rs

g
.

）, D
e
r so

zia
le

 R
e
ch

tssta
a

t. 

G
ed

ä
ch

tn
issch

rift fü
r H

erm
a

n
n

 H
eller 1

8
9

1

―1
9

3
3

, N
o

m
o

s V
e
rlag

sg
e
se

llsch
aft B

ad
e
n

-B
ad

e
n

 1
9
8
4
, S

.2
9
6
f. 

に
見
ら
れ
る
。
裁
判
に
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お
け
る
原
告
側
の
主
張
で
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
に
対
す
る
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
設
置
と
い
う
措
置
の
違
憲
性
、
す
な
わ
ち
「
そ
の
ク
ー
デ
タ
ー

性
を
争
う
」
以
上
に
、
解
職
さ
れ
た
大
臣
達
の
失
わ
れ
た
名
誉
の
回
復
が
重
視
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
、「
大
き
な
意
義
を
も
つ
事
件
の
意
味
が

矮
小
化
さ
れ
た
」
と
山
下
は
指
摘
す
る
（
同
前
、
傍
点
引
用
者
）。

カ
イ
ザ
ー
は
こ
う
し
た
プ
ロ
イ
セ
ン
自
ら
に
よ
る
争
点
の
「
自
己
限
定
」（K

aise
r, a

.a
.O

., S
.2

9
7
.

）
的
態
度
を
批
判
す
る
と
同
時
に
、
そ
の

背
後
に
は
、「
プ
ロ
イ
セ
ン
事
件
に
対
す
る
抵
抗
を
自
ら
放
棄
し
、
ラ
イ
ヒ
議
会
選
挙
（
七
月
三
一
日
）
と
国
事
裁
判
所
で
の
裁
判
へ
と
自
ら
を

方
向
づ
け
る
の
み
で
、
事
件
か
ら
裁
判
ま
で
の
三
ヶ
月
間
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
権
力
喪
失
に
対
す
る
何
ら
の
政
治
的
処
置
を
と
ら
な
か
っ
た
」（
傍

点
引
用
者
）
事
実
と
無
関
係
で
は
な
い
と
分
析
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
訴
訟
の
準
備
と
そ
の
遂
行
に
集
中
し
、
し
か
し
そ
れ
に
政
治
的
行
動
が

伴
っ
て
い
な
か
っ
た
」、
そ
う
し
た
プ
ロ
イ
セ
ン
側
の
、「
ま
っ
た
く
法
的
問
題
に
関
す
る
論
究
が
注
意
深
く
目
指
さ
れ
た
行
動
」
は
、（
ブ
レ
ヒ

ト
に
象
徴
さ
れ
る
法
廷
で
の
）
闘
争
的
態
度
の
自
己
放
棄
と
、「
パ
ー
ペ
ン
政
府
の
長
期
に
亙
る
目
的
の
成
就
へ
の
譲
歩
」
と
な
っ
て
現
れ
た

（
傍
点
引
用
者
）、
と
い
う
。
圧
倒
的
に
専
門
法
律
家
的
議
論
に
終
始
し
た
裁
判
の
性
質
か
ら
、
こ
の
裁
判
が
政
治
的
領
域
に
お
い
て
は
ほ
と
ん

ど
効
果
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
と
い
う
帰
結
が
も
た
ら
さ
れ
た
、
と
カ
イ
ザ
ー
は
指
摘
す
る
（a

.a
.O

., S
.2

9
6
. 

傍
点
引
用
者
）。

た
だ
し
、「
プ
ロ
イ
セ
ン
側
」
と
一
言
で
い
っ
て
も
、
そ
の
内
部
で
主
張
の
力
点
の
置
き
方
に
は
相
違
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
点
を
山
口
利
男
は
、

本
件
の
争
点
を
め
ぐ
る
議
論
を
「
純
粋
に
法
解
釈
へ
と
限
定
し
よ
う
と
し
た
」「
政
府
代
表
（
ブ
レ
ヒ
ト
、
ア
ン
シ
ュ
ッ
ツ
）」
と
、
本
事
件
の

政
治
的
性
質
を
重
視
（
ヘ
ラ
ー
）
し
、
あ
る
い
は
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
主
張
の
政
治
的
役
割
を
告
発
（
ペ
ー
タ
ー
ス
）
し
た
「
フ
ラ
ク
チ
オ
ン
代
表

（
ヘ
ラ
ー
、
ペ
ー
タ
ー
ス
）
と
の
間
の
ズ
レ
」
と
し
て
指
摘
す
る
（
山
口
「
危
機
」
一
七
五
―
一
七
六
頁
、
傍
点
引
用
者
）。

ま
た
、
い
う
ま
で
も
な
く
裁
判
長
は
、
審
理
冒
頭
で
、
国
事
裁
判
所
に
お
け
る
闘
争
は
「
政
治
的
委
員
会
で
の
闘
争
」
で
は
な
く
「
法
廷
闘

争
」
で
あ
っ
て
、「
純
粋
な
政
治
的
正
当
化
の
た
め
の
場
は
別
の
場
所
、
別
の
機
会
」（P

reu
ß
en

 con
tra

 R
eich

., S
.8

）
で
、
と
述
べ
、「
審
理
に

お
い
て
政
治
的
状
況
や
政
治
的
作
用
に
つ
い
て
の
あ
る
種
の
価
値
判
断
、
あ
る
種
の
見
解
が
入
り
込
む
こ
と
は
避
け
え
な
い
」
と
し
て
も
、
わ

れ
わ
れ
﹇
裁
判
所
﹈
に
と
っ
て
の
問
題
は
あ
く
ま
で
「
こ
の
件
の
合
法
性
、
合
憲
性
に
か
か
わ
る
問
題
に
限
定
さ
れ
る
」（a

.a
.O

., S
.5

）
と
主
張

し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
て
裁
判
所
自
体
が
、
法
的
議
論
へ
の
限
定
を
主
張
し
政
治
的
視
点
を
避
け
な
が
ら
も
、
同
時
に
、
政
治
的
視
点
か
ら

遁
れ
え
な
い
こ
と
を
も
自
ら
告
白
せ
ざ
る
を
な
か
っ
た
（
裁
判
長
は
、
決
し
て
遠
い
過
去
の
こ
と
で
は
な
い
国
内
外
の
政
治
的
緊
張
の
時
期
に

立
ち
返
っ
て
考
え
、「
ラ
イ
ヒ
に
と
っ
て
の
最
大
の
危
機
の
可
能
性
を
直
視
す
る
と
き
に
の
み
、
一
つ
の
正
し
い
認
識
に
到
達
し
う
る
」（a

.a
.O

., 

S
.8

）
と
も
述
べ
た
）。
こ
の
点
の
指
摘
に
つ
い
て
、
山
口
「
危
機
」
一
七
七
頁
。
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（
64
） A

n
h

an
g

 7
., in

: P
reu

ß
en

 con
tra

 R
eich

., S
.4

9
3

-5
0
7
.

（
65
） P

reu
ß
en

 con
tra

 R
eich

, S
.4

.  

訴
え
が
提
起
さ
れ
て
以
降
、
九
月
二
二
日
ま
で
当
事
者
間
で
文
書
の
交
換
が
行
わ
れ
た
が
、
事
前
に
提
出
さ
れ
た

諸
文
書
は
本
記
録
に
は
資
料
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
概
観
は
「
判
決
理
由
」
第
一
部
（
前
注
64
）
に
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
審
理
中
に
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
本
記
録
の
み
で
充
分
と
さ
れ
た
。V

g
l., P

reu
ß
en

 con
tra

 R
eich

., S
.4

, S
.X

IV
.

（
66
） A

n
h

an
g

 7
., in

: a
.a

.O
., S

.4
9
3

―5
0
1
.

（
67
） A

n
h

an
g

 7
., in

: a
.a

.O
., S

.5
0
1

―5
0
7
.

（
68
） A

n
h

an
g

 7
., in

: a
.a

.O
., S

.5
0
8

―5
1
7
.

（
69
） A

n
h

an
g

 7
., in

: a
.a

.O
., S

.4
9
3

―4
9
4
, S

.5
0
8
. 

（
70
） A

n
h

an
g

 7
., in

: a
.a

.O
., S

.5
0
1
ff.  

両
ラ
ン
ト
は
具
体
的
な
法
関
係
が
生
じ
て
い
な
い
と
は
い
え
、
同
様
の
措
置
が
と
ら
れ
る
可
能
性
が
ラ
ン
ト

領
域
内
に
存
在
し
て
い
る
限
り
で
、
平
穏
な
状
態
に
あ
る
他
の
ラ
ン
ト
と
は
異
な
り
原
告
適
格
を
も
つ
と
主
張
し
た
。

（
71
） A

n
h

an
g

 7
., in

: a
.a

.O
., S

.4
9
4
, S

.5
0
8
.

（
72
） A

n
h

an
g

 7
., in

: a
.a

.O
., S

.4
9
4
, S

.5
0
8
.

（
73
） A

n
h

an
g

 7
., in

: a
.a

.O
., S

.4
9
5
. 

（
74
） 

国
事
裁
判
所
の
判
決
に
は
給
付
判
決
も
存
在
す
る
が
、
事
実
上
、
確
認
判
決
に
と
ど
ま
る
場
合
が
多
か
っ
た
（
林
田
、
前
掲
書
一
〇
〇
頁
注

（
1
）参
照
）。
こ
こ
で
の
判
決
も
確
認
判
決
で
あ
る
。
ま
た
国
事
裁
判
所
の
判
決
は
、「
国
事
裁
判
所
法
」
第
二
八
条
第
二
項
に
よ
り
、
上
訴

（R
e
ch

tsm
itte

l

）
も
再
審
（W

ie
d

e
rau

fn
ah

m
e
 d

e
s V

e
rfah

re
n

）
も
許
さ
れ
て
い
な
い
（
同
前
七
四
頁
、
九
七
頁
）。
さ
ら
に
本
稿
注
36
参
照
。

（
75
） A

n
h

an
g

 7
., in

: a
.a

.O
., S

.5
0
8
.  

し
た
が
っ
て
、
バ
ー
デ
ン
・
ラ
ン
ト
及
び
バ
イ
エ
ル
ン
・
ラ
ン
ト
が
提
起
し
た
唯
一
の
訴
え
で
あ
っ
た
訴
因
B

に
つ
い
て
は
、
結
局
、
審
査
権
限
外
と
し
て
判
決
の
提
示
が
放
棄
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
し
か
し
同
時
に
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
以
外

に
原
告
適
格
が
認
め
ら
れ
た
の
は
バ
ー
デ
ン
及
び
バ
イ
エ
ル
ン
の
両
ラ
ン
ト
の
み
と
い
う
奇
妙
な
事
態
で
あ
る
。

（
76
） 

ア
イ
ク
『
Ⅳ
』
二
三
〇
頁
。

（
77
） 

本
判
決
を
「
違
憲
の
確
定
」
と
み
る
者
（G

. B
in

d
e
r, E

p
o

ch
e
 d

e
r E

n
tsch

e
id

u
n

g
e
n

: E
in

e
 G

e
sch

ich
te

 d
e
s 2

0
. Jah

rh
u

n
d

e
rts, T

ü
b

in
g

e
n

 

1
9
6
0
, S

.1
8
0
.

）、「
一
部
合
憲
、
一
部
違
憲
」
と
み
る
者
（B

re
ch

t, a
.a

.O
., S

.X
.

）、「
法
的
に
は
違
憲
、
事
実
上
は
有
効
」
と
し
た
と
み
る
者

（K
e
lse

n
, D

as U
rte

il d
e
s S

taatsg
e
rich

tsh
o

fs vo
m

 2
5
. O

k
to

b
e
r 1

9
3
2
, D

ie Ju
stiz, Jg

. 1
1
/

1
2
, H

f.2
/

3
, 1

9
3
2
, S

.7
3
, S

.8
3
.

）、
あ
る
い
は
、



347 〈合法性〉と〈状況適合的擬似合法性〉の間

「
プ
ロ
イ
セ
ン
の
政
権
を
理
論
上
と
実
際
上
の
二
つ
に
分
断
し
、
理
論
上
は
罷
免
さ
れ
た
ラ
ン
ト
政
府
閣
僚
ら
の
権
限
を
認
め
、
実
際
上
は
、
ラ

ン
ト
政
府
の
権
限
を
パ
ー
ペ
ン
中
央
政
府
へ
移
す
こ
と
を
是
認
」
し
た
と
す
る
者
（
ア
イ
ク
『
Ⅳ
』
二
三
〇
―
二
三
一
頁
）、
さ
ら
に
、「
法
律

的
に
は
プ
ロ
イ
セ
ン
の
立
場
を
、
政
治
的
に
は
既
成
事
実
を
承
認
し
、
大
統
領
の
権
限
と
国
防
軍
の
武
力
に
支
え
ら
れ
た
政
治
の
ク
ー
デ
タ
ー

に
迎
合
し
た
」（B

rach
e
r, A

u
fl
ösu

n
g., S

.5
5
9
.

）
な
ど
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
山
口
「
危
機
」
一
七
一
頁
。
そ
れ
は
、「
全
体
と
し
て

『
便
宜
性
』
の
配
慮
」
が
優
先
し
た
（C

ivis, E
in

 N
ach

w
o

rt zu
 P

ro
fe

sso
r K

e
lse

n
 am

 U
rte

il d
e
s S

taatsg
e
rich

tsh
o

fs, D
ie Ju

stiz, B
d

.8
, 

H
f.2

/
3
, 1

9
3
2
, S

.5
9
2
.

）
た
め
と
も
、「
正
義
の
原
理
の
、
有
用
性
と
の
結
合
」（B

rach
e
r, A

u
fl
ösu

n
g., S

.5
5
9
.

）
の
ゆ
え
と
も
評
さ
れ
る
。
山
口

「
危
機
」
一
七
七
頁
。

し
か
し
ア
イ
ク
は
、
こ
の
判
決
が
「
法
律
家
の
目
か
ら
見
れ
ば
ど
ん
な
評
価
が
下
さ
れ
よ
う
と
も
、
政
治
的
な
視
点
か
ら
す
る
と
、
極
め
て

危
険
な
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
的
策
略
に
与
え
た
免
許
状
に
他
な
ら
」
ず
（
ア
イ
ク
、
同
前
二
三
二
頁
）、
実
際
に
は
、「
極
め
て
難
し
い
政
治
的
紛
争

が
憲
法
裁
判
の
道
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
望
み
は
裏
切
ら
れ
た
」（
同
前
二
三
〇
頁
）
と
断
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
判
決
に
示

さ
れ
た
「
そ
の
曲
が
り
く
ね
っ
た
考
え
方
の
道
筋
に
」
当
時
の
ド
イ
ツ
国
民
が
つ
い
て
行
け
な
か
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
や
む
を
え
な
い
、
と

い
う
の
も
、
当
の
本
人
で
あ
る
パ
ー
ペ
ン
は
、
一
九
五
二
年
の
『
回
顧
録
』
英
語
版
で
「
国
事
裁
判
所
は
、
大
統
領
と
自
分
の
と
っ
た
措
置
を

全
く
合
憲
で
あ
る
旨
宣
告
し
た
」
と
述
べ
て
お
り
、
事
件
か
ら
三
〇
年
も
経
っ
て
ま
だ
判
決
の
意
味
を
理
解
し
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
と
皮
肉

た
っ
ぷ
り
に
指
摘
す
る
（
同
前
二
三
三
頁
）。

（
78
） 

山
下
「
裁
判
・
覚
書
」
四
五
〇
―
四
五
一
頁
。

（
79
） A

. K
aise

r, a
.a

.O
., S

.2
9
6
.  

傍
点
引
用
者
。

（
80
） 

但
し
、
弁
論
そ
の
も
の
の
分
析
を
本
稿
で
は
な
し
え
な
い
の
は
前
述
（
本
稿
注
8
）
の
通
り
で
あ
る
。

（
81
） C

arl S
ch

m
itt, D

ie
 V

e
rfassu

n
g

sm
äß

ig
k

e
it d

e
r E

in
se

tzu
n

g
 e

in
e
s R

e
ich

sk
o

m
m

issars fü
r d

as L
an

d
 P

re
u

ß
e
n

, in
: D

eu
tsch

e Ju
risten

-

Z
eitu

n
g, Jg

.3
7
, H

f.1
5
, 1

9
3
2
, S

.9
5
3
-9

5
8
.  

拙
訳
「
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
に
対
す
る
ラ
イ
ヒ
・
コ
ミ
ッ
サ
ー
ル
任
命
の
合
憲
性
」『
カ
ー
ル
・

シ
ュ
ミ
ッ
ト
時
事
論
文
集
――
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
・
ナ
チ
ズ
ム
期
の
憲
法
・
政
治
論
議
――
』（
古
賀
敬
太
・
佐
野
誠
編
）
風
行
社
、
二
〇
〇
〇
年
、

一
二
五
―
一
三
三
頁
。
以
下
で
本
稿
の
概
要
を
述
べ
る
に
あ
た
り
、
主
要
な
引
用
箇
所
の
み
本
文
中
に
原
文
の
ペ
ー
ジ
数
を
示
す
。

（
82
） 

山
下
「
裁
判
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
」
四
―
六
頁
参
照
。

（
83
） 

こ
の
注
で
は
、
編
集
部
の
懇
請
に
応
じ
て
「
第
一
級
の
国
法
学
者
の
一
人
と
最
も
著
名
な
実
務
家
の
一
人
」
か
ら
の
寄
稿
が
あ
っ
た
と
記
さ
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れ
て
い
る
が
、
本
号
に
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
次
い
で
、
本
件
を
論
じ
た
ド
リ
ア
ン
ダ
ー
（G

. D
r
y
an

d
e
r

）
の
論
考
（Z

u
m

 V
e
rh

ältn
is vo

n
 

R
e
ich

s- u
n

d
 L

an
d

e
sg

e
w

alt, in
: D

eu
tsch

e Ju
risten

-Z
eitu

n
g, Jg

.3
7
, H

f.1
5
, 1

9
3
2
, S

.9
5
8

―9
6
8
.

）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
ド
リ
ア
ン
ダ
ー

は
ド
イ
ツ
国
家
人
民
党
所
属
の
プ
ロ
イ
セ
ン
議
会
議
員
で
、
ラ
イ
ヒ
議
会
議
員
で
も
あ
っ
た
（
山
下
「
裁
判
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
」
一
五
頁
の
注
2

参
照
）。

（
84
） 

山
下
「
裁
判
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
」
一
〇
頁
。

（
85
） 

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
四
条
：「
ラ
イ
ヒ
の
法
律
は
、
ラ
イ
ヒ
の
法
律
が
異
な
る
定
め
を
し
な
い
か
ぎ
り
、
ラ
ン
ト
の
官
庁
に
よ
り
執
行
さ
れ
る
」

（「
巻
末
付
録
」
四
四
九
頁
）。

（
86
） 

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
五
条
：「
国
家
権
力
は
、
ラ
イ
ヒ
の
事
件
に
関
し
て
は
ラ
イ
ヒ
憲
法
に
よ
り
ラ
イ
ヒ
の
機
関
が
行
使
し
、
各
ラ
ン
ト
の
事
件

に
関
し
て
は
各
ラ
ン
ト
の
憲
法
に
よ
り
各
ラ
ン
ト
の
機
関
が
行
使
す
る
」（「
巻
末
付
録
」
四
四
七
頁
）。

（
87
） 

こ
こ
で
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
一
九
三
一
年
一
二
月
五
日
の
国
事
裁
判
所
判
決
：R

G
Z

. 1
3
4
, A

n
h

., S
.2

1
. 

に
依
拠
し
て
指
摘
す
る
、
第
四
八
条
が
「
独

立
の
権
限
」（se

lb
stän

d
ig

e
 Z

u
stän

d
ig

k
e
it

）
規
定
で
あ
る
と
い
う
観
点
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
こ
の
観
点
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
第

四
八
条
権
限
の
実
際
の
効
力
の
範
囲
と
そ
の
意
味
に
つ
い
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
同
時
期
に
出
版
さ
れ
た
『
合
法
性
と
正
当
性
』（S

ch
m

itt, 

L
ega

litä
t u

n
d
 L

egitim
itä

t, D
u

n
ck

e
r &

 H
u

m
b

lo
t B

e
rlin

 1
9
3
2
.

）
の
中
で
も
詳
論
し
て
い
る
と
と
も
に
、
後
に
「
裁
判
」
の
場
で
、
シ
ュ

ミ
ッ
ト
の
ラ
イ
ヒ
政
府
擁
護
論
を
支
え
る
根
源
的
論
拠
と
し
て
展
開
す
る
。

（
88
） 

シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
言
及
す
る
国
事
裁
判
所
判
決
と
は
一
九
三
一
年
一
二
月
五
日
の
「
シ
ュ
ト
レ
リ
ッ
ツ
判
決
」：R

G
Z

., 1
3
4
, A

n
h

., S
.2

4
. 

で
あ
る
。

（
89
） 

こ
の
主
張
は
法
廷
で
も
繰
り
返
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
四
八
条
第
一
項
と
第
二
項
の
関
係
の
密
接
性
、
及
び
、
同
時
一
体
的
な
適
用
の
正
当

性
を
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
主
張
し
、
両
条
項
を
そ
の
適
用
に
当
っ
て
厳
密
に
区
別
す
べ
き
だ
と
い
う
ア
ン
シ
ュ
ッ
ツ
を
初
め
と
す
る
原
告
側
と
鋭
く

対
立
す
る
。

（
90
） H

e
rm

a
n

n
 H

e
lle

r, Is
t d

a
s
 R

e
ic

h
v

e
r

fa
s
s
u

n
g

s
m

ä
s
s
ig

 v
o

rg
e

g
a

n
g

e
n

?, in
 G

esa
m

m
elte S

ch
riften

 II, S
.4

0
5

―4
1

0
.

（Z
u

e
rst in

 

F
ra

n
k
fu

rter Z
eitu

n
g, 7

7
. Jg

, N
r. 5

9
1
/

5
9
2
, 1

0
. A

u
g

u
st 1

9
3
2
, A

b
e
n

d
b

latt-E
rste

s M
o

rg
e
n

b
latt, S

.1

―2

）.  

以
下
で
本
稿
の
概
要
を
述
べ
る

に
あ
た
り
、
主
要
な
引
用
箇
所
の
み
本
文
中
に
原
文
の
ペ
ー
ジ
数
を
示
す
。

（
91
） 

プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
側
か
ら
の
、
大
統
領
命
令
の
執
行
停
止
を
求
め
る
仮
処
分
申
請
に
関
す
る
審
理
。

（
92
） 

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
五
条
：「
ラ
イ
ヒ
政
府
は
、
ラ
イ
ヒ
が
立
法
権
を
有
す
る
事
項
に
つ
い
て
監
督
権
を
行
使
す
る
。
ラ
ン
ト
の
官
庁
が
ラ
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イ
ヒ
の
法
律
を
執
行
す
る
場
合
に
は
、
ラ
イ
ヒ
政
府
は
一
般
的
な
指
令
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ラ
イ
ヒ
政
府
は
、
ラ
イ
ヒ
の
法
律
の
執
行

を
監
督
す
る
た
め
、
各
ラ
ン
ト
の
中
央
官
庁
に
対
し
、
及
び
中
央
官
庁
の
同
意
を
得
て
そ
の
下
級
官
庁
に
対
し
て
、
委
員
を
派
遣
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ラ
ン
ト
政
府
は
、
ラ
イ
ヒ
政
府
の
求
め
に
応
じ
、
ラ
イ
ヒ
の
法
律
の
執
行
に
関
し
生
じ
た
欠
陥
を
な
く
す
義
務
を
負
う
。
争
い
の
あ

る
場
合
に
は
、
ラ
イ
ヒ
政
府
及
び
ラ
ン
ト
政
府
は
、
ラ
イ
ヒ
の
法
律
に
よ
り
別
段
の
裁
判
所
が
指
定
さ
れ
て
い
る
場
合
以
外
は
、
国
事
裁
判
所

の
判
決
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」（「
巻
末
付
録
」
四
四
九
頁
）。
ヘ
ラ
ー
は
こ
こ
で
、
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ラ
ン
ト
に
義
務
履
行
上
の
欠
陥
が
現
に

あ
っ
た
と
し
て
も
、
ラ
イ
ヒ
憲
法
の
規
定
す
る
方
法
と
し
て
、
ラ
イ
ヒ
政
府
は
国
事
裁
判
所
の
判
決
を
仰
ぐ
の
が
相
応
の
方
法
で
あ
っ
た
ろ
う

と
示
唆
す
る
。

（
93
） 

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
第
一
二
九
条
：「
公
務
員
の
任
用
は
、
法
律
に
別
段
の
定
め
あ
る
場
合
を
除
き
、
終
身
と
す
る
。
恩
給
及
び
遺
族
扶
助
料
は
法

律
に
よ
っ
て
定
め
る
。
公
務
員
は
、
そ
の
既
得
権
を
侵
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
公
務
員
は
、
そ
の
財
産
法
上
の
請
求
権
に
つ
き
訴
訟
を
提
起
す

る
こ
と
が
で
き
る
」（「
巻
末
付
録
」
四
六
四
頁
）。

（
94
） 

こ
の
点
の
二
人
に
共
通
す
る
特
徴
は
、
本
件
の
「
争
点
」
を
あ
く
ま
で
純
粋
な
「
法
解
釈
の
問
題
」
に
限
定
し
よ
う
と
し
た
法
廷
で
の
ブ
レ
ヒ

ト
、
ア
ン
シ
ュ
ッ
ツ
の
立
場
（P

reu
ß
en

 con
tra

 R
eich

., S
.9

2
, S

.1
2
4
-1

2
6
, S

.4
0
0

）
と
好
対
照
を
な
す
。
本
稿
注
63
参
照
。

（
95
） 

林
田
、
前
掲
書
九
一
頁
。
し
た
が
っ
て
、
憲
法
第
九
条
、
第
一
〇
条
、
第
一
一
条
、
第
一
二
条
第
二
項
に
該
当
す
る
政
治
的
並
び
に
利
益
的
性

質
の
紛
争
は
国
事
裁
判
所
の
審
査
対
象
か
ら
排
除
さ
れ
る
が
、
法
律
争
議
が
強
く
政
治
的
性
質
を
持
つ
こ
と
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
（
同

前
九
一
頁
）。

（
96
） D

r
y
an

d
e
r, a

.a
.O

., S
.9

6
3
.

（
97
） 

本
稿
二
九
七
頁
、
及
び
、
本
稿
注
33
、
37
参
照
。

（
98
） 

本
稿
注
36
参
照
。

（
99
） 

本
稿
注
37
参
照
。

（
100
） 

本
稿
三
〇
六
頁
、
及
び
、
本
稿
注
63
参
照
。

（
101
） 

詳
細
は
本
稿
注
50
参
照
。

（
102
） 

本
稿
注
57
参
照
。

（
103
） 

本
稿
注
63
参
照
。
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（
104
） 

本
稿
三
〇
三
頁
、
及
び
、
本
稿
注
58
参
照
。
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